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智
山
声
明
の
唯
呂
旋
に
つ
い
て

我

妻

龍

聲

抄
録

　

智
山
声
明
で
は
時
々
博
士
と
音
高
が
対
応
し
て
い
な
い
箇
所
が
あ
る
。
そ
の
多
く
は
双
調
唯
呂
曲
と
一
越
反
音
曲
に
見
ら
れ
る
。
智
山
声

明
の
唯
呂
曲
に
は
双
調
唯
呂
曲
と
一
越
唯
呂
曲
が
あ
る
。
唯
呂
曲
と
い
っ
て
し
ま
う
と
こ
の
二
つ
だ
け
を
指
す
事
に
な
る
が
唯
呂
曲
の
旋
律

の
特
徴
は
一
越
反
音
曲
に
も
あ
る
。
筆
者
は
こ
れ
ま
で
の
稿
で
唯
呂
曲
の
特
徴
の
旋
律
を
唯
呂
旋
と
分
類
し
て
き
た
。
こ
の
唯
呂
旋
の
博
士

の
音
高
は
当
位
を
示
し
て
い
な
い
事
が
多
い
。
博
士
は
音
譜
で
あ
り
音
譜
は
一
般
的
に
は
音
高
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
智
山
声
明
の

唯
呂
旋
を
観
察
す
る
と
ど
う
も
そ
れ
だ
け
で
は
説
明
が
つ
か
な
い
。
ど
う
や
ら
智
山
声
明
の
唯
呂
旋
の
博
士
に
は
音
高
だ
け
で
は
な
く
強
弱

を
示
す
博
士
が
あ
る
様
で
あ
る
。
本
考
察
で
は
唯
呂
旋
の
特
徴
を
強
弱
を
中
心
に
考
察
す
る
。

一
、
は
じ
め
に

　

智
山
声
明
の
唯
呂
曲
は
『
大
典
』
で
規
定
す
る
双
調
唯
呂
の
「
三
礼
如
来
唄
」、「
五
悔
」「
九
方
便
」
と
一
越
唯
呂
の
「
理
趣
経
」
の
「
別
号
」

（
大
楽
金
剛
不
空
眞
實
三
摩
耶
経
）
以
下
「
地
音
」
だ
け
と
い
う
事
に
な
り
唯
呂
曲
と
い
っ
て
し
ま
う
と
こ
れ
だ
け
を
指
す
事
に
な
る
。
し
か

し
唯
呂
曲
の
旋
律
の
特
徴
は
そ
れ
以
外
に
も
双
調
曲
の
「
長
曲
如
来
唄
」
や
一
越
反
音
曲
の
一
部
に
も
あ
る
。
筆
者
は
こ
れ
ま
で
の
稿
で
唯
呂

曲
の
特
徴
を
唯
呂
旋
と
分
類
し
て
き
た
。
唯
呂
旋
と
は
一
言
で
い
え
ば
単
調
で
メ
リ
ス
マ
的
な
旋
律
で
あ
る
。
音
階
は
主
に
徴
調
で
あ
る
が「
散

華
」
の
三
重
に
は
商
調
も
あ
る
。
一
方
、
唯
呂
旋
に
対
し
て
旋
律
的
で
正
確
な
音
程
の
旋
法
を
反
音
旋
と
分
類
し
て
き
た
。
反
音
旋
と
は
拙
稿

「
智
山
声
明
に
於
け
る
呂
律
の
旋
律
構
造（

１
）」
で
述
べ
た
宮
調
（
呂
）、
徴
調
（
律
）、
商
調
（
三
重
呂
）
で
構
成
さ
れ
る
呂
音
階
商
旋
法
の
事
で
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あ
る
。
宮
調
（
呂
）
の
音
階
は
商
（
レ
）
を
主
音
と
す
る
宮
（
ド
）、
商
（
レ
）、
角
（
ミ
）、
徴
（
ソ
）、
羽
（
ラ
）。
徴
調
（
律
）
の
音
階
は

徴
（
ソ
）
を
主
音
と
す
る
宮
（
ド
）、
商
（
レ
）、
角
（
フ
ァ
）、
徴
（
ソ
）、
羽
（
ラ
）。
商
調
（
三
重
呂
）
の
音
階
は
三
重
宮
（
ド
）
を
主
音

と
す
る
宮
（
ド
）、
商
（
レ
）、
角
（
フ
ァ
）、
徴
（
ソ
）、
羽
（
ラ
♯
）
で
あ
る
。
こ
の
宮
調
、
徴
調
、
商
調
を
必
要
に
応
じ
て
使
う
が
別
に
全

部
使
う
必
要
も
な
い
。
反
音
旋
と
は
た
と
え
反
音
の
指
示
が
な
く
て
も
呂
音
階
商
旋
法
の
宮
調
、
徴
調
、
商
調
を
移
る
階
名
調
の
転
調
、
つ
ま

り
或
る
種
の
反
音
の
旋
法
で
あ
る
。
そ
の
他
に
唯
律
旋
が
考
え
ら
れ
る
が
現
在
の
智
山
声
明
の
旋
律
構
造
で
は
律
音
階
（
徴
調
）
の
み
の
律
曲

は
確
認
で
き
な
い
。
智
山
声
明
の
基
本
的
な
呂
旋
は
三
つ
あ
る
。
一
つ
目
は
唯
呂
旋
で
あ
る
。
唯
呂
旋
は
徴
を
主
音
と
す
る
徴
調
音
階
だ
が「
散

華
」
の
三
重
呂
は
三
重
宮
を
主
音
と
す
る
商
調
音
階
で
あ
る
。
二
つ
目
は
反
音
旋
の
呂
旋
で
商
を
主
音
と
す
る
宮
調
音
階
で
あ
る
。
三
つ
目
は

反
音
旋
の
三
重
呂
旋
で
三
重
宮
を
主
音
と
す
る
商
調
音
階
で
あ
る
。
唯
呂
旋
と
反
音
旋
の
律
は
共
に
徴
を
主
音
と
す
る
徴
調
音
階
だ
が
唯
呂
旋

は
「
散
華
」
以
外
で
ほ
と
ん
ど
が
主
音
の
旋
律
が
多
く
音
階
構
成
音
を
あ
ま
り
使
わ
な
い
。「
散
華
」
の
唯
呂
旋
の
三
重
呂
は
装
飾
音
以
外
は

す
べ
て
主
音
三
重
宮
音
で
あ
り
こ
れ
も
音
階
を
持
ち
出
す
程
で
も
な
い
の
だ
が
三
重
宮
を
主
音
と
す
る
旋
法
は
商
調
と
い
う
事
に
な
る
。

　

智
山
声
明
の
唯
呂
旋
の
判
断
基
準
に
つ
い
て
は
先
ず
、
記
述
か
ら
唯
呂
と
確
定
で
き
る
の
は
唯
呂
曲
と
規
定
さ
せ
る
「
三
礼
如
来
唄
」
と

『
大
典
』
に

　

四
智
反
音
と
は
四
智
の
中
に
前
二
智
は
唯
呂
に
し
て
第
三
第
四
に
は
律
を
交
ゆ
故
に
音
を
か
え
る
と
云
う
意
に
て
反
音
と
い
う（

２
）。

と
記
述
さ
れ
る
「
四
智
梵
語
」
の
前
二
智
、
即
ち
発
音
か
ら
「
摩
覩
怛
覽
」
ま
で
で
あ
る
。
唯
呂
旋
と
反
音
旋
の
境
界
は
「
嚩
曰
囉
達
麼
」

の
「
達
」
で
あ
る
。
第
三
第
四
に
は
律
を
交
ゆ
と
は
第
三
智
は
唯
呂
旋
か
ら
反
音
旋
へ
の
反
音
で
第
四
智
は
反
音
旋
内
の
反
音
で
あ
る
。
次

に
唯
呂
旋
と
推
測
で
き
る
の
は
双
調
呂
曲
の
「
長
曲
如
来
唄
」
で
あ
る
。
唯
呂
と
の
明
確
な
規
定
は
な
い
が
双
調
が
呂
で
あ
る
事
は
声
明
で

は
常
識
だ
か
ら
「
長
曲
如
来
唄
」
は
全
曲
を
通
し
て
唯
呂
曲
と
し
て
良
い
と
考
え
る
。
従
っ
て
こ
れ
ら
の
唯
呂
旋
と
同
様
の
節
回
し
は
す
べ

て
唯
呂
旋
と
し
て
良
い
と
考
え
る
。「
理
趣
経
」（
調
声
）
の
一
越
唯
呂
は
唯
呂
旋
と
し
て
は
少
し
特
殊
な
旋
法
な
の
で
本
考
察
で
は
唯
呂
旋

か
ら
は
除
く
。

　

基
本
的
に
楽
曲
の
主
音
は
起
止
の
音
で
あ
る
。
双
調
曲
の
「
長
曲
如
来
唄
」、「
三
礼
如
来
唄
」、「
五
悔
」「
九
方
便
」
は
徴
で
起
止
、
或
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い
は
徴
で
始
ま
る
。
徴
以
外
の
終
止
音
は
「
長
曲
如
来
唄
」
の
三
重
宮
と
「
三
礼
如
来
唄
」
の
「
如
来
唄
」
の
角
で
あ
る
。
唯
呂
旋
が
主
体

と
思
わ
れ
る
一
越
反
音
曲
の
「
云
何
唄
」、「
散
華
」
は
徴
で
起
止
す
る
。「
四
智
」、「
大
日
」、「
不
動
」
の
一
越
反
音
曲
は
商
で
始
ま
る
が

前
稿
で
述
べ
た
通
り（

３
）こ

の
商
の
本
質
は
徴
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
の
事
か
ら
唯
呂
曲
、
或
い
は
唯
呂
旋
を
含
む
曲
は
徴
で
起
止
す
る

か
或
い
は
徴
で
始
ま
る
。
こ
の
事
か
ら
唯
呂
旋
の
主
音
は
徴
で
あ
る
と
い
え
る
。
唯
呂
曲
、
或
い
は
唯
呂
旋
を
含
む
曲
以
外
で
徴
で
始
ま
る

の
は
「
祭
文
」、「
表
白
」
な
ど
の
ア
ク
セ
ン
ト
系
の
曲
と
「
中
性
院
理
趣
経
」
の
み
で
あ
る
。
ア
ク
セ
ン
ト
系
の
曲
は
ア
ク
セ
ン
ト
を
曲
に

し
た
も
の
で
あ
り
「
中
性
院
理
趣
経
」
は
勤
行
用
の
読
誦
経
典
で
曲
の
形
態
と
し
て
は
少
し
特
殊
で
あ
る
。
一
方
、
反
音
旋
の
諸
讃
は
羽
か

商
で
始
ま
り
商
で
終
止
す
る
。
反
音
曲
で
は
新
井
弘
順
師
の
説（

４
）の

通
り
呂
は
羽
反
音
で
一
位
高
く
律
で
表
記
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
か

ら
反
音
曲
の
商
の
本
質
は
宮
で
あ
り
羽
の
本
質
は
徴
で
あ
る
。反
音
旋
は
絶
え
ず
主
音
が
変
わ
る
が
曲
全
体
の
主
音
は
終
止
音
の
商
だ
ろ
う
。

　

智
山
声
明
の
唯
呂
旋
の
特
徴
は
「
三
礼
如
来
唄
」、「
五
悔
」「
九
方
便
」
の
一
部
、「
長
曲
如
来
唄
」
と
「
長
曲
如
来
唄
」
の
特
徴
を
持
つ

「
云
何
唄
」、「
云
何
唄
」
と
同
曲
の
「
出
家
唄
」、「
散
華
」、「
四
智
梵
語
」、「
大
日
讃
」、「
不
動
讃
」
の
唯
呂
旋
に
あ
る
と
考
え
る
。
そ
の
中
、

唯
呂
曲
と
規
定
さ
れ
て
い
る
の
は
「
三
礼
如
来
唄
」
と
「
五
悔
」「
九
方
便
」
の
み
で
あ
る
。「
長
曲
如
来
唄
」
は
唯
呂
の
規
定
は
不
明
確
だ

が
双
調
呂
曲
は
唯
呂
曲
と
考
え
ら
れ
る
。「
云
何
唄
」、「
散
華
」
は
一
越
反
音
曲
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
博
士
に
は
「
長
曲
如
来
唄
」
と
多

く
の
共
通
点
が
あ
る
。「
四
智
梵
語
」、「
大
日
讃
」、「
不
動
讃
」
は
一
越
反
音
曲
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
讃
の
前
半
か
ら
後
半
に
か
け
て
は
「
散

華
」
と
似
た
旋
律
が
多
く
見
ら
れ
る
。

　

智
山
声
明
の
「
三
礼
如
来
唄
」、
特
に
「
三
礼
」
の
徴
羽
や
「
唄
」、「
散
華
」
の
唯
呂
旋
の
角
徴
羽
は
音
高
は
同
じ
で
角
と
羽
は
徴
音
で

あ
る
事
が
多
い
。
こ
れ
で
は
正
確
な
音
程
が
示
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
事
に
な
る
。
反
音
旋
の
博
士
は
音
高
が
正
確
で
当
位
で
あ
る
事
が
多

い
の
に
対
し
て
唯
呂
旋
の
博
士
は
音
高
が
不
明
確
で
当
位
で
は
な
い
事
が
多
い
。
長
年
こ
の
意
味
が
分
か
ら
な
か
っ
た
が
博
士
と
実
唱
音
を

観
察
す
る
と
ど
う
も
唯
呂
旋
の
博
士
は
音
高
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
く
強
弱
を
示
し
て
い
る
事
が
多
い
と
考
え
ら
れ
る
。
博
士
は
音
譜
で

は
あ
る
が
必
ず
し
も
音
高
だ
け
を
示
す
と
は
限
ら
な
い
。
勿
論
、
音
譜
は
音
高
を
示
す
の
が
目
的
な
の
だ
が
同
時
に
博
士
に
は
働
き
を
示
す

機
能
が
あ
る
。
博
士
は
音
高
を
示
す
も
の
と
初
め
か
ら
決
め
て
か
か
る
の
は
軽
率
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
そ
う
い
う
筆
者
自
身
も
博
士
は
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音
高
を
示
す
も
の
と
の
固
定
観
念
に
囚
わ
れ
て
右
往
左
往
し
て
き
た
。
し
か
し
改
め
て
唯
呂
旋
の
博
士
を
観
察
す
る
と
唯
呂
旋
の
羽
と
角
は

音
高
と
い
う
よ
り
も
強
弱
を
示
し
て
い
る
様
で
あ
る
。
本
考
察
で
は
「
三
礼
如
来
唄
」、「
云
何
唄
」、「
散
華
」、「
四
智
梵
語
」、「
大
日
讃
」、

「
不
動
讃
」、「
長
曲
如
来
唄
」
を
中
心
に
唯
呂
旋
の
特
徴
に
つ
い
て
観
察
し
て
見
た
い
。

　

本
考
察
で
は
宮
を
ド
と
取
り
扱
う
が
Ｃ
と
い
う
訳
で
は
な
い
。
便
宜
上
、
洋
楽
の
音
階
、
音
高
も
用
い
る
が
邦
楽
と
洋
楽
の
音
程
と
音
高

は
厳
密
に
は
違
う
の
で
あ
く
ま
で
目
安
で
あ
る
。
特
に
初
重
、
二
重
、
三
重
を
こ
と
わ
ら
な
い
時
は
二
重
で
あ
る
。
節
回
し
の
装
飾
音
は
旋

律
構
造
に
は
含
め
な
い
。
本
考
察
で
の
当
位
と
は
音
高
と
一
致
し
て
い
る
博
士
の
事
で
あ
る
。
宮
商
角
徴
羽
の
五
音
は
階
名
だ
か
ら
そ
れ
だ

け
で
は
絶
対
音
高
に
は
拘
束
さ
れ
な
い
。
な
る
べ
く
音
は
下
か
ら
記
述
す
る
様
に
心
が
け
て
い
る
が
唯
呂
旋
で
は
羽
の
博
士
が
重
要
だ
か
ら

本
考
察
で
は
上
か
ら
記
述
す
る
事
も
あ
る
。「
唄
」
に
は
「
三
礼
如
来
唄
」、「
長
曲
如
来
唄
」、「
云
何
唄
」、
或
い
は
「
云
何
唄
」
と
同
曲
の

「
出
家
唄
」
が
あ
る
が
本
考
察
で
「
唄
」、「
散
華
」
と
し
た
場
合
の
「
唄
」
は
「
云
何
唄
」
を
指
す
。
智
山
声
明
の
如
来
唄
に
は
「
三
礼
如

来
唄
」
と
「
長
曲
如
来
唄
」
の
二
つ
が
あ
る
の
で
「
三
礼
如
来
唄
」
の
如
来
唄
は
「
如
来
唄
」、
長
曲
の
如
来
唄
は
「
長
曲
如
来
唄
」
と
し

て
区
別
す
る
。
ユ
リ
ソ
リ
に
は
二
つ
あ
り
「
長
曲
如
来
唄
」、「
唄
」、「
散
華
」
に
見
ら
れ
る
藤
由
の
様
な
ユ
リ
ソ
リ
と
「
胎
蔵
界
」「
五
誓
願
」

の
「
誓
願
修
習
一
」
の
「
誓
」
や
「
修
」
の
様
な
三
重
に
上
行
す
る
ユ
リ
ソ
リ
が
あ
る
。
本
考
察
で
単
に
ユ
リ
ソ
リ
と
い
え
ば
「
長
曲
如
来

唄
」、「
唄
」、「
散
華
」
の
藤
由
の
様
な
ユ
リ
ソ
リ
を
指
す
。
本
考
察
で
は
「
発
音
」
に
は
「
ホ
ッ
ト
ン
」
と
「
ハ
ツ
オ
ン
」
の
二
つ
の
意
味

が
あ
る
。
導
音
と
は
次
に
主
音
に
進
む
音
で
あ
る
。
邦
楽
で
は
主
音
の
長
二
度
下
に
あ
る（

５
）。
本
考
察
で
は
強
弱
の
意
味
で
の
導
音
の
記
述
も

あ
る
か
ら
単
に
導
音
と
し
た
場
合
は
主
音
か
ら
長
二
度
下
の
音
を
指
し
主
音
と
同
音
で
強
弱
の
導
音
は
力
の
導
音
と
す
る
。
同
様
に
上
主
音

と
は
主
音
の
長
二
度
上
の
音
だ
が
主
音
と
同
音
で
強
弱
の
上
主
音
は
力
の
上
主
音
と
す
る
。
一
般
に
上
主
音
は
時
に
下
行
の
導
音
に
働
く
事

も
あ
る
。
本
考
察
で
い
う
四
度
と
五
度
は
完
全
四
度
と
完
全
五
度
の
事
で
あ
る
。
本
考
察
は
『
正
徳
版
魚
山
』、『
声
明
大
典
』、『
法
要
次
第
』

と
現
行
の
智
山
声
明
の
実
唱
音
に
基
づ
き
主
に
博
士
が
見
や
す
い
か
ら
『
法
要
次
第
』
を
中
心
に
観
察
す
る
。
階
名
調
に
は
諸
説
あ
る
が
本

考
察
で
い
う
宮
調
、
徴
調
、
商
調
は
拙
稿
「
智
山
声
明
に
於
け
る
呂
律
の
旋
律
構
造（

６
）」
で
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
智
山
声
明
で
は
絶
え
ず
主

音
が
移
動
す
る
が
曲
全
体
の
主
音
は
概
ね
起
止
の
何
れ
か
の
博
士
で
あ
り
曲
中
の
主
音
は
由
里
が
付
く
博
士
で
あ
る
。
由
里
の
付
く
博
士
が
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旋
法
の
主
音
で
曲
中
の
主
導
権
を
持
つ
。
本
考
察
は
智
山
声
明
に
限
る
。
紙
面
の
都
合
上
、
以
前
の
稿
で
述
べ
た
内
容
と
重
複
す
る
内
容
は

必
要
と
思
わ
れ
る
所
以
外
は
な
る
べ
く
省
略
し
た
。
旋
律
構
造
の
詳
細
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
の
拙
稿
を
参
照
し
て
頂
き
た
い
。

二
、
三
礼
如
来
唄

【
図
一
】『
法
要
次
第（

７
）』

【
図
二
】

　
　
　
　
　
　
　

ソ　
　
　

ソ
フ
ァ　

ソ　
　
　
　

ソ　
　

ソ　
　

ソ　
　

ソ

　
　
　

一　
　
　

切　
　
　

恭　
　
　

敬　
　
　
　

自　
　

帰　
　

依　
　

仏

　
　
　

ソ　
　
　

ソ
フ
ァ　

ソ
フ
ァ　

ソ

　
　
　

當　
　
　

願　
　
　

衆　
　
　

生
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「
三
礼
」
は
徴
で
起
止
し
徴
に
由
里
が
付
く
徴
が
主
音
の
双
調
唯
呂
曲
で
あ
る
。
音
階
は
宮
（
ド
）、
商
（
レ
）、
角
（
フ
ァ
）、
徴
（
ソ
）、

羽
（
ラ
）
の
徴
調
の
唯
呂
音
階
で
あ
る
。
一
句
目
に
現
れ
る
音
を
採
取
す
る
と
【
図
二
】
の
様
に
な
る
。
発
音
の
「
切
」
の
徴
は
徴
音
（
ソ
）

で
あ
る
。「
恭
」
の
「
ク
」
で
羽
に
移
る
が
こ
の
羽
は
徴
音
（
ソ
）
で
あ
る
。「
ウ
」
で
博
士
は
徴
に
変
わ
る
が
こ
の
徴
は
角
音
（
フ
ァ
）
か

ら
徴
音
（
ソ
）
に
上
が
る
。「
自
帰
依
仏
」
は
す
べ
て
博
士
は
羽
だ
が
徴
音
（
ソ
）
で
あ
る
。
続
く
「
當
」
の
羽
は
徴
音
（
ソ
）
で
あ
る
。「
願
」

の
「
ガ
」
の
羽
は
徴
音
（
ソ
）
で
あ
る
。
続
く
「
ア
ー
ン
」
の
徴
は
角
音
（
フ
ァ
）
か
ら
徴
音
（
ソ
）
に
上
が
る
。「
衆
生
」
の
「
シ
ュ
」

の
羽
は
徴
音
（
ソ
）
で
「
ウ
」
の
徴
は
角
音
（
フ
ァ
）
か
ら
徴
音
（
ソ
）
に
上
が
る
。「
生
」
の
徴
は
徴
音
（
ソ
）
で
あ
る
。
現
れ
る
音
は

ソ
と
フ
ァ
の
み
で
あ
る
が
博
士
に
角
は
現
れ
な
い
。
羽
の
博
士
が
多
い
が
羽
の
当
位
の
ラ
音
は
一
切
現
れ
な
い
。
一
見
す
る
と
博
士
が
一
位

高
く
表
記
さ
れ
て
い
る
か
の
様
に
も
見
え
る
。
博
士
は
で
た
ら
め
な
の
か
。
そ
れ
と
も
実
唱
音
が
間
違
っ
て
い
る
の
か
。
否
、
そ
う
で
は
な

い
。
こ
の
博
士
を
音
高
と
見
る
と
不
可
解
だ
が
強
弱
の
指
示
と
見
れ
ば
理
解
で
き
る
。

　

博
士
を
強
弱
で
見
れ
ば
発
音
の
「
切
」
は
強
さ
の
基
準
と
な
る
徴
音
の
主
音
徴
で
あ
る
。
冷
静
に
片
由
合
が
付
く
。
次
の
「
恭
」
の
「
ク
」

で
羽
に
変
わ
る
が
依
然
徴
音
で
あ
る
。
こ
の
羽
は
音
高
を
示
す
羽
で
は
な
く
力
を
込
め
た
徴
、つ
ま
り
徴
に
力
を
込
め
る
指
示
だ
と
考
え
る
。

「
小
ソ
」
と
小
さ
く
ソ
ル
の
指
示
が
あ
る
。
次
の
「
ウ
」
で
徴
に
変
わ
り
羽
で
込
め
た
力
を
抜
く
。
し
か
し
実
唱
音
で
は
徴
も
羽
も
音
高
は

徴
音
だ
か
ら
角
音
（
フ
ァ
）
を
借
り
て
力
を
抜
く
。「
遺
教
経
」
な
ど
に
も
見
ら
れ
る
が
智
山
声
明
で
は
時
々
博
士
に
対
し
て
音
が
少
な
い

時
や
何
か
の
都
合
で
博
士
と
は
違
う
音
を
使
う
事
が
あ
り
別
の
音
を
借
り
る
の
で
本
考
察
で
は
こ
れ
を
仮
に
「
借
音
」
と
名
付
け
る
。
こ
の

フ
ァ
は
角
と
い
う
意
味
で
は
な
く
力
を
抜
い
た
徴
で
あ
る
と
考
え
る
。
そ
の
ま
ま
角
音
か
ら
徴
音
に
復
帰
し
て
続
く
「
敬
」
で
基
準
の
主
音

徴
に
移
り
冷
静
に
片
由
合
が
付
く
。
次
の
「
自
帰
依
仏
」
は
す
べ
て
羽
で
あ
る
が
こ
の
羽
は
徴
音
だ
か
ら
羽
で
は
な
く
力
を
込
め
た
徴
だ
と

考
え
る
。「
自
」
で
力
を
込
め
て
「
帰
依
」
は
そ
れ
に
続
き
一
旦
切
れ
て
「
仏
」
で
も
う
一
度
力
を
込
め
る
感
じ
で
あ
る
。「
自
」
の
「
ユ
ル

メ
ル
」
は
少
し
力
を
抜
く
感
じ
で
抜
け
る
様
に
少
し
音
も
上
が
る
か
。
続
く
「
當
」
の
羽
も
徴
音
だ
か
ら
羽
で
は
な
く
力
を
込
め
た
徴
で
あ

る
。「
願
」
に
は
取
付
が
あ
る
。
取
り
付
け
て
少
し
力
を
抜
き
再
度
強
く
押
す
感
じ
で
あ
る
。「
当
ル
如
ク
」
と
指
示
が
あ
る
。
片
由
の
様
に
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音
が
上
下
に
振
動
す
る
。

【
図
三
】『
声
明
大
典（
８
）』　　

　
　
　
　
　
　
　
【
図
四
】『
声
明
大
典（

９
）』　　

　
　
　
　
　
　
　
【
図
五
】『
声
明
大
典

（
1
0
）』

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

こ
の
取
付
は
『
大
典
』
の
本
博
士
の
横
の
博
士
で
は
突
く
様
な
取
付
で
前
音
の
「
當
」
の
羽
で
込
め
た
力
を
受
け
止
め
る
働
き
が
あ
る
と
考

え
る
。
取
付
に
も
区
々
に
理
由
が
あ
る
の
だ
ろ
う
が
以
前
、
布
施
浄
慧
化
主
猊
下
が
講
伝
所
上
座
阿
闍
梨
だ
っ
た
頃
、
母
音
が
変
わ
る
時
に

は
し
ば
し
ば
取
付
が
あ
る
様
で
す
と
仰
っ
て
い
た
様
に
記
憶
し
て
い
る
。
確
か
「
三
礼
如
来
唄
」
の
御
指
南
の
時
だ
っ
た
と
思
う
。
取
付
に

は
旋
律
上
の
理
由
と
発
音
上
の
理
由
が
あ
る
様
で
あ
る
。
続
く
「
願
」
の
羽
も
羽
で
は
な
く
徴
音
の
力
を
込
め
た
徴
で
続
く
徴
で
借
音
の
角

音
を
借
り
て
力
を
緩
め
徴
音
に
復
帰
し
て
冷
静
に
主
音
徴
に
片
由
合
が
付
く
。「
衆
」
の
羽
も
羽
で
は
な
く
徴
音
の
力
を
込
め
た
徴
で
続
く
徴

で
借
音
の
角
音
を
借
り
て
力
を
緩
め
て
徴
音
に
復
帰
す
る
。
続
く「
生
」の
徴
は
冷
静
に
主
音
徴
に
片
由
合
が
付
き
一
句
目
が
一
段
落
で
あ
る
。

二
句
目
の
「
自
帰
依
法
」「
當
願
衆
生
」
は
一
句
目
の
「
自
帰
依
仏
」「
當
願
衆
生
」
と
同
じ
で
あ
る
。
三
句
目
の
「
自
帰
依
僧
」
で
旋
律
が
動

き
出
す
。「
自
帰
依
僧
」
の
「
自
」
の
角
は
当
位
で
あ
り
こ
れ
は
強
弱
で
は
な
く
音
高
を
示
す
も
の
で
あ
る
。「
小
下
心
」
と
下
行
の
指
示
が
あ

る
。「
帰
依
」
の
徴
は
当
位
で
「
僧
」
で
呂
の
回
由
か
ら
三
重
に
上
行
す
る
。
回
由
の
徴
も
三
重
宮
も
当
位
で
あ
る
。「
僧
」
の
旋
律
は
「
五
悔
」

「
五
誓
願
」
の
「
法
門
」
の
「
門
」
の
旋
律
と
似
て
い
る
が
本
博
士
は
違
う
。
通
常
唱
え
る
「
僧
」
の
回
由
は
『
大
典
』
の
本
博
士
で
は
「
片

ユ
二
」
と
あ
り
冠
注
に
秘
曲
と
し
て
「
色
ユ
二
」
と
あ
る
か
ら
通
常
の
唱
え
方
の
方
が
む
し
ろ
秘
曲
で
は
な
い
か
と
も
思
う
が
伝
は
現
行
の

ま
ま
で
良
い
だ
ろ
う
。「
僧
」
に
は
反
宮
の
指
示
が
あ
る
が
三
重
宮
は
当
位
で
あ
る
。「
自
帰
依
僧
」
の
博
士
は
強
弱
で
は
な
く
音
高
を
示
す
。

続
く
「
當
願
衆
生
」
は
一
句
目
、
二
句
目
と
同
様
で
あ
る
。
こ
の
様
に
「
三
礼
」
の
博
士
は
主
に
音
高
で
は
な
く
強
弱
を
示
し
て
い
る
と
考
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え
る
。
し
か
し
す
べ
て
が
そ
う
で
は
な
い
。
三
句
目
の
「
自
帰
依
僧
」
の
「
自
」
の
角
に
フ
ァ
が
あ
る
が
こ
の
角
は
当
位
で
あ
り
明
ら
か
に

音
高
を
示
す
も
の
で
あ
る
。「
三
礼
」の
博
士
は
旋
律
的
な「
自
帰
依
僧
」の
箇
所
の
み
が
音
高
を
示
し
そ
れ
以
外
は
力
の
強
弱
を
示
し
て
い
る
。

　

以
上
の
事
か
ら
「
三
礼
」
の
博
士
は
主
に
強
弱
を
示
し
時
々
音
高
を
示
し
て
い
る
。「
三
礼
」
に
は
羽
の
博
士
が
多
い
。
こ
れ
ら
の
羽
は
音

高
を
示
す
羽
で
は
な
く
徴
に
力
を
込
め
る
指
示
だ
と
考
え
る
。
羽
の
博
士
は
呂
（
唯
呂
旋
か
三
重
呂
）
に
の
み
現
れ
律
に
は
現
れ
な
い
が
羽
音

で
は
な
い
。
羽
音
（
ラ
）
は
律
の
諸
由
の
引
き
返
し
と
呂
の
押
上
に
現
れ
る
。
前
稿
で
は
「
五
悔
」
の
「
淨
三
業
」「
普
禮
」
の
羽
や
「
仏
讃
」

の
助
の
出
だ
し
の
羽
や
「
四
智
梵
語
」
の
唯
呂
旋
か
ら
反
音
旋
の
律
旋
に
変
わ
る
「
麼
誐
夜
」
の
「
麼
」
の
羽
や
「
礼
仏
廻
向
」
の
「
至
心
廻

向
」
の
羽
な
ど
は
上
行
の
気
持
ち
を
促
す
感
情
表
記
の
働
き
と
述
べ
た
が（

（1
（

そ
の
他
に
羽
に
は
力
を
込
め
た
徴
を
表
す
働
き
が
あ
る
様
で
あ
る
。

【
図
六
】『
法
要
次
第（

（1
（

』
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「
如
来
唄
」
は
「
三
礼
」
同
様
の
徴
が
主
音
の
双
調
唯
呂
曲
だ
が
徴
で
始
ま
り
角
で
終
わ
り
徴
に
由
里
が
付
く
。
発
音
の
「
如
来
」
は
当

位
の
主
音
徴
で
あ
る
。「
来
」
に
主
音
を
示
す
片
由
合
が
付
く
。
続
く
「
妙
色
」
の
角
も
当
位
で
あ
る
。『
大
典
』
に
「
色
の
キ
の
仮
名
よ
り

早
く
身
に
う
つ
る
べ
し（

（1
（

」
と
あ
り
「
色
」
の
「
キ
」
は
延
ば
さ
な
い
。「
身
」
の
角
も
当
位
で
下
に
力
を
込
め
る
様
に
下
行
し
て
徴
に
復
帰

し
て
片
由
が
付
く
。
下
に
力
を
込
め
る
様
な
節
回
し
に
は
「
ユ
ル
メ
ル
」「
持
ソ
ル
」
と
指
示
が
あ
る
。「
ユ
ル
メ
ル
」
と
は
力
を
緩
め
る
指

示
で
「
持
ソ
ル
」
は
力
を
込
め
る
指
示
だ
と
考
え
る
。「
ユ
ル
メ
ル
」
で
軽
く
回
し
若
干
音
も
下
が
り
「
持
ソ
ル
」
で
少
し
音
が
上
が
る
か
。

こ
こ
ま
で
の
博
士
は
主
に
音
の
高
低
の
博
士
で
あ
る
。
続
く
「
世
間
無
與
等
」
は
「
世
」
の
徴
は
当
位
で
あ
る
。「
間
」
の
徴
も
当
位
で
続

く
羽
の
博
士
は
ソ
♯
、
つ
ま
り
揚
徴
音
で
あ
る
。「
無
」
の
羽
も
揚
徴
音
で
あ
る
。「
與
」
の
羽
も
揚
徴
音
で
続
く
徴
は
徴
音
で
あ
る
。「
等
」

の
角
は
当
位
で
あ
る
。
こ
こ
で
一
旦
休
止
す
る
。「
世
間
無
與
等
」
の
羽
は
羽
音
で
は
な
く
揚
徴
音
で
あ
る
。
こ
れ
は
徴
よ
り
少
し
高
い
音

と
し
て
羽
と
表
記
し
た
音
高
の
博
士
と
も
と
れ
る
。「
間
」
に
は
「
当
ル
」
と
あ
る
か
ら
こ
こ
は
音
高
が
上
が
る
指
示
と
も
と
れ
る
。
し
か

し
智
山
声
明
で
半
音
程
の
進
行
は
珍
し
い
事
か
ら
こ
の
「
当
ル
」
は
若
干
の
力
を
込
め
る
指
示
で
こ
の
揚
徴
音
の
本
質
は
若
干
の
力
を
込
め

た
結
果
、徴
音
が
半
音
上
が
っ
た
も
の
だ
と
考
え
る
。
従
っ
て
こ
の
羽
は
音
高
と
い
う
よ
り
も
徴
に
力
を
込
め
る
強
弱
の
指
示
だ
と
考
え
る
。

続
く
「
如
来
色
無
盡
」
の
「
如
来
色
無
」
の
羽
は
徴
音
だ
か
ら
羽
で
は
な
く
力
を
込
め
た
徴
で
あ
る
。「
盡
」
の
徴
で
角
音
を
借
り
て
力
を

緩
め
徴
音
に
復
帰
し
て
主
音
に
片
由
が
付
く
。
現
行
で
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
「
盡
」
の
角
音
に
力
を
込
め
て
い
る
が
そ
れ
で
良
い
。
本
考

察
は
あ
く
ま
で
理
論
上
の
話
で
あ
る
。
長
い
伝
承
の
過
程
で
博
士
と
実
唱
音
に
多
少
の
ず
れ
が
あ
っ
て
も
不
思
議
は
な
い
。
続
く
「
切
法
常

住
」
の
「
切
」
の
羽
は
徴
音
だ
か
ら
羽
で
は
な
く
力
を
込
め
た
徴
で
あ
る
。
続
く
徴
で
角
音
を
借
り
て
力
を
緩
め
徴
音
に
復
帰
す
る
。「
法
」

は
徴
音
の
主
音
徴
で
片
由
が
付
く
。「
常
」
の
徴
は
当
位
で
続
く
羽
は
揚
徴
音
だ
が
こ
れ
も
前
述
と
同
様
に
力
を
込
め
た
徴
で
あ
り
音
高
と

い
う
よ
り
も
力
を
込
め
た
結
果
、
半
音
上
が
っ
て
い
る
と
考
え
る
。「
住
」
の
角
は
当
位
で
あ
る
。
角
音
終
止
は
導
音
終
止
で
不
安
定
感
が

あ
る
。
不
安
定
感
は
次
に
何
か
を
解
決
し
て
貰
い
た
い
物
語
性
が
あ
る
様
な
気
が
す
る
。

　

以
上
の
通
り
「
如
来
唄
」
の
博
士
も
当
位
と
思
わ
れ
る
博
士
も
あ
る
が
や
は
り
強
弱
の
旋
律
で
あ
る
と
考
え
る
。
因
み
に
「
世
間
無
與
等
」

の
「
間
」
以
下
を
「
中
唄
」
と
い
う
ら
し
く
曲
中
で
曲
名
が
変
わ
っ
て
い
る（

（1
（

。
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三
、
云
何
唄

【
図
七
】『
法
要
次
第（

（1
（

』
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次
に
「
云
何
唄
」
を
観
察
す
る
。
辞
書
に
は
唄
と
は
「
口
と
音
を
表
す
貝
と
で
梵
語
の
ｐ
ａ
ｔ
・
ｈ
ａ
ｋ
ａ
（
賛
歌
）
の
音
訳
、
唄
匿
の

略
」
と
あ
る（

（1
（

。
唄
「
う
た
」
と
は
こ
こ
か
ら
派
生
し
た
も
の
か
。
唄
を
「
う
た
」
と
も
い
う
が
唄
「
ば
い
」
は
仏
を
讃
歎
す
る
も
の
で
あ
り

人
間
の
心
情
を
表
現
す
る
も
で
は
な
い
。
辞
書
に
は
「
引
く
」
は
ふ
し
、
し
ら
べ
と
あ
る（

（1
（

。「
唄
」
は
音
の
高
低
で
は
な
く
同
音
の
強
弱
の

連
続
だ
か
ら
唱
え
る
よ
り
も
引
く
と
い
う
表
現
が
合
っ
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

　
「
三
礼
如
来
唄
」
は
徴
羽
の
二
つ
の
博
士
で
強
弱
を
指
示
す
る
。「
云
何
唄
」、「
散
華
」
で
は
羽
徴
角
の
三
つ
の
博
士
で
強
弱
を
指
示
す
る

が
羽
徴
角
は
す
べ
て
徴
音
で
あ
り
、
力
の
強
い
徴
を
羽
、
力
の
弱
い
徴
を
角
で
表
記
し
て
い
る
と
考
え
る
。「
云
何
唄
」
は
一
越
反
音
曲
で

徴
で
始
ま
り
徴
で
終
わ
る
。「
三
礼
」
同
様
に
徴
に
由
里
が
付
き
徴
で
起
止
す
る
徴
が
主
音
の
徴
調
の
唯
呂
旋
が
基
本
で
諸
由
が
付
く
三
行

目
だ
け
が
反
音
旋
で
あ
る
。
三
行
目
以
外
に
諸
由
は
な
い
。
諸
由
は
律
の
み
で
呂
曲
に
は
付
か
な
い（

（1
（

。
こ
の
三
行
目
が
あ
る
か
ら「
云
何
唄
」

は
反
音
曲
で
あ
る
。「
云
何
唄
」
は
唯
呂
旋
に
三
行
目
だ
け
反
音
旋
を
貼
り
付
け
た
様
な
曲
で
あ
る
。

　

発
音
の
「
云
何
」
の
徴
は
徴
音
で
あ
る
。「
何
」
の
徴
に
片
由
が
付
く
徴
が
主
音
の
唯
呂
旋
の
主
旋
律
で
あ
る
。「
得
」
の
羽
は
徴
音
で
あ

る
。
こ
の
羽
は
羽
で
は
な
く
徴
に
力
を
込
め
る
指
示
で
あ
る
。
続
い
て
徴
に
変
わ
り
借
音
の
角
音
を
借
り
て
力
を
緩
め
て
か
ら
徴
音
に
復
帰

す
る
事
「
三
礼
」
と
ま
っ
た
く
同
様
で
あ
る
。「
折
ル
」
と
補
助
記
号
が
あ
る
。「
長
」
は
徴
音
で
徴
に
ユ
リ
ソ
リ
が
付
く
徴
が
主
音
と
し
て

活
躍
す
る
唯
呂
旋
の
主
旋
律
で
あ
る
。
ユ
リ
ソ
リ
の
後
に
引
き
返
し
続
く
羽
は
徴
音
だ
か
ら
羽
で
は
な
く
徴
に
力
を
込
め
る
指
示
で
あ
る
。

続
く
「
壽
」
に
は
取
付
が
あ
る
。
前
述
の
通
り
母
音
が
変
わ
る
。
こ
の
「
壽
」
の
取
付
が
他
の
箇
所
よ
り
強
い
の
は
前
音
の
羽
の
「
ウ
」
で

込
め
た
力
を
受
け
止
め
る
た
め
だ
と
考
え
る
。「
ジ
イ
」
と
仮
名
を
割
る
伝
と
「
ジ
ュ
」
と
割
ら
な
い
伝
が
あ
る
。
習
っ
た
伝
に
従
え
ば
良

い
が
旧
仮
名
遣
い
で
は
割
っ
た
方
が
良
い
。
博
士
の
仮
名
も「
ジ
ウ
」で
あ
る
。「
壽
」の
旧
仮
名
使
い
は「
シ
ウ（

（1
（

」で
濁
ら
な
い
が
前
の「
長
」

の
ピ
ン
イ
ン
の
ｎ
ｇ
に
連
濁
し
て
「
ジ
ウ
」
に
な
る
。
割
っ
て
の
取
付
は
「
ジ
」
と
な
り
力
を
受
け
止
め
る
た
め
に
母
音
を
延
ば
し
て
「
ジ

イ
」
と
な
り
ユ
リ
ソ
リ
は
「
ウ
」
か
ら
始
ま
る
。
前
の
字
の
「
長
」「
チ
ョ
ウ
」
は
そ
の
前
の
字
の
「
得
」
の
「
ク
」
の
入
声
に
連
濁
し
て

い
る
と
思
っ
て
い
た
が
そ
う
で
は
な
く
辞
書
に
は
「
長
」
に
「
ジ
ョ
ウ
」
の
仮
名
が
あ
る（

（2
（

。
普
通
「
長
」
は
「
チ
ョ
ウ
」
だ
か
ら
『
法
要
次

第
』
の
「
ジ
ョ
ウ
」
の
仮
名
は
間
違
い
で
「
ヂ
ョ
ウ
」
が
正
し
い
と
思
っ
て
い
た
が
間
違
っ
て
は
い
な
い
。
取
付
の
あ
と
再
び
基
準
圧
に
戻
っ
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て
「
壽
」
の
前
半
は
徴
音
で
徴
に
ユ
リ
ソ
リ
が
付
く
唯
呂
旋
の
主
旋
律
で
あ
る
。
後
半
、
博
士
は
三
重
に
上
が
る
が
現
行
の
旋
律
は
徴
音
の

ま
ま
で
あ
る
。
こ
の
三
重
の
博
士
は
「
云
何
唄
」、「
云
何
唄
」
と
同
曲
の
「
出
家
唄
」、「
長
曲
如
来
唄
」、「
散
華
」
に
見
ら
れ
る
特
徴
だ
が

実
際
に
旋
律
が
三
重
に
上
が
る
の
は
「
散
華
」
の
み
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
か
つ
て
は
す
べ
て
三
重
に
上
が
る
旋
律
だ
っ
た
と
考
え
る
。
こ
れ

を
三
重
宮
音
と
は
断
定
は
で
き
な
い
が
お
そ
ら
く
初
期
の
唯
呂
旋
は
徴
音
と
徴
音
か
ら
四
度
か
五
度
く
ら
い
上
の
音
の
二
つ
の
音
だ
け
で
構

成
さ
れ
て
い
た
と
考
え
る
。
つ
ま
り
唯
呂
旋
の
主
旋
律
は
高
い
音
と
低
い
音
の
二
つ
で
構
成
さ
れ
る
。
天
台
声
明
を
聞
く
と
何
と
な
く
そ
ん

な
感
じ
が
す
る
。
現
行
の
「
散
華
」
で
は
博
士
通
り
二
重
徴
か
ら
四
度
上
の
三
重
宮
の
二
音
と
な
っ
て
お
り
ど
ち
ら
も
当
位
で
あ
る
。
こ
の

三
重
は
唯
呂
旋
の
も
う
一
つ
の
主
旋
律
で
三
重
宮
に
は
徴
と
同
様
に
由
里
が
付
く
。
唯
呂
旋
で
は
二
重
徴
と
三
重
宮
が
主
音
で
あ
る
。

　
「
金
剛
不
壊
身
」
の
「
金
剛
不
」
の
「
金
」
の
羽
は
力
を
込
め
る
指
示
で
「
不
」
の
角
は
力
を
抜
く
指
示
で
あ
る
と
考
え
る
。
つ
ま
り
こ

の
際
の
羽
徴
角
は
す
べ
て
徴
で
あ
り
音
高
で
は
な
く
強
弱
の
指
示
で
あ
る
と
考
え
る
。
徴
が
力
の
標
準
で
、
羽
は
力
強
く
、
角
は
力
を
抜
く

と
い
っ
た
感
じ
で
あ
る
。
徴
が
力
の
標
準
で
羽
は
強
く
角
は
弱
く
と
い
っ
た
意
味
で
あ
る
。「
金
剛
不
壊
身
」
の
「
金
剛
不
」
の
箇
所
が
本

説
を
端
的
に
示
し
て
い
る
。「
金
剛
不
」
の
博
士
は
羽
で
始
ま
り
徴
に
下
が
り
角
に
下
が
っ
て
徴
に
戻
る
下
行
の
順
次
進
行
の
三
連
続
音
を

含
む
博
士
だ
が
実
唱
音
は
す
べ
て
徴
音
で
あ
る
。
こ
の
三
連
続
音
の
羽
徴
角
が
徴
音
で
あ
る
と
い
う
事
は
博
士
は
主
音
は
徴
で
、
力
を
込
め

た
徴
を
羽
、
力
を
抜
い
た
徴
を
角
で
表
記
し
て
い
る
と
考
え
る
。
こ
の
羽
角
に
挟
ま
れ
た
徴
は
強
弱
の
三
連
続
音
の
中
心
の
主
音
で
あ
り
力

の
演
出
に
よ
っ
て
主
音
た
ら
し
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
る
。
角
は
弱
く
か
ら
次
第
に
徴
の
強
さ
に
な
る
力
の
導
音
、
徴
は
主
音
、
羽
は
徴
よ

り
強
い
音
の
力
の
上
主
音
と
い
っ
た
感
じ
で
あ
る
。
羽
角
の
直
接
の
進
行
は
な
く
必
ず
徴
を
経
由
す
る
事
か
ら
も
徴
が
主
音
で
あ
り
羽
角
は

必
ず
徴
に
進
む
事
か
ら
角
は
力
の
導
音
、
羽
は
力
の
上
主
音
（
或
い
は
力
の
下
行
導
音
）
に
働
い
て
い
る
。
こ
の
箇
所
は
す
べ
て
音
高
は
同

じ
で
あ
る
が
同
圧
で
は
な
く
強
弱
に
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
が
あ
り
徴
を
主
音
と
し
て
上
下
の
音
は
主
音
を
助
け
る
働
き
を
し
て
い
る
。
羽
は
強

く
押
し
込
む
様
な
働
き
で
洋
楽
で
い
う
フ
ォ
ル
テ
シ
モ
の
様
な
働
き
で
あ
る
。
徴
は
標
準
の
強
さ
で
主
音
と
し
て
の
由
里
が
付
く
。
角
は
弱

く
入
り
段
々
強
く
し
て
徴
の
標
準
の
強
さ
に
す
る
様
な
感
じ
で
洋
楽
で
い
う
ク
レ
ッ
シ
ェ
ン
ド
の
様
な
働
き
で
あ
る
。
羽
で
「
金
」「
コ
オ
ー

ン
」
と
「
オ
」
で
グ
ー
と
強
く
押
し
込
む
様
に
強
く
入
っ
て
ス
ッ
と
力
を
抜
い
て
「
剛
」「
ゴ
ウ
」
の
徴
の
片
由
合
に
移
り
「
不
」「
フ
」
の
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角
は
静
か
に
弱
く
入
り
次
第
に
力
を
込
め
て
引
き
返
し
基
準
圧
の
主
音
徴
に
復
帰
し
て
か
ら
「
壊
」「
エ
」
の
徴
で
大
き
く
回
し
て
か
ら
ユ

リ
ソ
リ
と
い
っ
た
徴
が
主
役
の
唯
呂
旋
の
特
徴
の
主
旋
律
に
移
る
。こ
の「
マ
ワ
ス
」も
唯
呂
旋
に
良
く
見
ら
れ
る
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。「
身
」

も
徴
に
大
由
（
鍋
ヅ
ル
由
）
や
本
自
下
が
付
く
典
型
的
な
唯
呂
旋
の
主
旋
律
で
あ
る
。
三
行
目
は
反
音
旋
で
あ
る
。「
復
」
で
こ
の
曲
に
初

め
て
商
が
現
れ
「
以
」
で
商
に
片
由
が
付
く
商
が
主
音
の
反
音
旋
の
呂
旋
で
あ
る
。「
何
因
」
で
角
に
色
、
徴
に
諸
由
が
付
く
反
音
旋
の
律

に
移
り
「
縁
」
で
商
に
ユ
リ
ソ
リ
が
付
く
反
音
旋
の
呂
旋
と
な
る
。
こ
の
ユ
リ
ソ
リ
は
博
士
は
商
だ
が
徴
音
だ
か
ら
旋
律
上
は
唯
呂
旋
に
復

帰
し
て
い
る
。「
得
大
堅
固
力
」
の
「
得
」
の
羽
は
徴
音
で
力
を
込
め
て
入
り
力
を
緩
め
て
徴
に
移
る
が
徴
音
か
ら
徴
音
へ
の
移
行
に
借
音

の
角
音
を
借
り
て
緩
め
る
事
は
前
述
の
如
く
で
あ
る
。
そ
の
他
は
「
金
剛
不
壊
身
」
の
「
金
」
の
羽
を
羽
徴
に
し
た
だ
け
で
ま
っ
た
く
同
様

で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
稿
で
智
山
声
明
の
呂
音
階
商
旋
法
で
は
三
連
続
音
の
中
心
が
主
音
で
あ
る
と
述
べ
た（

（2
（

。
つ
ま
り
下
か
ら
導
音
、主
音
、

上
主
音
と
並
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
音
高
の
三
連
続
音
で
あ
る
。
つ
ま
り
一
位
低
い
音
と
一
位
高
い
音
に
挟
ま
れ
た
音
が
主
音
で
あ
る
。
そ
れ

に
対
し
て
力
の
強
弱
の
三
連
続
音
も
あ
る
様
で
、
或
る
音
を
基
準
に
そ
れ
よ
り
少
し
弱
い
音
と
そ
れ
よ
り
少
し
強
い
音
に
挟
ま
れ
た
そ
の
基

準
の
音
も
主
音
と
な
る
と
考
え
る
。
つ
ま
り
音
の
高
さ
の
導
音
、
主
音
、
上
主
音
で
は
な
く
音
の
強
さ
の
力
の
導
音
、
力
の
主
音
、
力
の
上

主
音
で
あ
る
。
そ
れ
を
弱
い
音
を
角
（
力
の
導
音
）、
基
準
圧
を
徴
（
力
の
主
音
）、
強
い
音
を
羽
（
力
の
上
主
音
）
で
表
記
し
て
い
る
。
声

明
で
は
力
を
込
め
る
事
を
上
が
る
、
力
を
抜
く
事
を
下
が
る
と
表
現
す
る
事
が
あ
る
様
で
あ
る
。
そ
れ
を
唯
呂
旋
の
博
士
で
は
徴
よ
り
少
し

強
い
音
を
一
位
高
い
羽
、
徴
よ
り
少
し
弱
い
音
を
一
位
低
い
角
で
表
記
し
た
と
考
え
る
。

【
図
八
】『
法
要
次
第（

（2
（

』

思
い
出
す
事
が
あ
る
。
現
在
、
讃
所
で
は
「
五
悔
」「
第
一
至
心
帰
依
」
の
「
以
身
口
意
清
浄
業
」
の
「
清
」
の
音
高
は
下
か
ら
入
っ
て
上
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げ
て
い
る
が
元
講
伝
所
阿
闍
梨
の
小
島
佑
雄
先
生
は
「
こ
こ
は
下
が
る
ん
で
す
」
と
仰
っ
て
い
た
。
羽
徴
の
博
士
通
り
の
仰
せ
だ
が
音
は
下

が
っ
て
は
い
な
い
の
に
お
か
し
い
な
と
思
っ
て
い
た
が
今
思
え
ば
力
を
抜
く
と
い
う
事
の
様
で
あ
る
。
つ
ま
り
小
島
先
生
は
力
を
抜
く
事
を

下
が
る
と
表
現
さ
れ
て
い
た
様
で
あ
る
。「
長
音
」
も
唯
呂
曲
な
の
で
「
清
」
の
博
士
の
様
に
強
弱
の
指
示
も
あ
る
様
で
あ
る
。
律
旋
で
は

徴
の
諸
由
の
後
の
引
き
返
し
は
羽
音
で
音
高
の
上
主
音
に
働
き
色
の
付
く
角
は
角
音
で
音
高
の
導
音
に
働
く
。
そ
れ
に
対
し
唯
呂
旋
で
は
羽

徴
角
は
音
高
は
同
じ
で
も
強
弱
が
違
い
、
徴
を
主
音
と
し
て
羽
は
徴
よ
り
も
更
に
強
く
力
を
込
め
る
事
で
力
の
上
主
音
的
に
働
き
角
は
弱
く

入
り
次
第
に
徴
の
強
さ
に
導
く
事
で
力
の
導
音
的
に
働
い
て
い
る
と
考
え
る
。

「
云
何
唄
」
は
単
調
で
つ
ま
ら
な
い
曲
と
思
わ
れ
が
ち
だ
が
実
は
唯
呂
旋
の
構
造
を
端
的
に
示
す
極
め
て
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
。
唯

呂
旋
は
反
音
旋
に
比
し
て
少
な
い
音
の
単
調
な
旋
律
だ
か
ら
高
度
な
感
情
表
現
が
求
め
ら
れ
味
が
あ
る
。
強
弱
の
な
い
棒
読
み
で
は
唯
呂
旋

は
ま
っ
た
く
つ
ま
ら
な
い
旋
律
と
な
る
。
元
講
伝
所
上
座
阿
闍
梨
の
神
中
隆
祐
先
生
の
「
云
何
唄
」
の
節
に
は
た
だ
引
く
の
で
は
な
く
強
弱

の
味
が
あ
っ
た
様
に
記
憶
し
て
い
る
。

四
、
散
華

　

散
華
の
意
味
に
つ
い
て
『
大
典
』
に

　

散
華
は
清
浄
の
妙
色
妙
香
を
諸
の
佛
刹
に
散
じ
、
も
し
花
、
開
敷
せ
ば
諸
佛
来
臨
し
て
こ
れ
に
座
し
た
ま
う
。
こ
の
故
に
下
界
に
は

花
を
以
て
浄
土
と
な
し
妙
色
香
を
見
て
音
楽
の
妙
を
聞
く
時
は
諸
の
悪
鬼
等
こ
れ
を
嫌
い
近
寄
ら
ず
。
こ
れ
に
よ
っ
て
花
を
散
じ
悪
神

の
障
礙
を
退
し
楽
を
奏
し
て
佛
天
の
来
臨
を
請
じ
て
以
て
悉
地
を
成
す
な
り（

（2
（

。

と
あ
る
。「
散
華
」
は
悪
鬼
を
退
け
仏
の
来
臨
を
請
う
意
味
の
様
で
あ
る
。

　
「
散
華
」
は
一
越
反
音
曲
で
徴
で
起
止
す
る
曲
全
体
と
し
て
は
徴
が
主
音
の
徴
調
の
唯
呂
が
基
本
で
あ
る
。
旋
律
は
「
云
何
唄
」
に
比
べ

て
商
を
多
用
す
る
。
力
の
強
弱
の
指
示
は
「
云
何
唄
」
と
同
様
で
羽
徴
角
は
徴
音
で
あ
り
羽
は
力
の
強
い
徴
、
角
は
力
の
弱
い
徴
で
あ
る
と

考
え
る
。
三
重
の
博
士
で
三
重
宮
に
上
行
す
る
が
こ
れ
は
も
う
一
つ
の
主
音
三
重
宮
へ
上
が
る
三
重
の
呂
旋
で
旋
律
上
は
反
音
だ
が
元
々
二
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重
徴
と
三
重
宮
を
主
音
に
持
つ
唯
呂
旋
の
曲
の
構
成
上
で
は
反
音
で
は
な
い
と
考
え
る
。
初
め
か
ら
呂
律
を
持
っ
て
い
る
中
曲
に
反
音
が
な

い
の
と
同
様
で
あ
る
。
三
重
の
博
士
は
「
長
曲
如
来
唄
」
や
「
云
何
唄
」
の
唯
呂
旋
に
も
見
ら
れ
る
が
何
れ
も
旋
律
は
上
行
し
な
い
。
旋
律

上
は
「
散
華
」
の
上
行
が
本
来
だ
と
思
う
が
「
長
曲
如
来
唄
」
や
「
云
何
唄
」
は
徴
の
個
性
が
安
定
し
過
ぎ
て
か
そ
れ
と
も
厳
か
な
雰
囲
気

を
表
現
す
る
た
め
か
徴
音
の
ま
ま
上
行
を
や
め
て
し
ま
っ
た
と
考
え
る
。「
散
華
」
に
あ
っ
て
「
唄
」
に
な
い
の
は
羽
の
博
士
の
引
き
返
し

で
あ
る
。「
散
華
」
の
強
弱
の
博
士
は
「
唄
」
の
強
弱
の
博
士
に
力
の
上
主
音
羽
の
引
き
返
し
を
加
え
た
も
の
だ
か
ら
「
唄
」
を
進
化
さ
せ

た
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。
こ
れ
は
「
散
華
」
の
次
に
出
現
し
た
と
考
え
ら
れ
る
「
四
智
」、「
大
日
」、「
不
動
」
に
商
に
対
す
る
力
の
上
主

音
角
の
引
き
返
し
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

【
図
九
】『
法
要
次
第（

（2
（

』
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こ
こ
ま
で
「
三
礼
如
来
唄
」、「
云
何
唄
」
を
観
察
し
て
き
た
が
更
に
強
弱
の
表
現
を
効
果
的
に
使
う
の
が
「
散
華
」
で
あ
る
。「
ン
願
」

と
「
唄
」
の
調
子
を
引
き
継
ぎ
主
音
徴
で
片
由
も
付
け
ず
に
様
子
を
見
る
様
に
入
る
と
、
す
ぐ
さ
ま
「
我
」
で
い
き
な
り
唯
呂
旋
最
大
の
主

役
の
徴
の
ユ
リ
ソ
リ
で
聞
か
せ
る
様
に
朗
々
と
ゆ
っ
た
り
回
し
、次
に
徴
音
の
羽
に
移
り
力
を
込
め
て
引
き
返
し
、更
に
再
度「
在
」の「
ザ
ー
」

の
徴
音
の
羽
で
い
っ
そ
う
力
を
込
め
て
こ
れ
か
ら
始
ま
る
物
語
を
予
感
さ
せ
る
様
な
勢
い
に
促
さ
れ
る
様
に
力
強
く
職
衆
が
立
座
す
る
。
前

稿
で
も
述
べ
た
が（

（2
（

「
散
華
」
は
顕
立
密
立
を
問
わ
ず
法
会
の
始
ま
り
を
示
す
主
旨
で
、
先
ず
「
唄
」
が
「
云
何
唄
」
な
ら
如
何
に
し
て
「
金

剛
不
壊
身
」、「
大
堅
固
力
」
を
得
た
の
か
と
質
問
し
「
散
華
」
は
こ
れ
か
ら
そ
の
理
由
が
開
示
さ
れ
る
事
を
期
待
す
る
様
な
役
目
で
あ
る
。

文
意
は
「
初
段
」
で
「
我
、
道
場
に
あ
り
と
願
い
」、「
中
段
」
で
教
主
を
讃
歎
し
、「
後
段
」
の
「
普
回
向
」
で
そ
の
功
徳
が
回
向
す
る
事

を
祈
る
が
そ
の
功
徳
は
こ
の
時
点
で
は
ま
だ
説
か
れ
て
は
い
な
い
。
そ
の
後
、
顕
立
で
は
説
草
や
論
議
、
密
立
で
は
経
に
よ
り
そ
の
功
徳
が

開
示
さ
れ
る
。
そ
う
い
っ
た
場
に
い
た
い
と
願
い
「
在
」
で
職
衆
が
立
座
す
る
か
ら
い
っ
そ
う
力
を
込
め
る
と
考
え
る
。
そ
う
い
う
理
由
で

あ
れ
ば
立
座
は
「
在
」
が
最
も
相
応
し
い
。
続
く
「
道
」
で
再
度
冷
静
に
旋
律
の
主
役
の
徴
の
ユ
リ
ソ
リ
に
移
り
出
口
の
徴
音
の
羽
で
ま
た

力
を
込
め
、
そ
の
力
の
勢
い
を
利
用
し
て
「
場
」
の
三
重
に
移
る
。「
場
」
に
至
る
ま
で
の
羽
は
音
高
を
示
す
羽
で
は
な
く
力
を
込
め
た
徴

で
あ
る
。「
場
」
に
至
る
ま
で
は
ユ
リ
ソ
リ
と
強
弱
の
み
の
旋
律
で
節
回
し
と
強
弱
だ
け
で
表
現
す
る
反
音
旋
に
は
見
ら
れ
な
い
唯
呂
旋
の

特
徴
で
あ
る
。
ユ
リ
ソ
リ
に
は
高
い
音
と
低
い
音
で
ゆ
っ
た
り
表
現
す
る
唯
呂
の
厳
か
な
味
が
あ
る
。

　
「
散
華
」
は
反
音
曲
だ
が
ど
の
箇
所
が
反
音
の
箇
所
か
断
定
す
る
の
は
難
し
い
。
一
応
、
前
稿
で
は
「
場
」、「
教
」、「
道
」
の
箇
所
を
反

音
と
し
た
。
確
か
に
こ
れ
ら
の
箇
所
は
旋
律
上
は
三
重
呂
を
主
音
と
す
る
商
調
だ
か
ら
唯
呂
旋（
徴
調
）か
ら
の
反
音
で
あ
る
。
一
方
、「
廬
」、

「
功
」
の
三
重
は
同
様
の
転
調
だ
が
反
音
で
は
な
く
元
々
想
定
さ
れ
て
い
る
唯
呂
の
三
重
と
考
え
る
。
そ
の
他
に
「
散
華
」
に
は
呂
律
一
位

の
高
下
の
規
則
が
あ
る
。「
場
」
の
博
士
に
つ
い
て
『
大
典
』
に

　

律
の
角
は
呂
の
徴
の
如
く
働
く
故
に
角
を
由
る
な
り
と
。
師
云
う
。
角
を
由
る
は
散
華
の
み
な
り
。
又
云
う
。
一
越
は
呂
な
り
。
散

華
は
呂
の
博
士
な
る
を
律
に
唱
う
れ
ば
呂
律
一
位
の
高
下
あ
る
故
、
呂
の
角
は
律
の
徴
な
れ
ば
や
は
り
徴
に
由
る
道
理
な
り（

（2
（

。

と
あ
る
。
こ
の
文
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
曲
は
律
だ
が
博
士
は
呂
で
表
記
す
る
と
い
う
事
だ
と
考
え
る
。
角
を
由
る
の
は
「
散
華
」
の
み
と
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あ
り
こ
の
由
里
は
五
徳
由
の
事
だ
か
ら
こ
の
規
則
性
は
五
徳
由
に
限
定
さ
れ
る
。
五
徳
由
の
付
く
角
の
付
近
の
博
士
は
呂
旋
と
し
て
呂
律
一

位
の
高
下
か
ら
博
士
を
一
位
下
げ
て
表
記
し
て
い
る
と
い
う
事
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
律
は
高
く
呂
は
低
い
と
い
う
固
定
観
念
か
ら
く
る
い
さ
さ

か
帳
尻
合
わ
せ
の
感
も
あ
り
あ
ま
り
旋
法
と
は
関
係
な
い
様
な
気
も
す
る
が
こ
の
規
則
を
無
視
す
る
と「
散
華
」の
博
士
は
分
か
ら
な
い
。「
散

華
」の
唯
呂
旋
の
博
士
に
は
強
弱
の
他
に
呂
律
一
位
の
高
下
の
規
則
が
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
あ
っ
た
り
な
か
っ
た
り
で
少
し
曖
昧
で
あ
る
。

　
「
場
」
は
大
ソ
リ
か
ら
入
る
。
実
唱
音
は
導
音
揚
羽
か
ら
の
主
音
三
重
宮
で
あ
る
。
以
前
の
稿
で
述
べ
た
が
大
ソ
リ
と
は
羽
が
大
き
く
ソ

リ
過
ぎ
て
一
位
上
の
三
重
宮
ま
で
達
す
る
ソ
リ
の
事
だ
と
考
え
る（

（2
（

。「
四
波
羅
蜜
」
の
助
の
出
だ
し
の
「
曩
」
の
羽
が
大
ソ
リ
で
あ
る
。

【
図
十
】「
四
波
羅
蜜
」『
法
要
次
第（

（2
（

』　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
図
十
一
】「
四
智
漢
語
」『
法
要
次
第（

（2
（

』

　
　
　
　
　

「
四
智
漢
語
」
の
「
攝
受
故
」
の
「
受
」
の
羽
も
大
ソ
リ
で
あ
る
。
因
み
に
「
四
波
羅
蜜
」
の
助
の
出
だ
し
の
「
曩
」
は
律
と
さ
れ
て
い
る
。

微
妙
な
表
記
だ
が
律
は
次
の
「
謨
」
か
ら
だ
と
考
え
る
。「
謨
」
に
は
徴
に
律
の
諸
由
が
付
い
て
い
る
。「
場
」
の
博
士
に
は
五
徳
由
が
あ
る

か
ら
一
位
低
く
表
記
さ
れ
て
い
る
。
呂
律
一
位
の
高
下
に
配
慮
し
て
一
位
低
く
徴
で
表
記
し
た
の
が
「
散
華
」
の
大
ソ
リ
だ
と
考
え
る
。
つ

ま
り
「
場
」
の
大
ソ
リ
の
徴
は
一
位
低
く
表
記
さ
れ
た
羽
で
あ
る
と
考
え
る
。「
場
」
の
大
ソ
リ
、ユ
リ
反
し
は
旋
律
上
で
は
導
音
揚
羽
（
ラ

♯
）
と
主
音
三
重
宮
（
ド
）
で
構
成
さ
れ
る
反
音
旋
の
三
重
呂
旋
（
商
調
）
で
あ
る
。
五
徳
由
の
付
く
角
は
徴
音
だ
か
ら
旋
律
上
は
徴
が
主

音
の
徴
調
の
唯
呂
音
階
で
あ
る
。
押
上
は
羽
音
（
ラ
）
だ
か
ら
主
音
徴
の
上
主
音
羽
で
あ
る
。「
三
ッ
ユ
ル
」
は
徴
音
と
角
音
だ
か
ら
主
音

徴
音
と
導
音
角
音
で
構
成
さ
れ
る
。
博
士
は
商
の
傾
き
だ
か
ら
徴
か
ら
見
れ
ば
四
度
下
に
表
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
属
音
商
音
に
下
が

り
次
に
三
重
呂
の
ユ
リ
反
し
に
上
が
り
本
下
で
主
音
の
徴
音
に
戻
る
。
傾
き
は
商
だ
が
本
下
を
表
す
感
情
表
記
で
あ
る
。
基
本
的
に
本
下
と
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は
四
度
下
に
下
が
る
事
で
中
下
と
は
長
二
度
下
に
下
が
る
事
を
い
う
。
直
前
の
ユ
リ
反
し
の
徴
の
博
士
か
ら
見
て
商
は
四
度
下
の
直
角
の
博

士
と
な
り
こ
の
箇
所
の
ユ
リ
反
し
は
三
重
宮
音
だ
か
ら
四
度
下
の
徴
音
と
な
る
。
こ
の
付
近
の
博
士
は
四
度
下
に
ず
れ
て
い
る
。
呂
律
一
位

の
高
下
の
規
則
に
拘
束
さ
れ
て
一
位
低
く
表
記
さ
れ
る
の
は
五
徳
由
の
付
く
角
の
付
近
で
あ
る
。「
場
」
の
博
士
は
当
位
で
は
な
い
が
一
応
、

音
高
を
示
す
博
士
と
い
っ
て
良
い
だ
ろ
う
。「
香
華
供
養
佛
」
は
強
弱
を
示
す
唯
呂
旋
の
博
士
で
あ
る
。「
香
」
は
博
士
は
商
だ
が
実
唱
音
は

角
音
か
ら
徴
音
に
ソ
リ
上
が
る
「
華
」
に
対
す
る
導
音
的
働
き
で
あ
る
。「
香
」
は
商
を
「
ソ
ラ
ス
」
と
指
示
が
あ
り
前
稿
で
は
こ
れ
を
中

曲
の
特
徴
と
述
べ
た
が（

（3
（

こ
の
場
合
は
そ
れ
と
は
少
し
違
う
様
で
あ
る
。「
華
」
の
引
き
返
し
の
付
く
角
は
徴
音
だ
が
呂
律
一
位
の
高
下
の
角

で
は
な
く
弱
く
入
る
徴
の
強
弱
を
示
す
力
の
導
音
の
角
で
あ
る
。
続
く
「
マ
ワ
ス
」
の
大
き
く
回
す
博
士
は
唯
呂
旋
の
特
徴
で
あ
る
。
押
上

は
羽
音
（
ラ
）
だ
か
ら
徴
の
上
主
音
だ
と
考
え
る
。
続
く
角
は
弱
く
入
る
徴
の
強
弱
を
示
す
力
の
導
音
の
角
で
あ
る
。「
供
」
の
博
士
は
「
唄
」

に
よ
く
見
ら
れ
る
博
士
で
引
き
返
し
の
付
く
角
は
弱
く
入
る
徴
の
強
弱
の
力
の
導
音
で
続
く
徴
も
強
弱
の
主
音
徴
で
あ
る
。「
養
」
の
ユ
リ

ソ
リ
は
唯
呂
旋
の
主
役
で
あ
り
続
く
羽
は
徴
音
だ
か
ら
徴
の
力
の
上
主
音
の
羽
で
あ
る
。「
佛
」
に
は
徴
に
五
徳
由
が
付
く
。
こ
の
徴
は
当

位
の
音
高
の
博
士
で
あ
り
「
當
ル
押
上
」
も
羽
音
（
ラ
）
だ
か
ら
一
応
当
位
で
は
あ
る
が
こ
の
場
合
は
羽
と
い
う
よ
り
も
上
が
る
と
い
う
感

情
表
記
で
羽
の
当
位
に
は
あ
ま
り
深
い
意
味
は
な
い
と
考
え
る
。
當
ル
（
当
ル
）
の
指
示
は
片
由
に
限
ら
ず
力
を
込
め
る
時
や
音
を
上
げ
る

時
に
も
使
う
。「
当
ル
」
と
は
進
行
方
向
に
何
か
が
あ
り
そ
れ
に
当
た
る
と
い
う
事
だ
ろ
う
。
続
い
て
片
由
が
付
く
主
音
徴
に
安
定
し
て
「
初

段
」
が
終
止
す
る
。「
香
華
」
か
ら
こ
こ
ま
で
は
若
干
の
音
高
の
博
士
も
あ
る
が
主
に
強
弱
の
博
士
と
唯
呂
の
節
回
し
で
あ
る
。
五
徳
由
は

角
と
徴
と
三
重
宮
に
付
く
。五
徳
由
が
付
く
徴
は
呂
律
一
位
の
高
下
の
規
則
に
拘
束
さ
れ
な
い
当
位
の
博
士
で
旋
律
上
は
本
来
の
姿
で
あ
る
。

細
か
い
事
を
い
え
ば
一
位
低
く
表
記
さ
れ
て
い
な
い
の
だ
か
ら
徴
に
五
徳
由
が
付
く
箇
所
は
「
散
華
」
の
規
則
で
は
律
と
い
う
事
に
な
る
か
。

終
止
の
片
由
が
付
く
徴
は
徴
で
起
止
す
る
唯
呂
旋
の
主
音
で
あ
る
。

【
図
十
二
】『
法
要
次
第（

（3
（

』
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次
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「
中
段
」
は
「
大
日
」。「
帰
命
毘
盧
舎
那
仏
」
の
「
帰
命
」
は
主
音
徴
で
「
命
」
に
片
三
由
合
が
付
く
。
徴
で
始
ま
る
か
ら
唯
呂
旋
で
あ
る
。

「
毘
」
は
徴
に
五
徳
由
が
付
く
か
ら
律
旋
と
い
う
事
に
な
る
の
だ
ろ
う
が
実
際
に
は
呂
律
一
位
の
高
下
か
ら
逃
れ
て
「
命
」
の
由
合
が
付
く

唯
呂
の
徴
を
引
き
継
ぐ
本
来
の
姿
の
唯
呂
旋
と
考
え
る
。
主
音
徴
に
五
徳
由
が
付
き
引
き
返
し
の
後
に
徴
に
戻
っ
て
出
口
で
ソ
ル
。
こ
の
ソ

ル
は
一
旦
角
音
に
下
り
て
か
ら
徴
に
復
帰
し
て
次
の
「
廬
」
の
徴
音
に
続
く
導
音
的
な
働
き
で
あ
る
。「
盧
」
は
「
ル
」
と
取
り
付
け
て
押

し
上
げ
続
い
て
徴
音
の
角
に
五
徳
由
が
付
く
唯
呂
旋
か
ら
一
旦
下
が
っ
て
か
ら
三
重
宮
に
上
行
す
る
。「
長
曲
如
来
唄
」
や
「
云
何
唄
」
と

は
違
い
実
唱
音
も
三
重
に
上
行
す
る
。
三
重
宮
に
は
「
ひ
ば
り
反
し
」
が
あ
る
か
ら
唯
呂
旋
で
あ
る
。
三
重
宮
に
も
五
徳
由
が
付
く
が
五
徳

由
が
付
い
て
呂
律
一
位
の
高
下
の
規
則
が
あ
る
の
は
徴
角
の
関
係
の
み
だ
か
ら
三
重
宮
に
付
く
五
徳
由
に
呂
律
の
違
い
は
想
定
さ
れ
て
い
な

い
。「
舎
」
の
主
音
で
大
き
く
回
し
主
音
に
戻
る
節
回
し
は
良
く
唯
呂
旋
に
見
ら
れ
る
唯
呂
旋
の
特
徴
で
あ
る
。「
那
」
の
本
自
下
は
「
長
曲

如
来
唄
」
や
「
云
何
唄
」
に
見
ら
れ
る
唯
呂
旋
の
特
徴
で
あ
る
。「
散
華
」
中
段
の
本
自
下
に
は
自
下
の
後
に
引
き
返
し
て
か
ら
徴
が
付
く

特
徴
が
あ
り
こ
れ
を
「
モ
ド
リ
徴
」
と
い
う
ら
し
い
。
蒲
生
郷
昭
氏
は

　
「
那
」、「
虚
」、「
密
」
で
は
、
自
下
の
あ
と
「
モ
ド
リ
・
徴
」
が
直
接
結
び
つ
い
て
、
そ
の
あ
と
、
徴
の
博
士
一
個
だ
け
の
最
終
字

が
続
く
。
と
い
う
こ
と
は
、
五
字
の
楽
節
や
〈
云
何
唄
〉
の
よ
う
に
、
最
終
字
に
点
じ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
の
だ
が
、

最
終
字
の
博
士
や
そ
の
唱
法
は
ご
く
簡
単
な
も
の
で
あ
り
、
楽
節
全
体
か
ら
見
る
と
、
明
ら
か
に
し
め
く
く
り
の
役
を
果
た
し
、
そ
こ

に
は
っ
き
り
と
し
た
段
落
感
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る（

（3
（

。

と
述
べ
て
い
る
。
因
み
に
「
長
曲
如
来
唄
」
の
三
重
で
は
「
モ
ド
リ
宮
」
と
い
う
ら
し
い（

（3
（

。「
云
何
唄
」
の
本
自
下
は
最
終
字
に
現
れ
「
散
華
」

の
本
自
下
は
概
ね
休
止
や
終
止
の
最
終
字
の
一
字
前
に
現
れ
る
休
止
形
や
終
止
形
で
あ
る
。
モ
ド
リ
徴
の
徴
は
休
止
形
や
終
止
形
の
徴
に
つ
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な
げ
る
た
め
の
徴
で
あ
る
。
続
く
「
佛
」
は
主
音
徴
に
片
由
が
付
く
唯
呂
旋
の
休
止
形
で
あ
る
。
次
に
「
身
口
意
業
遍
虚
空
」
の
「
身
」
に

は
商
が
現
れ
商
音
で
二
つ
突
く
。「
二
突
」
と
指
示
が
あ
る
。
商
だ
か
ら
反
音
旋
の
呂
の
主
音
と
も
解
釈
で
き
る
か
も
知
れ
な
い
が
徴
の
テ
ト

ラ
コ
ル
ド
に
も
商
は
あ
り
こ
の
二
突
は
商
音
、
角
音
、
徴
音
と
進
行
す
る
の
で
属
音
商
、
導
音
角
、
主
音
徴
の
徴
の
テ
ト
ラ
コ
ル
ド
内
、
つ

ま
り
徴
調
の
唯
呂
音
階
内
の
進
行
と
考
え
る
。
要
す
る
に
唯
呂
旋
で
あ
る
。
こ
の
「
身
」
の
様
な
二
突
き
の
博
士
は
休
止
し
た
後
の
始
音
の

意
味
で
あ
る
。
段
落
の
後
、
ゆ
っ
く
り
物
語
を
始
め
直
す
感
じ
で
あ
る
。
実
唱
に
於
い
て
も
そ
の
様
な
感
情
表
現
が
欲
し
い
。
続
く
「
口
意
」

の
引
き
返
し
の
付
く
羽
は
徴
音
だ
か
ら
力
を
込
め
た
徴
で
あ
る
事
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
。
続
く
「
業
」
の
博
士
は
主
音
で
大
き
く
回
す
唯

呂
旋
の
特
徴
で
入
り
角
に
五
徳
由
が
付
く
呂
旋
で
あ
る
。
大
ユ
の
四
ユ
合
と
指
示
が
あ
る
。
由
合
に
つ
い
て
「（
由
里
が
）
仮
名
に
合
う
か
ら

由
合
」と
は
小
島
先
生
の
口
癖
だ
っ
た
が
初
め
の
五
徳
由
が「
ウ
」の
仮
名
に
合
い
続
い
て
五
徳
由
が
二
つ
で
仮
名
を
含
め
て
四
由
合
で
あ
る
。

仮
名
に
合
っ
た
直
後
の
五
徳
由
は
ユ
リ
込
む
。『
魚
山
精
義
』
に
は
ユ
リ
込
み
が
あ
る
と
の
記
述（

（3
（

は
あ
る
が
何
故
あ
る
か
の
理
由
ま
で
は
触
れ

て
い
な
い
。
続
い
て
引
き
返
し
て
ま
た
「
マ
ワ
ス
」
で
大
き
く
回
し
押
し
上
げ
る
。
前
述
の
様
に
こ
の
押
上
の
羽
の
博
士
も
羽
音
だ
が
羽
の

当
位
に
は
あ
ま
り
意
味
は
な
く
強
く
と
か
上
が
る
と
か
と
い
う
感
情
表
記
だ
ろ
う
。
続
く
角
は
徴
音
の
弱
く
入
る
力
の
導
音
角
で
あ
る
。
続

く
「
遍
」
の
博
士
は
強
弱
の
博
士
で
あ
る
。
こ
の
角
も
徴
音
だ
か
ら
角
で
は
な
く
力
を
抜
い
た
徴
の
力
の
導
音
角
で
弱
く
入
り
次
第
に
強
く

し
て
引
き
返
し
て
基
準
圧
の
主
音
徴
に
進
行
す
る
。
続
い
て
「
虚
」
で
休
止
直
前
の
本
自
下
に
移
り
「
空
」
の
徴
の
片
三
由
合
で
休
止
す
る
。

無
論
、
こ
の
徴
も
徴
で
休
止
す
る
唯
呂
旋
で
あ
る
。
徴
に
付
く
由
合
は
律
で
は
諸
由
が
多
い
が
呂
旋
に
諸
由
は
付
か
な
い
。
次
の
「
演
説
如

来
三
密
門
」
は
「
身
口
意
業
遍
虚
空
」
と
ま
っ
た
く
同
型
の
博
士
と
旋
律
で
あ
る
。
次
の
「
金
剛
一
乗
甚
深
教
」
も
「
一
乗
」
ま
で
は
「
身

口
意
業
遍
虚
空
」、「
演
説
如
来
三
密
門
」
と
同
様
で
あ
る
。「
甚
」
は
徴
に
五
徳
由
の
四
由
合
が
付
く
。
一
応
律
だ
ろ
う
が
こ
れ
も
呂
律
一
位

の
高
下
か
ら
逃
れ
た
唯
呂
の
主
音
徴
だ
と
考
え
る
。
引
き
返
し
の
後
の
ソ
ル
は
本
自
下
に
対
す
る
導
音
的
働
き
で
あ
る
。「
深
」
は
本
自
下
な

の
で
呂
で
あ
る
が
モ
ド
リ
徴
が
付
か
な
い
か
ら
主
音
に
安
定
し
て
休
止
す
る
つ
も
り
が
な
い
。
出
口
の
「
押
付
ル
」
は
上
行
の
た
め
の
導
音

の
は
ず
で
あ
る
。
通
常
だ
と
三
重
へ
の
導
音
は
揚
羽
（
ラ
♯
）
で
あ
る
。
し
か
し
現
行
の
旋
律
で
は
こ
の
「
押
付
ル
」
は
羽
音
（
ラ
）
で
あ

り
導
音
の
機
能
を
果
た
さ
ず
続
く
三
重
宮
音
（
ド
）
が
導
音
と
な
り
三
重
商
音
（
レ
）
が
主
音
と
な
っ
て
い
る
。（「
ケ
」
が
導
音
で
「
エ
」
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が
主
音
）
本
来
、
三
重
宮
が
主
音
と
な
る
べ
き
だ
か
ら
白
鍵
一
つ
上
に
ず
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
現
代
音
楽
で
は
転
調
と
す
る
だ
ろ
う
。
つ
ま

り
長
二
度
上
に
転
調
し
て
い
る
。「
散
華
」
が
一
越
調
な
ら
ば
Ｄ
か
ら
Ｅ
へ
の
転
調
で
あ
る
。
こ
の
転
調
は
つ
い
に
「
散
華
」
終
曲
ま
で
原
調

に
戻
る
事
は
な
い
。
通
常
、
実
唱
で
は
こ
れ
に
ま
っ
た
く
気
付
か
ず
に
唱
え
て
い
る
。
少
し
高
目
に
感
じ
る
か
。
事
実
に
基
づ
け
ば
こ
の
転

調
の
ま
ま
考
察
す
る
べ
き
だ
が
や
や
こ
し
く
な
る
し
博
士
の
形
態
か
ら
こ
れ
は
意
図
的
で
は
な
い
と
判
断
し
取
り
敢
え
ず
本
考
察
で
は
「
教
」

か
ら
原
調
に
戻
し
て
考
察
す
る
。「
教
」の
博
士
と
旋
律
は「
初
段
」「
場
」の
博
士
と
旋
律
に
ま
っ
た
く
同
じ
で
あ
る
。「
香
華
供
養
佛
」は「
香

華
供
養
」
ま
で
は
「
初
段
」
と
同
じ
で
「
佛
」
に
本
自
下
が
付
く
。
モ
ド
リ
徴
と
終
止
形
の
片
由
が
一
緒
に
な
っ
た
唯
呂
旋
の
終
止
形
で
あ
る
。

【
図
十
三
】『
法
要
次
第（

（3
（

』
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「
後
段
」
は
「
普
回
向
」。「
中
段
」
の
終
止
音
の
「
佛
」
の
徴
音
を
引
き
継
ぐ
。
長
二
度
上
に
転
調
し
て
い
る
か
ら
頭
の
博
士
は
「
中
段
」

と
同
様
な
の
に「
中
段
」よ
り
も
少
し
高
く
感
じ
る
か
も
知
れ
な
い
。「
中
段
」は
⃝
が
付
く
文
意
の
切
れ
目
が
旋
律
の
切
れ
目
だ
っ
た
が「
後

段
」
は
⃝
が
付
く
文
意
の
切
れ
目
と
旋
律
の
切
れ
目
に
関
係
は
な
い
。
語
句
を
線
で
つ
な
ぐ
指
示
が
な
い
。
頭
の
「
ン
願
以
此
功
」
は
概
ね

「
中
段
」
と
同
じ
で
あ
る
。「
ン
願
以
」
は
唯
呂
旋
の
主
音
徴
で
始
ま
り
「
以
」
に
主
音
を
示
す
片
由
が
付
く
。「
初
段
」
の
「
ン
願
」
の
様

に
「
願
」
の
前
に
「
ン
」
が
付
く
の
は
金
田
一
春
彦
氏
に
よ
れ
ば
往
事
は
「
願
」
を
「
ン
ガ
ン
」
と
発
音
し
て
い
た
名
残
の
様
で
あ
る（

（3
（

。「
ン
」

は
舌
を
顎
に
付
け
て
口
を
遮
断
し
て
鼻
だ
け
で
発
音
す
る
。
そ
れ
に
対
し
て
「
云
何
唄
」
の
発
音
の
「
云
」
の
音
読
み
は
「
ウ
ン
」
で
あ
る
。

「
此
」
で
唯
呂
旋
の
特
徴
の
マ
ワ
ス
が
付
く
が
続
く
徴
に
は
五
徳
由
が
付
く
か
ら
こ
こ
か
ら
は
一
応
律
だ
ろ
う
が
こ
れ
も
呂
律
一
位
の
高
下

の
規
則
か
ら
逃
れ
た
唯
呂
旋
だ
と
考
え
る
。
出
口
の
ソ
ル
は
前
述
同
様
に
一
旦
角
音
に
下
り
て
徴
に
復
帰
し
て
「
功
」
へ
続
く
導
音
的
な
働

き
で
あ
る
。「
功
」
は
「
中
段
」「
廬
」
と
博
士
も
旋
律
も
ま
っ
た
く
同
じ
で
あ
る
。
続
く
助
の
「
徳
」
は
徴
音
の
徴
だ
か
ら
唯
呂
旋
の
主
音

で
あ
る
。「
普
」
の
マ
ワ
ス
で
下
行
す
る
。
下
行
の
音
程
は
不
安
定
で
あ
る
。「
及
」
の
角
は
当
位
で
あ
り
ソ
ル
で
徴
音
に
上
が
る
か
ら
こ
の

角
は
導
音
で
あ
り
一
応
音
高
を
示
し
て
い
る
。「
於
」
の
徴
に
片
由
が
付
き
一
旦
主
音
に
落
ち
着
く
。
続
く
「
一
」
の
羽
は
強
弱
の
博
士
で

あ
る
。「
小
ハ
ル
」
と
指
示
が
あ
る
。
こ
の
羽
は
徴
音
だ
か
ら
力
の
上
主
音
の
羽
で
あ
る
。
ハ
ル
と
は
力
を
込
め
る
事
の
様
で
あ
る
。「
切
」

に
は
徴
に
五
徳
由
が
付
く
か
ら
こ
の
箇
所
も
一
応
律
だ
ろ
う
が
こ
れ
も
前
述
の
様
に
呂
律
一
位
の
高
下
か
ら
逃
れ
た
唯
呂
だ
と
思
う
。
引
き

返
し
て
か
ら
ソ
ル
。
こ
の
ソ
ル
も
続
く
「
我
」
の
取
付
の
徴
音
に
対
す
る
導
音
に
働
く
。「
我
」
で
は
取
付
の
主
音
徴
音
か
ら
属
音
商
音
に

下
り
る
四
度
の
下
行
で
あ
る
。本
下
と
指
示
が
あ
る
。唯
呂
旋
で
は
反
音
旋
の
呂
、つ
ま
り
宮
調
は
使
わ
な
い
か
ら
商
以
下
の
音
は
な
い
。「
等
」

は
「
我
」
に
同
じ
。
次
か
ら
は
唯
呂
旋
の
典
型
的
な
旋
律
で
あ
る
。「
與
」
の
商
は
角
音
か
ら
徴
音
に
ソ
リ
上
が
る
導
音
で
「
衆
」
は
徴
で

大
き
く
回
し
て
引
き
返
し
て
主
音
徴
に
安
定
す
る
唯
呂
旋
独
特
の
節
回
し
で
続
く
「
生
」
は
唯
呂
旋
の
主
役
の
ユ
リ
ソ
リ
で
出
口
で
力
を
込

め
る
徴
の
力
の
上
主
音
羽
で
あ
る
。「
皆
」
は
「
散
華
」
の
典
型
的
な
唯
呂
旋
の
節
回
し
で
羽
の
博
士
で
引
き
返
す
力
を
込
め
た
徴
の
力
の

上
主
音
羽
で
あ
る
。「
共
」
は
主
音
徴
か
ら
引
き
返
し
力
を
込
め
た
徴
の
力
の
上
主
音
羽
で
あ
る
。「
成
」
も
「
皆
」
と
同
様
に
強
弱
の
博
士

で
あ
る
。「
佛
」
は
揚
羽
と
指
示
が
あ
る
。
揚
羽
と
は
羽
♯
の
事
だ
が
智
山
声
明
の
現
行
の
揚
羽
は
音
高
の
事
で
は
な
く
「
常
楽
会
」
の
「
ノ
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コ
ギ
リ
節
」
の
様
な
旋
律
を
指
す
固
有
名
詞
で
あ
る
事
が
多
い
。『
大
典
』
に

　

揚
羽
の
こ
と
楽
人
は
揚
羽
揚
商
と
て
律
曲
に
こ
れ
あ
り
。
今
は
言
同
義
別
な
り
。
今
は
曲
名
と
し
て
こ
れ
を
用
い
る
の
み
。
故
に
博

士
の
上
下
に
拘
わ
ら
ず
す
べ
て
か
く
の
如
く
唱
う
る
曲
を
揚
羽
と
い
う（

（3
（

。

と
あ
る
。
従
っ
て
博
士
の
傾
き
と
音
高
は
関
係
な
い
。
揚
羽
は
律
に
付
く
か
ら
揚
羽
の
箇
所
は
一
応
律
だ
ろ
う
。
出
口
に
「
伽
陀
由
」
が
付

く
。
こ
れ
も
「
常
楽
会
」
の
影
響
だ
ろ
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
少
し
疑
問
が
生
じ
る
。
そ
れ
で
は
「
散
華
」
は
「
常
楽
会
」
よ
り
も
後
に
作
曲

さ
れ
た
の
か
。
で
も
影
響
を
受
け
て
部
分
的
に
変
化
す
る
可
能
性
は
あ
る
。
こ
の
箇
所
も
特
に
律
と
い
う
訳
で
は
な
く
単
に
旋
律
に
変
化
を

付
け
た
も
の
だ
と
思
う
。
続
く
「
道
」
は
「
場
」、「
教
」
の
大
ソ
リ
が
な
い
だ
け
で
後
は
同
様
で
あ
る
。
伽
陀
由
か
ら
連
続
す
る
た
め
に
取

付
が
あ
る
。「
香
華
供
養
佛
」
は
「
中
段
」
と
同
様
で
あ
る
。
以
上
が
大
ま
か
な
「
散
華
」
の
旋
律
構
造
で
あ
る
。

　
「
場
」、「
教
」、「
道
」
は
博
士
は
当
位
で
は
な
い
が
旋
律
自
体
は
反
音
旋
で
あ
る
。
大
ソ
リ
、
ユ
リ
反
し
も
旋
律
上
は
反
音
旋
の
三
重
呂

に
付
く
三
重
に
上
行
す
る
ユ
リ
ソ
リ
で
あ
る
。
よ
っ
て
「
場
」、「
教
」、「
道
」
の
箇
所
は
反
音
と
認
め
て
良
い
。
そ
の
他
の
箇
所
は
す
べ
て

唯
呂
旋
と
い
っ
て
良
い
だ
ろ
う
。「
廬
」、「
功
」
の
三
重
も
唯
呂
旋
の
特
徴
の
ひ
ば
り
返
し
が
付
く
事
か
ら
理
論
上
は
唯
呂
旋
だ
ろ
う
。
徴

に
五
徳
由
が
付
く
箇
所
は
呂
律
一
位
の
高
下
に
拘
束
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
律
な
の
か
も
知
れ
な
い
が
旋
律
上
に
律
の
形
跡
は
な
い
。
唯
呂
旋

と
律
旋
は
ど
ち
ら
も
徴
が
主
音
の
徴
調
な
の
で
そ
の
違
い
は
節
回
し
で
判
断
す
る
。「
散
華
」
に
は
律
の
特
徴
で
あ
る
諸
由
や
角
の
色
が
一

つ
も
な
い
事
か
ら
も
呂
が
基
本
の
曲
で
あ
る
と
い
っ
て
良
い
。
五
徳
由
の
呂
律
一
位
の
高
下
と
は
呂
は
低
く
律
は
高
い
と
の
固
定
観
念
か
ら

高
目
の
旋
律
の
「
散
華
」
に
は
律
へ
の
こ
だ
わ
り
が
あ
る
と
考
え
る
。
低
い
旋
律
の
「
云
何
唄
」
の
鍋
ヅ
ル
由
に
呂
律
一
位
の
高
下
は
な
い
。

た
だ
、
呂
律
一
位
の
高
下
で
「
場
」、「
教
」、「
道
」
の
三
重
呂
旋
を
徴
調
の
博
士
の
様
に
見
せ
る
効
果
が
あ
り
そ
う
だ
。「
散
華
」
の
博
士

は
「
場
」、「
教
」、「
道
」
の
反
音
の
箇
所
以
外
で
は
音
高
を
示
す
博
士
が
ま
っ
た
く
な
い
訳
で
は
な
い
が
圧
倒
的
に
徴
の
強
弱
を
示
す
羽
角

と
呂
律
一
位
の
高
下
で
徴
を
角
で
表
記
し
た
博
士
と
唯
呂
旋
独
特
の
節
回
し
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
当
位
が
信
頼
で
き
る
の
は
徴
と
三
重
宮

で
あ
る
が
こ
れ
と
て
音
高
を
示
す
と
い
う
よ
り
も
唯
呂
旋
の
主
音
を
示
す
博
士
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
唯
呂
旋
の
主
音
の
徴
と
三
重
宮
は
安

定
し
て
い
る
。
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五
、「
四
智
」、「
大
日
」、「
不
動
」
の
一
越
反
音
曲

　

次
に
「
四
智
」、「
大
日
」、「
不
動
」
の
一
越
反
音
曲
の
唯
呂
旋
に
つ
い
て
考
察
す
る
。「
四
智
」、「
大
日
」、「
不
動
」
は
旋
律
上
に
於
い

て
明
確
に
唯
呂
旋
と
反
音
旋
を
効
果
的
に
組
み
合
わ
せ
る
反
音
曲
で
あ
る
。
前
稿
で
は
「
四
智
」、「
大
日
」、「
不
動
」
の
唯
呂
旋
の
博
士
は

「
唄
」、「
散
華
」
の
博
士
を
左
直
角
（
逆
に
九
十
度
）
に
回
転
し
た
も
の
と
述
べ
た（

（3
（

。
つ
ま
り
徴
を
商
で
表
記
す
る
た
め
で
あ
る
。
こ
れ
は

反
音
旋
の
確
立
に
伴
い
唯
呂
旋
と
反
音
旋
を
持
つ
反
音
曲
に
は
唯
呂
旋
の
主
音
徴
と
反
音
旋
の
律
旋
の
主
音
徴
の
二
つ
の
主
音
徴
が
あ
る
事

に
な
り
呂
律
に
二
つ
の
主
音
徴
が
あ
っ
て
は
紛
ら
わ
し
く
て
困
る
か
ら
一
曲
中
、
呂
の
主
音
は
す
べ
て
商
で
表
記
す
る
た
め
唯
呂
旋
の
主
音

徴
を
反
音
旋
の
呂
旋
の
主
音
商
に
揃
え
た
た
め
で
あ
る
。
博
士
に
於
い
て
直
角
は
四
度
の
音
程
差
だ
か
ら
逆
に
直
角
は
下
方
四
度
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
り
「
四
智
」、「
大
日
」、「
不
動
」
の
唯
呂
旋
は
博
士
上
は
四
度
下
に
表
記
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
唯
呂
旋
の
主
音
徴
も
四
度
下
の
商

で
表
記
さ
れ
る
が
実
唱
音
の
音
高
は
徴
の
ま
ま
で
あ
る
。

【
図
十
四
】「
散
華
後
段
」『
法
要
次
第（

（3
（

』　　
　
　
　
　
【
図
十
五
】「
四
智
梵
語
」『
法
要
次
第（

（4
（

』

　
　
　
　
　

端
的
な
箇
所
は
【
図
十
四
】
と
【
図
十
五
】
の
箇
所
で
あ
る
。【
図
十
四
】
の
博
士
を
左
九
十
度
に
回
転
し
た
の
が
【
図
十
五
】
の
博
士
で

あ
る
。
他
の
箇
所
も
す
べ
て
こ
れ
に
類
似
し
て
い
る
。
こ
の
様
に
商
に
藤
由
が
付
き
角
に
引
き
返
し
が
付
く
「
四
智
」、「
大
日
」、「
不
動
」

の
唯
呂
旋
は
「
唄
」、「
散
華
」、
特
に
徴
に
ユ
リ
ソ
リ
が
付
き
羽
に
引
き
返
し
が
付
く
「
散
華
」
の
博
士
を
左
直
角
に
回
転
し
た
だ
け
の
も

の
だ
か
ら
単
に
博
士
の
表
記
上
の
事
で
実
質
は
ま
っ
た
く
同
じ
旋
律
で
あ
り
節
回
し
も
音
高
も
ま
っ
た
く
同
じ
で
あ
る
。
特
に
「
四
智
」
の
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唯
呂
旋
の
旋
律
は
強
弱
を
示
す
も
の
で
あ
る
。「
不
動
」、「
大
日
」
の
唯
呂
旋
も
同
様
だ
が
「
四
智
」
よ
り
は
音
高
を
示
す
博
士
が
多
い
。

　
「
四
智
梵
語
」
の
発
音
の
「
唵
」
は
導
音
発
音
だ
が
こ
の
導
音
は
低
く
入
り
高
く
な
り
弱
く
入
り
強
く
な
る
音
高
と
強
弱
の
両
方
の
機
能
を

持
つ
導
音
で
あ
る
。
本
博
士
の
商
角
の
博
士
は
一
種
の
感
情
表
記
だ
ろ
う
。
発
音
の
「
唵
」
の
弱
く
入
り
中
が
強
く
弱
く
出
る
様
は
眼
の
形

に
例
え
ら
れ
る（

（4
（

。「
唵
」
は
最
終
的
に
は
商
に
安
定
す
る
が
博
士
は
商
だ
が
こ
の
商
の
本
質
は
徴
で
あ
り
実
唱
音
も
徴
音
で
あ
る
。
一
応
こ
の

唯
呂
旋
の
主
音
商
は
博
士
通
り
取
り
敢
え
ず
商
音
と
し
て
扱
う
。
発
音
の
「
唵
」
に
続
い
て
「
嚩
曰
囉
」
で
主
音
商
か
ら
唯
呂
旋
の
主
役
の

ユ
リ
ソ
リ
に
移
る
。「
四
智
」、「
大
日
」、「
不
動
」
の
一
越
反
音
曲
で
は
こ
の
ユ
リ
ソ
リ
を
藤
由
と
い
う
。「
四
智
」、「
大
日
」、「
不
動
」
の

唯
呂
旋
の
博
士
が
「
唄
」、「
散
華
」
の
博
士
を
九
十
度
逆
に
回
転
し
た
博
士
な
ら
ば
藤
由
の
本
質
は
「
唄
」、「
散
華
」
の
ユ
リ
ソ
リ
と
同
体

で
あ
る
か
ら
唱
え
方
に
若
干
の
違
い
が
あ
っ
て
も
旋
律
構
造
は
同
じ
で
あ
る
。
小
島
先
生
は
藤
由
も
ユ
リ
ソ
リ
の
一
つ
と
仰
っ
て
い
た
。
小

島
先
生
は
「
囉
」
の
藤
由
の
入
り
口
の
「
ラ
」
は
下
が
る
と
仰
っ
て
い
た
。
実
際
に
は
下
が
っ
て
は
い
な
い
の
だ
が
上
が
ら
な
い
事
を
下
が

る
と
仰
っ
て
い
た
の
だ
と
思
う
。「
ラ
」
で
入
っ
て
母
音
の
「
ア
」
で
も
う
一
度
押
す
。
こ
れ
が
一
見
下
が
る
様
に
聞
こ
え
る
。『
魚
山
精
義
』

に
「
呂
は
取
付
よ
り
由
な
り
と
云
う
も
藤
花
の
ユ
リ
は
取
付
よ
り
ユ
な
れ
ば（

（4
（

」
と
あ
り
『
大
典
』
に
は
「
呂
は
取
付
よ
り
由
る
な
り
と
云
（々
（4
（

。」

と
あ
る
。「
ア
」
で
も
う
一
度
押
す
の
が
弱
い
取
付
の
様
に
聞
こ
え
る
。
ユ
リ
ソ
リ
も
藤
由
も
上
が
る
事
が
目
的
で
は
な
く
下
が
る
事
を
目
的

と
す
る
下
向
き
に
回
す
由
里
で
あ
る
。『
大
典
』
に
「
藤
の
花
は
開
い
て
末
は
次
第
次
第
に
開
か
ざ
る
如
く
末
を
細
か
に
ユ
ル（

（4
（

。」
と
あ
る
。

藤
の
花
は
太
き
か
ら
細
き
に
垂
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
「
九
方
便
」「
五
誓
願
」
の
「
誓
願
修
習
一
」
の
「
誓
」
や
「
修
」
な
ど
の
三
重
に
上

行
す
る
ユ
リ
ソ
リ
は
下
か
ら
主
音
に
安
定
す
る
の
で
上
向
き
の
由
里
で
あ
る
。
藤
由
に
続
き
角
で
引
き
返
す
が
こ
の
角
も
「
散
華
」
の
ユ
リ

ソ
リ
の
後
の
引
き
返
し
の
付
く
力
の
上
主
音
の
羽
を
左
九
十
度
に
回
転
し
た
も
の
だ
か
ら
同
様
に
主
音
に
力
を
込
め
る
指
示
で
あ
り
こ
の
角

は
力
の
上
主
音
で
あ
り
商
音
の
力
を
込
め
た
商
で
あ
る
。「
四
智
梵
語
」
の
頭
の
藤
由
の
後
の
「
薩
」
の
引
き
返
し
の
付
く
角
は
商
に
力
を
込

め
る
力
の
上
主
音
の
働
き
だ
が
引
き
返
し
た
後
の
角
を
下
か
ら
反
る
か
真
っ
直
ぐ
延
ば
す
か
の
二
伝
あ
る
。
両
伝
あ
る
が
反
る
伝
は
力
を
込

め
る
た
め
に
少
し
下
が
っ
て
力
を
込
め
る
た
め
の
要
請
に
よ
る
も
の
と
考
え
る
。
一
方
、
真
っ
直
ぐ
延
ば
す
伝
は
「
散
華
」
の
ユ
リ
ソ
リ
の

後
の
引
き
返
し
の
付
く
羽
と
同
様
に
引
き
返
し
た
後
、
反
ら
ず
に
グ
ー
と
力
を
押
し
込
む
感
じ
で
あ
る
。
こ
の
箇
所
の
原
型
は
「
散
華
」
の
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唯
呂
旋
だ
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
角
が
反
ら
な
い
伝
も
正
し
い
と
思
う
。
ど
ち
ら
の
伝
も
正
し
い
と
考
え
る
が
下
か
ら
ソ
リ
上
げ
る
伝
は
力
の

上
主
音
角
で
力
を
込
め
る
要
請
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
角
は
力
を
込
め
た
商
で
あ
る
と
い
え
る
。
羽
の
引
き
返
し
も
角
の
引
き
返

し
も
強
弱
強
の
典
型
的
か
つ
重
要
な
唯
呂
旋
の
節
回
し
で
あ
る
。
続
い
て「
怛
嚩
」は
力
を
抜
き
余
韻
の
様
に
冷
静
に
主
音
商
に
片
由
が
付
く
。

【
図
十
六
】「
四
智
梵
語
」『
法
要
次
第（

（4
（

』　　
　
　
　
【
図
十
七
】「
散
華
中
段
」『
法
要
次
第（

（4
（

』

　
　
　
　
　

四
智
の
「
蘇
」
の
「
ハ
ル
」
と
指
示
さ
れ
る
大
き
く
回
す
博
士
も
「
散
華
」
中
段
の
「
舎
」
の
様
な
「
マ
ワ
ス
」
の
博
士
を
左
直
角
に
回
転

し
た
博
士
で
徴
を
商
に
書
き
換
え
た
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
両
者
の
旋
律
は
ま
っ
た
く
同
じ
で
あ
る
。
ハ
ル
と
の
指
示
だ
か
ら
力
を
込
め
て

回
す
。
そ
の
後
、「
嚩
曰
囉
達
」
ま
で
が
同
様
の
商
が
主
音
の
唯
呂
旋
で
商
に
片
由
、
藤
由
、
マ
ワ
ス
、
回
由
な
ど
が
付
き
、
角
は
力
を
込

め
た
商
で
あ
る
。
実
唱
音
も
由
里
な
ど
の
装
飾
音
以
外
は
す
べ
て
商
音
（
実
際
に
は
徴
音
）
で
あ
り
一
つ
の
主
音
で
表
現
す
る
典
型
的
な
唯

呂
旋
の
特
徴
で
あ
る
。「
嚩
曰
囉
達
」
で
唯
呂
旋
は
終
わ
り
「
麼
誐
夜
」
で
反
音
旋
に
反
音
す
る
。「
麼
誐
夜
」
以
下
の
博
士
は
左
直
角
に
回

転
し
た
四
度
下
の
博
士
で
は
な
く
当
位
で
あ
る
。
反
音
旋
の
博
士
は
強
弱
で
は
な
く
音
高
を
示
す
。「
四
智
」、「
大
日
」、「
不
動
」
の
一
越

反
音
曲
は
商
で
始
ま
り
商
で
終
わ
る
が
始
音
の
商
の
本
質
は
徴
な
の
で
実
質
は
唯
呂
旋
の
始
音
の
主
音
徴
で
始
ま
っ
て
い
る
。
途
中
で
反
音

旋
に
変
わ
る
か
ら
終
止
音
の
商
は
反
音
旋
の
終
止
音
の
反
音
旋
の
呂
の
主
音
商
で
あ
る
。
つ
ま
り
唯
呂
旋
の
主
音
の
徴
で
始
ま
り
反
音
旋
の

呂
の
終
止
音
の
主
音
の
商
で
終
わ
る
。
現
行
の
諸
讃
の
終
止
音
は
す
べ
て
商
だ
か
ら
現
行
の
諸
讃
に
安
定
し
た
頃
に
は
反
音
旋
が
定
着
し
て

い
る
事
が
分
か
る
。
こ
の
事
か
ら
も
徴
で
終
止
す
る
「
唄
」、「
散
華
」
の
一
越
反
音
曲
は
唯
呂
の
特
徴
が
強
い
反
音
旋
が
確
立
す
る
以
前
の

旋
法
と
い
え
る
。「
四
智
梵
語
」
の
唯
呂
旋
は
典
型
的
な
唯
呂
旋
で
あ
り
唯
呂
旋
と
反
音
旋
の
組
み
合
わ
せ
は
「
四
智
梵
語
」
が
典
型
的
で

分
か
り
易
い
。「
大
日
」、「
不
動
」
の
一
越
反
音
曲
も
旋
律
構
造
は
「
四
智
」
と
同
じ
で
あ
る
が
少
し
音
程
差
の
多
い
唯
呂
旋
で
あ
り
「
四
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智
梵
語
」
よ
り
も
反
音
旋
の
箇
所
は
少
な
い
。「
大
日
讃
」
の
頭
は
一
字
目
以
外
は
「
四
智
」
の
頭
と
同
じ
で
あ
る
。「
大
日
讃
」
も
マ
ワ
ス

の
様
な
主
音
で
大
き
く
回
し
主
音
に
復
帰
す
る
節
や
藤
由
や
そ
の
後
の
角
で
の
力
の
上
主
音
の
引
き
返
し
な
ど
は
明
ら
か
な
唯
呂
旋
で
あ

る
。「
不
動
讃
」
も
藤
由
や
そ
の
後
の
力
の
上
主
音
で
の
引
き
返
し
や
本
自
下
な
ど
は
明
ら
か
な
唯
呂
旋
の
特
徴
で
あ
る
。「
大
日
讃
」、「
不

動
讃
」
は
「
四
智
」
に
比
べ
て
後
半
の
反
音
旋
が
少
な
い
が
「
大
日
讃
」
は
「
帝
」
に
浅
自
下
の
様
な
旋
律
を
取
り
入
れ
「
不
動
讃
」
は
本

自
下
を
取
り
入
れ
て
唯
呂
旋
の
節
回
し
の
種
類
が
多
い
。「
大
日
讃
」
は
「
尾
嚕
左
曩
」
ま
で
が
唯
呂
旋
で
「
謨
」
の
途
中
か
ら
反
音
旋
に

変
わ
る
。「
不
動
讃
」
は
一
応
「
南
謨
素
覩
」
ま
で
が
唯
呂
旋
で
「
帝
」
か
ら
が
反
音
旋
だ
と
考
え
る
。
こ
の
二
曲
は
唯
呂
旋
か
ら
反
音
旋

に
変
わ
る
き
っ
か
け
に
三
曩
謨
を
使
う
。
三
曩
謨
の
働
き
は
反
音
の
き
っ
か
け
で
あ
る
。
三
曩
謨
の
内
、
一
突
曩
謨
は
一
越
反
音
曲
の
「
大

日
讃
」
に
現
れ
唯
呂
旋
か
ら
反
音
旋
に
反
音
す
る
き
っ
か
け
に
使
わ
れ
る
。
二
突
曩
謨
は
平
調
反
音
曲
に
現
れ
反
音
旋
内
の
律
か
ら
呂
へ
反

音
す
る
き
っ
か
け
に
使
わ
れ
る
。
ノ
メ
リ
曩
謨
は
一
越
反
音
曲
の
「
不
動
讃
」
に
現
れ
唯
呂
旋
か
ら
反
音
旋
に
反
音
す
る
き
っ
か
け
に
使
わ

れ
る
。「
四
智
梵
語
」
の
「
達
」
の
回
由
も
唯
呂
旋
か
ら
反
音
旋
に
反
音
す
る
境
界
に
現
れ
る
か
ら
一
突
曩
謨
、
ノ
メ
リ
曩
謨
と
同
じ
唯
呂

旋
か
ら
反
音
旋
へ
の
反
音
の
き
っ
か
け
の
働
き
で
あ
る
。
本
自
下
の
博
士
の
形
態
は
「
唄
」、「
散
華
」、「
唱
礼
」、「
不
動
讃
」
の
唯
呂
旋
と

概
ね
同
じ
で
あ
る
が
当
位
で
表
記
す
る
の
は
無
理
だ
か
ら
音
高
と
い
う
よ
り
も
視
覚
的
な
感
情
表
記
で
あ
る
。
さ
す
が
に
本
自
下
は
左
直
角

に
回
転
し
て
表
記
す
る
の
は
視
覚
的
に
混
乱
し
て
無
理
だ
か
ら
「
不
動
讃
」
の
本
自
下
は
「
散
華
」
の
本
自
下
と
同
じ
ま
ま
の
表
記
で
あ
る
。

　
「
四
智
」、「
大
日
」、「
不
動
」
の
一
越
反
音
曲
は
徴
を
主
音
と
す
る
唯
呂
旋
と
商
を
主
音
と
す
る
反
音
旋
の
呂
旋
を
持
つ
た
め
呂
旋
の
主

音
を
商
に
統
一
し
た
も
の
で
あ
る
。こ
う
し
て
見
る
と
前
稿
で
は
一
越
調
と
黄
鐘
調
を
使
う
一
越
反
音
曲
は
黄
鐘
中
曲
旋
法
と
述
べ
た
が「
四

智
」、「
大
日
」、「
不
動
」
の
一
越
反
音
曲
が
一
越
調
と
黄
鐘
調
で
構
成
さ
れ
る
の
は
唯
呂
旋
の
主
音
徴
を
商
に
し
た
結
果
、
唯
呂
旋
と
反
音

旋
の
博
士
に
四
度
の
音
程
差
が
生
じ
た
た
め
の
様
で
意
図
的
に
一
越
調
と
黄
鐘
調
を
用
い
て
中
曲
を
作
曲
し
た
も
の
で
は
な
い
様
で
あ
る
。

し
か
し
結
果
的
に
「
四
智
」、「
大
日
」、「
不
動
」
の
一
越
反
音
曲
は
一
越
音
階
と
黄
鐘
音
階
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
が
黄
鐘
中
曲
旋
法

は
黄
鐘
調
と
一
越
調
で
構
成
さ
れ
る
と
す
る
根
拠
は
『
正
徳
版
』
の

　

こ
れ
に
付
い
て
理
趣
経
の
地
を
短
声
に
読
め
ど
も
呂
一
な
る
を
中
曲
と
皆
云
う
な
り
。
名
目
大
い
に
相
違
せ
り
。
一
越
に
読
む
を
中
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曲
と
云
え
ば
黄
鐘
な
り（

（4
（

。

と
い
う
記
述
で
あ
る
。
呂
一
越
も
黄
鐘
中
曲
と
す
る
と
い
う
文
章
だ
か
ら
黄
鐘
中
曲
は
黄
鐘
調
と
一
越
調
で
構
成
さ
れ
る
。
そ
れ
な
ら
ば
一

越
調
と
黄
鐘
調
を
使
う
「
四
智
」、「
大
日
」、「
不
動
」
の
一
越
反
音
曲
も
結
果
的
に
は
黄
鐘
中
曲
の
旋
法
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
る
。
尤
も

中
曲
と
い
う
名
称
は
声
明
だ
け
で
は
な
く
邦
楽
に
も
見
え
旋
法
と
は
別
に
一
種
の
固
有
名
詞
に
使
わ
れ
て
い
る
様
で
あ
る
。
智
山
声
明
で
い

う
中
曲
と
は
呂
か
律
で
作
曲
さ
れ
た
唐
の
曲
に
対
し
て
呂
と
律
を
交
え
た
国
産
の
曲
の
事
を
指
す
様
で
あ
る
。
一
曲
中
に
呂
律
が
あ
ら
か
じ

め
想
定
さ
れ
て
組
み
込
ま
れ
て
い
る
か
ら
反
音
は
な
い
。
そ
れ
に
対
し
反
音
曲
は
一
応
、
呂
曲
律
曲
の
立
場
を
取
る
曲
で
こ
こ
は
呂
こ
こ
は

律
と
呂
律
の
区
別
を
指
示
す
る
曲
だ
と
考
え
る
。
国
産
だ
か
ら
日
本
語
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
反
映
し
た
曲
も
中
曲
に
含
め
て
い
る
と
考
え
る
。

ま
た
、
ア
ク
セ
ン
ト
系
の
曲
の
旋
律
は
呂
と
も
律
と
も
明
言
で
き
な
い
。
辛
う
じ
て
律
と
は
い
え
る
か
。
諸
讃
な
ど
は
唐
か
ら
輸
入
さ
れ
た

曲
だ
が
智
山
声
明
の
現
行
で
は
反
音
な
ど
の
音
階
が
変
わ
る
中
曲
的
な
要
素
も
あ
り
日
本
で
編
曲
さ
れ
た
形
跡
が
あ
る
が
唐
か
ら
輸
入
さ
れ

た
曲
は
原
型
の
呂
曲
律
曲
に
即
し
て
中
曲
と
は
呼
ば
な
い
様
で
あ
る
。
呂
律
を
交
え
る
反
音
曲
は
日
本
で
発
明
さ
れ
た
旋
法
だ
と
考
え
る
。

仮
に
唐
楽
に
も
転
調
は
あ
っ
た
と
し
て
も
当
時
の
日
本
で
は
唐
楽
は
呂
と
律
と
し
か
考
え
な
か
っ
た
の
だ
と
思
う
。
中
曲
は
呂
で
も
な
く
律

で
も
な
い
と
言
わ
れ
る
と
一
体
ど
ん
な
音
階
な
の
か
と
思
っ
て
し
ま
う
が
そ
う
で
は
な
く
一
曲
中
に
呂
旋
（
呂
と
三
重
呂
）
と
律
旋
を
持
つ

か
ら
呂
に
も
律
に
も
属
さ
な
い
中
間
の
曲
と
解
釈
す
る
方
が
良
い
と
考
え
る
。
要
す
る
に
旋
法
は
反
音
曲
と
変
わ
ら
な
い
。
し
か
し
節
回
し

は
呂
律
と
中
曲
は
違
う
か
ら
そ
の
点
で
は
呂
律
と
中
曲
は
区
別
し
て
も
良
い
。
何
故
黄
鐘
な
の
か
は
良
く
分
か
ら
な
い
が
一
越
の
四
度
下
は

黄
鐘
で
四
度
音
程
は
日
本
人
が
好
む
音
程
差
で
あ
る（

（4
（

。

　
「
四
智
梵
語
」
は
前
半
は
静
か
で
厳
か
な
強
弱
の
唯
呂
旋
で
後
半
は
華
や
か
で
旋
律
的
な
高
低
の
反
音
旋
の
組
み
合
わ
せ
で
あ
る
。
初
心

の
頃
は
後
半
の
旋
律
が
動
き
出
す
反
音
旋
の
方
が
面
白
い
と
思
っ
て
い
た
が
強
弱
を
付
け
れ
ば
前
半
の
唯
呂
旋
は
仏
教
音
楽
と
し
て
の
厳
か

な
声
明
本
来
の
味
が
あ
る
。
現
行
の
智
山
声
明
の
唯
呂
旋
の
典
型
は
唯
呂
曲
で
は
な
く
一
越
反
音
曲
の
唯
呂
旋
に
あ
る
と
考
え
る
。
勿
論
、

反
音
曲
だ
か
ら
唯
呂
旋
だ
け
で
は
な
い
が
「
長
曲
如
来
唄
」
か
ら
進
化
し
た
そ
の
唯
呂
旋
が
現
在
の
智
山
声
明
の
唯
呂
旋
の
典
型
で
あ
る
と

考
え
る
。
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六
、
長
曲
如
来
唄

「
長
曲
如
来
唄
」
は
双
調
曲
で
あ
る
。
徴
で
始
ま
り
三
重
宮
で
終
止
す
る
。「
長
曲
如
来
唄
」
に
は
徴
と
三
重
宮
の
二
つ
の
主
音
が
あ
り
主
音

徴
で
始
ま
り
主
音
三
重
宮
で
終
わ
る
。「
長
曲
如
来
唄
」
で
は
ユ
リ
ソ
リ
を
「
ユ
リ
ツ
メ
」
と
呼
ぶ
事
が
多
い
。
呂
曲
、
律
曲
、
中
曲
、
反

音
曲
の
規
定
は
明
確
で
は
な
い
が
『
大
典
に
』

　

師
云
う
。
頌
文
の
如
来
と
は
三
礼
中
の
如
来
唄
と
長
曲
の
如
来
唄
と
の
両
方
に
通
ず
と
。
云

（々
（4
（

。

　

調
子
は
隆
然
の
頌
に
准
じ
て
双
調
と
云

（々
（5
（

。

と
あ
る
。『
略
頌
文
』
に
は
「
三
礼
如
来
唄
」
は
双
調
唯
呂
と
明
記
し
て
い
る
が
「
長
曲
如
来
唄
」
の
記
述
は
な
い
。「
長
曲
如
来
唄
」
の
規

定
は
微
妙
だ
が
『
大
典
』
に
記
述
さ
れ
る
如
来
が
「
三
礼
如
来
唄
」
と
「
長
曲
如
来
唄
」
の
両
方
に
通
じ
る
の
で
あ
れ
ば
「
三
礼
如
来
唄
」

に
準
じ
て
「
長
曲
如
来
唄
」
は
双
調
唯
呂
曲
に
し
て
良
い
だ
ろ
う
。『
正
徳
版
』
の
「
長
曲
如
来
唄
」
に
「
云
何
唄
は
密
な
り
。
如
来
唄
は

顕
な
り（

（5
（

。」
と
あ
る
。
日
本
仏
教
は
密
教
よ
り
も
南
都
の
方
が
古
い
か
ら
顕
立
の
「
長
曲
如
来
唄
」
は
密
立
の
「
云
何
唄
」
よ
り
も
一
応
古

い
と
考
え
る
。『
大
典
』
に

　

ン
の
字
は
そ
の
調
子
を
引
き
出
す
た
め
に
示
す
。
散
華
の
ン
願
の
如
き
は
唄
の
調
子
を
引
き
次
ぐ
の
義
な
り（

（5
（

。

と
あ
る
。「
長
曲
如
来
唄
」
の
発
音
の
「
ン
」
は
旋
法
の
主
音
の
徴
音
を
引
き
出
す
た
め
と
あ
る
。「
云
何
唄
」
も
旋
律
上
は
そ
れ
に
準
じ
る

と
考
え
る
。
ま
た
、
こ
の
「
ン
」
は
「
散
華
」
の
「
願
」「
ン
ガ
ン
」
に
準
ず
れ
ば
古
く
は
「
如
」
を
「
ン
ニ
ョ
」
と
発
音
し
て
い
た
形
跡

か
も
知
れ
な
い
。
一
方
、「
散
華
」
発
音
の
「
ン
」
は
唄
の
調
子
を
引
き
継
ぐ
た
め
と
あ
る
。「
長
曲
如
来
唄
」
の
終
止
の
博
士
は
三
重
宮
で

あ
る
。
一
概
に
双
調
曲
と
一
越
反
音
曲
を
同
列
に
論
じ
る
事
は
で
き
な
い
が
単
純
に
考
え
れ
ば
「
散
華
」
の
発
音
は
二
重
徴
で
あ
る
か
ら
既

に
こ
の
頃
か
ら
「
長
曲
如
来
唄
」
の
三
重
宮
は
二
重
徴
音
で
唱
え
ら
れ
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
た
だ
、
現
行
で
は
「
云
何
唄
」
の
終
止

音
と
「
散
華
」
の
発
音
音
は
同
じ
で
は
な
い
し
オ
ク
タ
ー
ブ
で
も
な
い
様
な
気
は
す
る
。
引
き
継
ぐ
と
は
同
音
の
意
味
で
は
な
く
協
和
音
の

意
味
な
の
か
も
知
れ
な
い
。『
正
徳
版
』
の
「
散
華
」
の
説
明
に
は
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如
来
唄
の
時
は
如
来
唄
の
商
は
散
華
の
徴
と
同
じ
。
双
調
の
上
の
重
の
商
と
一
越
の
中
の
重
の
徴
と
は
同
音
な
り
。
な
お
云
う
、
商

徴
同
と
は
ま
た
、
云
何
唄
と
散
華
は
共
に
一
越
の
故
に
徴
音
と
は
同
じ
と
云
う
な
り（

（5
（

。

と
あ
る
。「
長
曲
如
来
唄
」
は
双
調
、「
散
華
」
は
一
越
調
で
双
調
音
階
の
商
と
一
越
音
階
の
徴
は
共
に
黄
鐘
で
同
じ
で
あ
る
。「
云
何
唄
」

と
「
散
華
」
は
ど
ち
ら
も
一
越
調
で
あ
る
。「
妙
」
は
「
エ
」
の
響
き
、「
色
」
は
「
ヲ
」
の
響
き
、「
身
」
は
「
イ
」
の
響
き
、「
世
」
は
「
エ
」

の
響
き
と
母
音
の
指
示
が
あ
る（

（5
（

。「
云
何
唄
」の
三
重
の
博
士
は
二
重
徴
音
で
唱
え
ら
れ
る
。「
長
曲
如
来
唄
」も
そ
れ
に
準
じ
て
良
い
。「
色
」

の
出
だ
し
の
三
重
商
は

　
「
妙
」
は
宮
に
留
ま
り
「
色
」
は
商
に
始
ま
る
故
、
一
位
高
く
出
す
べ
し（

（5
（

。

と
あ
り
一
位
高
く
出
す
と
の
指
示
で
あ
る
。
三
重
宮
も
二
重
徴
音
で
あ
る
か
ら
殊
更
に
高
音
と
い
う
訳
で
は
な
く
二
重
徴
音
よ
り
少
し
高
く

出
せ
ば
良
い
。
或
い
は
唯
呂
旋
の
主
旋
律
の
博
士
は
主
に
音
高
で
は
な
く
強
弱
を
示
す
か
ら
こ
の
三
重
商
は
三
重
宮
の
力
の
上
主
音
で
あ
り

三
重
宮
に
力
を
込
め
る
指
示
で
あ
る
と
考
え
る
事
も
で
き
る
か
。

　
「
長
曲
如
来
唄
」
の
博
士
と
旋
律
は
ほ
と
ん
ど
「
云
何
唄
」
の
ユ
リ
ソ
リ
が
付
く
唯
呂
旋
と
同
様
で
あ
る
か
ら
特
に
考
察
の
必
要
は
な
い

と
考
え
る
が
近
時
、
教
相
法
要
で
は
竪
儀
の
前
講
法
要
や
寿
量
品
会
や
三
問
一
講
な
ど
に
付
く
顕
立
二
箇
法
要
が
重
宝
さ
れ
て
顕
立
四
箇
法

要
の
需
要
が
減
り
そ
れ
に
伴
い
四
箇
法
要
諸
曲
の
伝
授
も
少
な
く
な
っ
た
。
筆
者
は
幸
い
辛
う
じ
て
伝
を
受
け
る
事
が
で
き
た
が
伝
承
に
い

さ
さ
か
不
安
が
あ
る
。

七
、
羽
の
働
き

　

前
稿
で
は
羽
に
は
感
情
的
上
行
を
促
す
働
き
が
あ
る
と
述
べ
た（

（5
（

。
確
か
に
そ
の
働
き
も
あ
る
が
唯
呂
旋
で
は
徴
音
の
羽
は
力
を
込
め
た
徴

と
理
解
し
た
方
が
よ
り
分
か
り
や
す
い
。
反
音
旋
で
は
羽
は
二
重
徴
に
進
む
か
三
重
宮
に
進
む
か
の
二
通
り
だ
が
唯
呂
旋
で
は
羽
は
必
ず
徴

に
進
む
。
唯
呂
旋
に
於
い
て
徴
の
前
の
徴
音
の
羽
は
必
ず
力
を
込
め
た
徴
で
あ
り
こ
れ
は
羽
が
徴
の
力
の
上
主
音
、
或
い
は
力
の
下
行
導
音

で
あ
る
事
を
示
し
続
く
徴
で
安
定
す
る
旋
律
構
造
に
な
っ
て
い
る
。「
五
悔
」「
九
方
便
」
は
双
調
唯
呂
曲
だ
が
「
五
悔
」
の
「
淨
三
業
」「
普
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禮
」
の
頭
助
の
句
頭
の
羽
は
前
稿
で
は
上
行
を
促
す
指
示
と
解
釈
し
た
。
勿
論
、
そ
の
効
果
も
あ
る
の
だ
が
力
を
込
め
た
徴
と
す
る
方
が
よ

り
的
確
で
あ
る
。「
唱
礼
」
は
原
則
と
し
て
羽
の
み
が
強
弱
の
博
士
で
あ
る
。「
淨
三
業
」「
普
禮
」
の
頭
助
の
句
は
羽
で
始
ま
る
が
こ
れ
を

上
行
の
指
示
と
す
れ
ば
句
の
始
ま
り
の
羽
以
外
の
句
中
の
羽
の
説
明
が
付
か
な
い
。
ま
た
、
一
箇
所
だ
け
徴
で
始
ま
る
「
幡
那
満
娜
曩
迦
嚕

弭
」
の
「
幡
」
の
徴
の
説
明
が
難
し
い
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
羽
を
強
弱
で
考
え
れ
ば
説
明
が
付
く
。「
幡
」
は
基
準
圧
で
入
っ
て
続
く
羽
で

力
を
込
め
る
。
実
際
に
「
一
切
恭
敬
敬
禮
常
住
三
寶
」
の
「
恭
」
の
羽
や
「
淨
三
業
」「
普
禮
」
や
「
入
佛
三
昧
耶
真
言
」「
法
界
生
真
言
」

の
す
べ
て
の
羽
を
力
を
込
め
た
徴
と
し
て
力
を
込
め
る
と
ま
っ
た
く
現
行
の
実
唱
音
と
一
致
し
て
何
故
こ
の
箇
所
の
博
士
が
徴
音
の
羽
な
の

か
が
納
得
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
羽
は
音
高
で
は
な
く
力
を
上
げ
る
指
示
だ
と
考
え
る
。
そ
れ
に
対
し
て
「
長
音
」
の
羽
は
当
位
な
の
で
主
に

音
高
の
博
士
で
あ
る
。

【
図
十
八
】『
法
要
次
第（

（5
（

』　　
　
　
　
　
　
　
【
図
十
九
】『
法
要
次
第（

（5
（

』　　
　
　
　
【
図
二
十
】『
法
要
次
第（

（5
（

』

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

こ
れ
ま
で
何
度
も
伝
法
潅
頂
の
教
授
を
勤
め
て
き
た
が
い
つ
も
「
九
方
便
」「
所
修
一
切
」
の
博
士
は
何
で
音
が
同
じ
で
「
切
」
の
博
士
だ

け
傾
き
が
違
う
の
か
分
か
ら
な
か
っ
た
。
こ
れ
も
「
所
修
一
」
の
羽
は
力
を
込
め
た
徴
で
あ
り
「
切
」
が
基
準
圧
の
徴
で
冷
静
に
片
由
が
付

く
様
で
あ
る
。「
所
修
」
の
羽
は
導
音
の
様
な
働
き
か
ら
少
し
反
る
様
に
力
を
込
め
て
二
字
続
け
て
唱
え
「
修
」
を
少
し
延
ば
し
て
「
一
」

も
導
音
の
様
な
働
き
か
ら
反
る
様
に
力
を
込
め
「
切
」
は
反
ら
ず
力
を
込
め
ず
冷
静
に
片
由
が
付
く
。「
切
」
も
同
圧
に
聞
こ
え
る
か
も
知

れ
な
い
が
反
る
様
に
力
を
込
め
な
い
。「
懺
悔
随
喜
」
は
「
長
音
」
と
「
礼
仏
回
向
」
で
博
士
が
違
う
。「
礼
仏
回
向
」
の
「
懺
悔
随
喜
」
の

博
士
は
「
所
修
一
切
」
の
博
士
を
転
用
し
た
も
の
か
。「
礼
仏
回
向
」
は
中
曲
と
の
関
係
も
あ
る
か
ら
ま
た
扱
い
も
別
に
な
る
か
も
知
れ
な

い
が
上
座
回
向
の
「
懺
悔
随
喜
」
は
一
応
、双
調
呂
曲
の
「
長
音
」
の
頭
だ
か
ら
呂
で
あ
る
と
考
え
る
。
上
座
回
向
の
「
懺
悔
随
喜（

（6
（

」
は
「
三
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字
同
長
」
と
あ
る
か
ら
少
し
冷
静
で
あ
る
。
そ
の
直
前
の
「
至
心
廻
向（

（6
（

」
は
「
至
」
は
徴
音
だ
か
ら
徴
に
力
を
込
め
る
指
示
で
あ
る
。「
心
」

の
羽
は
当
位
だ
か
ら
音
高
を
示
す
。「
廻
」
の
取
付
は
羽
音
で
続
い
て
角
音
に
下
が
り
商
音
に
下
が
る
か
ら
博
士
は
当
位
で
あ
る
。「
向
」
の

角
徴
は
当
位
で
あ
る
。「
至
」
の
羽
は
強
弱
の
博
士
で
そ
れ
以
外
は
音
高
の
博
士
で
あ
る
が
や
は
り
「
至
心
」
の
羽
は
感
情
的
に
は
上
行
の

指
示
に
感
じ
る
。

　
「
五
悔
」
の
「
淨
三
業
」「
普
禮
」
や
「
九
方
便
」
の
「
入
佛
三
昧
耶
真
言
」「
法
界
生
真
言
」
の
羽
は
力
を
込
め
た
徴
で
あ
る
。「
九
方
便
」

で
は
「
入
佛
三
昧
耶
真
言
」「
法
界
生
真
言
」
或
い
は
「
轉
法
輪
真
言
」「
擐
金
剛
甲
真
言
」
ま
で
含
め
れ
ば
「
五
悔
」
よ
り
も
更
に
極
端
に

徴
と
羽
が
多
い
徴
音
の
強
弱
が
主
体
の
唯
呂
旋
と
な
り
実
唱
音
で
も
や
は
り
羽
の
博
士
は
強
い
徴
音
で
あ
る
。「
五
悔
」
の
「
淨
三
業
」「
普

禮
」
で
は
「
娑
縛
婆
縛
秫
駄
」
の
「
婆
」
の
徴
や
「
娑
縛
婆
縛
秫
度
憾
」
の
「
婆
」
の
徴
な
ど
若
干
、
借
音
の
角
音
を
借
り
る
徴
が
あ
る
が

角
徴
は
ほ
と
ん
ど
当
位
で
信
用
で
き
る
の
に
対
し
て
羽
だ
け
が
徴
音
で
あ
り
当
位
で
は
な
い
。
こ
の
羽
は
力
を
込
め
た
徴
で
あ
り
、
そ
う
解

釈
し
な
け
れ
ば
全
体
的
に
何
を
意
味
す
る
の
か
さ
っ
ぱ
り
分
か
ら
な
い
博
士
に
な
る
だ
ろ
う
。
実
唱
音
を
観
察
す
れ
ば
羽
は
当
位
で
は
な
く

力
を
込
め
た
徴
で
あ
る
事
は
明
白
で
あ
る
と
考
え
る
。

【
図
二
十
一
】『
法
要
次
第（

（6
（

』
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【
図
二
十
一
】
の
博
士
の
羽
は
す
べ
て
力
を
込
め
た
徴
で
あ
り
羽
の
表
記
は
徴
に
力
を
込
め
る
指
示
と
す
れ
ば
す
べ
て
つ
じ
つ
ま
が
合
う
。
当

り
の
あ
る
羽
は
力
の
他
に
音
高
も
ソ
リ
上
が
る
が
こ
れ
と
て
旋
律
上
の
事
で
は
な
く
力
を
込
め
た
結
果
で
あ
る
。
た
だ
し
反
宮
の
博
士
は
始

動
は
徴
音
だ
か
ら
実
際
に
は
他
の
羽
と
同
様
な
の
だ
が
『
魚
山
精
義
』
に
は
反
宮
に
つ
い
て
「
反
宮
と
は
声
を
少
し
下
げ
る
な
り（

（6
（

」
と
あ
り

宮
よ
り
少
し
低
い
音
を
意
味
す
る
か
ら
理
論
上
の
本
質
は
羽
で
な
い
と
都
合
が
悪
い
。「
淨
三
業
」
の
反
宮
に
つ
い
て
は
羽
か
ら
低
い
三
重
宮

に
ソ
リ
上
が
る
と
解
釈
す
る
か
。
本
当
は
反
宮
が
付
く
三
重
宮
の
博
士
は
安
定
し
た
徴
音
で
そ
の
前
に
旋
律
は
既
に
解
決
し
て
い
る
の
だ
が

や
は
り
反
宮
は
宮
の
博
士
に
付
か
な
い
と
都
合
が
悪
い
。
前
稿
で
も
「
五
悔
」
を
考
察
し
た
が
強
弱
の
博
士
に
気
付
い
て
い
れ
ば
も
っ
と
楽

な
考
察
に
な
っ
た
。
し
か
し
「
五
悔
」「
九
方
便
」
に
は
双
調
音
階
と
勝
絶
音
階
と
の
兼
ね
合
い
も
あ
り
一
概
に
強
弱
の
博
士
だ
け
で
は
解
決

で
き
な
い
問
題
も
あ
る
。「
唱
礼
」
は
発
音
か
ら
「
長
音
」
に
至
る
ま
で
は
徴
を
主
音
と
し
羽
が
強
弱
を
示
す
唯
呂
旋
と
い
え
る
。
た
だ
こ
の

唯
呂
旋
は
徴
角
が
当
位
で
角
に
色
も
あ
り
律
旋
の
性
質
も
持
つ
。
羽
は
強
弱
を
示
し
本
自
下
も
あ
る
唯
呂
旋
の
特
徴
と
律
旋
の
性
質
を
合
わ

せ
持
つ
旋
律
で
あ
る
。
律
の
特
徴
も
持
つ
唯
呂
曲
で
唯
呂
音
階
と
律
音
階
は
共
に
同
じ
徴
調
音
階
だ
か
ら
可
能
で
は
あ
る
。「
長
音
」
は
特
殊

な
旋
律
で
あ
り
博
士
は
概
ね
当
位
だ
が
や
は
り
呂
曲
の
強
弱
の
博
士
も
含
ま
れ
る
。
続
く
「
勧
請
」
は
中
曲
だ
か
ら
唯
呂
旋
は
関
係
な
い
。
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唯
呂
旋
の
特
徴
は
唯
呂
旋
だ
け
で
は
な
く
反
音
旋
に
も
間
々
見
ら
れ
る
。「
吉
慶
漢
語
」
の
頭
、呂
旋
の
「
諸
佛
覩
史
」
の
「
覩
」
に
は
「
四

智
梵
語
」
の
「
蘇
」
の
様
な
回
由
が
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
当
位
の
商
音
で
あ
る
。
平
調
反
音
曲
の
博
士
は
左
直
角
に
は
回
転
さ
れ
て
い
な

い
。
律
旋
で
は
「
釋
梵
」
の
「
釋
」
の
羽
は
唯
呂
旋
同
様
の
徴
音
の
力
を
込
め
た
徴
で
あ
る
。「
吉
慶
梵
語
」
の
助
の
出
だ
し
の
「
覩
史
怛
」

と
「
佛
讃
」
の
助
の
出
だ
し
の
「
捨
娑
多
」
の
博
士
は
同
型
で
「
覩
」、「
捨
」
の
羽
は
唯
呂
旋
同
様
の
徴
音
の
力
を
込
め
た
徴
で
あ
る
と
考

え
る
。「
四
智
梵
語
」
の
「
麼
誐
夜
」
の
「
麼
」
の
羽
も
こ
れ
ら
と
同
様
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
羽
は
呂
か
ら
律
に
移
る
際
の
上
行
の
感
情
表

記
と
も
と
れ
る
が
律
の
旋
律
に
移
る
き
っ
か
け
の
た
め
に
力
を
込
め
る
と
い
っ
た
方
が
適
当
だ
ろ
う
か
。
こ
の
様
に
反
音
旋
に
も
唯
呂
旋
の

特
徴
は
間
々
見
ら
れ
る
。
節
回
し
に
は
そ
れ
ぞ
れ
に
呂
律
に
規
定
さ
れ
た
特
徴
が
あ
る
が
例
え
ば
「
五
悔
」
の
呂
曲
に
は
律
の
特
徴
で
あ
る

角
に
色
が
あ
っ
た
り
「
長
曲
如
来
唄
」
や
「
唄
」、「
散
華
」
の
唯
呂
旋
に
は
律
と
規
定
さ
れ
る
小
由
が
あ
る
。
呂
律
の
節
回
し
の
規
定
は
厳

密
に
守
ら
れ
て
い
る
箇
所
と
互
い
に
融
通
し
合
う
箇
所
が
あ
り
互
い
に
影
響
を
受
け
合
っ
て
い
る
。
規
定
は
原
則
で
あ
り
角
に
色
が
出
て
き

た
か
ら
即
座
に
そ
れ
は
呂
で
は
な
い
と
は
一
概
に
は
い
え
な
い
。
往
々
に
し
て
呂
律
の
節
回
し
と
旋
法
が
混
ざ
り
合
う
曲
は
旋
律
の
主
流
が

唯
呂
旋
か
ら
反
音
旋
に
移
行
す
る
頃
の
曲
だ
と
考
え
る
。

【
図
二
十
二
】『
法
要
次
第（

（6
（

』
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【
図
二
十
三
】『
法
要
次
第（

（6
（

』　　
　
　
　
【
図
二
十
四
】『
法
要
次
第（

（6
（

』

　
　
　
　
　

　

五
音
に
は
音
高
だ
け
で
は
な
く
そ
れ
ぞ
れ
の
働
き
が
あ
る
。
沢
田
篤
子
氏
が
徴
は
不
動
と
分
類
す
る
様
に（

（6
（

徴
が
一
番
信
用
で
き
る
。
徴
は

智
山
声
明
の
旋
律
の
根
幹
と
な
る
唯
呂
旋
と
律
旋
の
主
音
だ
か
ら
主
音
が
当
位
で
な
け
れ
ば
そ
の
曲
は
安
定
し
な
い
。
商
は
反
音
旋
の
呂
旋

の
主
音
と
し
て
安
定
し
て
い
る
が
「
四
智
」、「
大
日
」、「
不
動
」
の
唯
呂
旋
の
徴
が
商
で
表
記
さ
れ
た
り
律
旋
の
商
音
の
五
ッ
色
が
角
で
表

記
さ
れ
た
り
と
少
し
当
位
で
は
な
い
箇
所
も
あ
る
。
角
は
徴
の
導
音
、
宮
は
商
の
導
音
と
し
て
働
く
の
で
角
は
常
に
徴
に
伴
い
宮
は
常
に
商

に
伴
う
。
こ
の
二
つ
に
は
色
が
あ
る
。
智
山
声
明
現
行
の
色
と
は
導
音
の
働
き
で
あ
る
。
宮
商
角
徴
は
概
ね
そ
の
働
き
は
決
ま
っ
て
い
る
が

羽
の
働
き
は
複
雑
で
あ
る
。
羽
は
「
五
悔
」「
九
方
便
」
の
「
長
音
」
以
外
の
声
明
中
の
博
士
で
当
位
で
あ
る
事
は
ま
ず
な
い
。
羽
は
唯
呂

旋
で
は
力
を
込
め
た
徴
で
あ
る
が
反
音
旋
で
は
上
下
の
音
を
助
け
る
働
き
を
す
る
。
上
下
の
音
と
は
律
旋
の
主
音
徴
と
三
重
呂
旋
の
主
音
三

重
宮
で
あ
る
。
こ
の
二
音
に
挟
ま
れ
た
羽
は
常
に
こ
の
二
音
を
助
け
る
働
き
を
し
て
ほ
と
ん
ど
自
分
の
定
位
置
に
い
る
事
は
な
い
。
羽
の
博

士
を
見
た
ら
ま
ず
は
当
位
で
は
な
い
と
思
っ
て
い
て
良
い
。
反
音
旋
で
は
羽
の
博
士
は
徴
音
か
揚
羽
音
か
ら
の
三
重
宮
音
か
三
重
宮
音
と
し

て
現
れ
る
。「
吉
慶
漢
語
」
の
羽
な
ど
も
大
概
は
羽
に
書
き
換
え
ら
れ
た
三
重
呂
旋
の
徴
と
思
っ
て
い
れ
ば
良
い
。
僅
か
に
当
位
で
現
れ
る

羽
音
（
ラ
）
は
律
旋
の
諸
由
の
引
き
返
し
か
唯
呂
旋
の
押
上
の
み
で
あ
る
。
羽
の
当
位
で
あ
る
ラ
は
現
行
の
智
山
声
明
の
旋
律
構
造
で
は
徴

の
上
主
音
以
外
に
仕
事
が
な
い
。
上
主
音
は
導
音
に
比
べ
て
出
現
の
頻
度
は
遥
か
に
少
な
い
の
で
羽
が
当
位
で
あ
る
事
が
少
な
く
な
る
の
も

無
理
は
な
い
。
五
音
の
中
で
特
に
羽
の
働
き
は
複
雑
だ
が
智
山
声
明
で
は
羽
の
働
き
は
と
て
も
重
要
で
常
に
献
身
的
に
手
薄
な
箇
所
の
カ

バ
ー
リ
ン
グ
に
働
い
て
い
る
。
こ
の
様
に
五
音
に
は
そ
れ
ぞ
れ
に
働
き
が
あ
り
一
概
に
音
高
だ
け
を
示
す
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
働
き
が
重

要
で
あ
る
。
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八
、
唯
呂
旋
の
節
回
し

　

唯
呂
旋
の
節
回
し
に
は
ユ
リ
ソ
リ
、
本
自
下
、
マ
ワ
ス
、
引
き
返
し
、
大
由
（
荒
由
、
五
徳
由
、
鍋
ヅ
ル
由
）、
小
由
、
折
捨
、
ひ
ば
り

反
し
な
ど
が
あ
る
。
本
当
は
小
由
は
『
大
典
』
で
は
律
の
曲
と
さ
れ
て
い
る（

（6
（

が
唯
呂
旋
に
は
良
く
見
ら
れ
る
唯
呂
旋
の
特
徴
で
あ
る
。

　

唯
呂
旋
の
最
大
の
主
役
は
ユ
リ
ソ
リ
で
あ
る
。
ユ
リ
ソ
リ
は
唯
呂
旋
の
み
に
付
く
由
里
で
「
長
曲
如
来
唄
」
と
一
越
反
音
曲
の
唯
呂
旋
に

の
み
見
ら
れ
る
。「
四
智
」、「
大
日
」、「
不
動
」
の
一
越
反
音
曲
の
唯
呂
旋
に
現
れ
る
ユ
リ
ソ
リ
を
特
に
藤
由
と
い
う
。
ユ
リ
ソ
リ
や
藤
由

が
出
て
き
た
ら
即
座
に
唯
呂
旋
と
断
じ
て
良
い
。
ユ
リ
ソ
リ
と
藤
由
に
つ
い
て
は
何
度
か
述
べ
て
き
た
が
「
云
何
唄
」
に
は
ユ
リ
ソ
リ
は
あ

る
が
羽
に
引
き
返
し
は
付
か
な
い
。「
四
智
梵
語
」
の
藤
由
か
ら
角
の
引
き
返
し
は
「
散
華
」
の
ユ
リ
ソ
リ
か
ら
羽
の
引
き
返
し
を
左
直
角

に
回
転
し
た
も
の
で
あ
る
。「
四
智
」、「
大
日
」、「
不
動
」
の
一
越
反
音
曲
の
唯
呂
旋
の
博
士
が
「
散
華
」
の
唯
呂
旋
の
博
士
を
左
直
角
に

回
転
し
た
だ
け
の
も
の
な
ら
ば
ユ
リ
ソ
リ
と
藤
由
は
同
じ
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
唱
法
に
若
干
の
違
い
が
あ
る
。
智
山
声
明
で
は
由
里
と
は

主
音
を
強
調
す
る
装
飾
音
だ
か
ら
主
音
に
安
定
す
る
性
質
が
あ
る
。
藤
由
は
終
始
主
音
商
（
そ
の
本
質
は
徴
）
の
上
か
ら
主
音
に
下
が
る
連

続
動
作
を
繰
り
返
す
由
里
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
現
行
の
ユ
リ
ソ
リ
は
藤
由
で
い
う
大
三
の
回
由
は
主
音
か
ら
下
に
下
が
っ
て
主
音
に
復

帰
す
る
回
し
方
を
繰
り
返
し
藤
由
で
い
う
小
四
の
回
由
は
藤
由
同
様
に
主
音
の
上
か
ら
下
り
る
。
藤
由
は
大
三
小
四
が
同
じ
動
作
を
次
第
に

小
刻
み
に
し
て
い
く
が
ユ
リ
ソ
リ
は
大
三
は
主
音
か
ら
下
が
っ
て
か
ら
復
帰
す
る
動
作
で
小
四
は
藤
由
同
様
の
上
か
ら
主
音
に
着
地
す
る
運

動
で
あ
る
。
こ
の
動
作
に
多
少
の
違
い
は
あ
る
が
ユ
リ
ソ
リ
も
藤
由
も
下
向
き
の
回
由
で
あ
り
藤
由
は
ユ
リ
ソ
リ
か
ら
進
化
し
た
事
は
博
士

を
左
直
角
に
回
転
し
た
事
か
ら
明
白
で
あ
る
。
ユ
リ
ソ
リ
は
「
長
曲
如
来
唄
」
と
一
越
反
音
曲
に
し
か
付
か
な
い
。
こ
の
事
か
ら
「
長
曲
如

来
唄
」
と
一
越
反
音
曲
の
唯
呂
旋
は
同
系
統
の
旋
律
で
一
越
反
音
曲
は
「
長
曲
如
来
唄
」
か
ら
派
生
し
双
調
曲
の
唯
呂
旋
を
持
つ
。「
散
華
」

の
ユ
リ
ソ
リ
と
藤
由
の
後
に
は
力
の
上
主
音
の
引
き
返
し
が
付
く
。

　

自
下
に
つ
い
て
蒲
生
郷
昭
氏
は
博
士
の
形
態
か
ら
自
下
を
「
一
位
下
が
っ
て
二
位
上
が
る
」
と
表
現
し
て
い
る（

（6
（

。
そ
れ
に
対
し
て
岩
原
諦

信
師
は
自
下
を
「
一
音
上
が
っ
て
二
音
下
が
る
」
と
述
べ
て
い
る（

（7
（

。
両
者
の
説
は
対
立
の
様
だ
が
出
口
が
上
行
な
の
は
一
致
し
て
い
る
。
智
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山
声
明
で
は
荒
由
プ
ラ
ス
自
下
の
事
を
本
自
下
と
呼
び
荒
由
が
不
完
全
か
も
し
く
は
ま
っ
た
く
な
い
自
下
を
浅
自
下
と
呼
ん
で
い
る
。
荒
由

は
大
由
で
あ
っ
て
自
下
で
は
な
い
。
三
つ
あ
る
大
由
（
荒
由
、
五
徳
由
、
鍋
ヅ
ル
由
）
の
一
つ
で
あ
る
。『
大
典
』
に
は
荒
由
に
つ
い
て
「
大

由
の
別
名（

（7
（

」
と
あ
り
大
由
の
代
表
格
で
あ
る
。
智
山
声
明
で
は
本
自
下
は
呂
に
付
き
浅
自
下
は
呂
曲
の
「
九
方
便
」
と
律
曲
の
「
對
揚
」
に

見
ら
れ
る
か
ら
呂
律
共
用
で
あ
る
。
実
唱
で
は
自
下
は
主
音
か
ら
主
音
で
ユ
ル
い
で
四
度
下
の
属
音
に
下
り
て
か
ら
上
行
す
る
。
自
下
は
主

音
か
ら
主
音
で
ユ
ル
い
で
主
音
の
四
度
下
の
属
音
に
下
が
る
。
主
音
が
徴
な
ら
属
音
商
、
主
音
が
商
な
ら
属
音
初
重
羽
で
あ
る
。「
對
揚
」

の
浅
自
下
や
「
仏
讃
」
の
「
二
字
自
下
」
は
上
行
の
箇
所
が
ユ
リ
返
し
に
な
っ
て
い
る
。
自
下
は
自
ず
と
下
が
る
の
言
葉
か
ら
解
釈
す
れ
ば

下
行
だ
け
で
良
い
様
な
気
も
す
る
が
自
下
の
旋
律
構
造
を
観
察
す
れ
ば
出
口
付
近
で
何
ら
か
の
上
行
が
あ
る
様
で
あ
る
。『
大
典
』の「
梵
音
」

の
注
意
書
き
に
「
こ
の
宮
、
自
下
に
す
る
こ
と
宜
し
か
ら
ず
。
唯
、
降
り
下
ぐ
る
な
り（

（7
（

。」
と
あ
り
下
行
だ
け
で
は
自
下
と
は
呼
ば
な
い
様

で
あ
る
。『
大
典
』「
九
方
便
」
の
注
意
書
き
に

　

今
の
浅
自
下
は
常
の
浅
自
下
と
は
少
し
異
な
る
。
古
本
に
云
く
。
一
句
の
中
に
自
下
の
重
複
す
る
と
き
は
一
方
を
浅
自
下
に
す
と
。

師
云
、
た
だ
大
由
を
片
由
に
す
る
な
り
。
そ
の
他
は
前
四
ッ
、
後
三
ッ
の
由
里
は
本
自
下
に
同
じ
と（

（7
（

。

と
あ
る
。「
九
方
便
」
の
浅
自
下
は
本
自
下
の
旋
律
構
造
と
同
じ
で
荒
由
を
片
由
に
し
た
だ
け
で
あ
る
。
本
自
下
は
一
句
中
に
一
つ
だ
け
の

規
則
が
あ
る
か
ら
二
つ
目
は
荒
由
を
片
由
に
し
て
浅
自
下
と
呼
ぶ
。
こ
の
浅
自
下
は
常
の
浅
自
下
と
は
異
な
る
と
す
る
か
ら
「
對
揚
」
の
浅

自
下
が
本
来
の
浅
自
下
だ
ろ
う
。「
對
揚
」
の
浅
自
下
は
商
の
テ
ト
ラ
コ
ル
ド
の
反
音
旋
の
呂
旋
で
あ
る
。
二
重
商
は
徴
の
テ
ト
ラ
コ
ル
ド

の
構
成
音
で
も
あ
る
か
ら
二
重
商
だ
け
で
は
商
の
テ
ト
ラ
コ
ル
ド
な
の
か
徴
の
テ
ト
ラ
コ
ル
ド
な
の
か
は
分
か
ら
な
い
が
初
重
羽
が
出
て
く

れ
ば
そ
れ
は
商
の
テ
ト
ラ
コ
ル
ド
で
あ
る
事
が
確
定
す
る
。「
對
揚
」
は
唯
律
曲
だ
が
唯
律
曲
に
現
れ
る
節
回
し
は
す
べ
て
律
の
特
徴
で
あ

る
と
し
て
も
良
い
の
だ
が
旋
律
構
造
上
で
は
唯
律
曲
も
反
音
旋
で
あ
り
浅
自
下
は
宮
調
、
或
い
は
商
の
テ
ト
ラ
コ
ル
ド（

（7
（

だ
か
ら
反
音
旋
の
呂

旋
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
對
揚
」
の
浅
自
下
は
旋
律
構
造
上
は
呂
で
あ
る
。
呂
曲
、
律
曲
、
反
音
曲
、
中
曲
の
違
い
は
節
回
し
の
特
徴
で
区
別

さ
れ
る
が
併
せ
て
旋
律
構
造
も
観
察
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

大
由
に
は
五
徳
由
、
振
由
、
荒
由
の
三
つ
が
あ
り
そ
の
中
、
五
徳
由
に
「
唄
由
」
と
「
散
華
由
」
が
あ
る（

（7
（

。
無
論
、
唄
由
は
鍋
ヅ
ル
由
で
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あ
り
散
華
由
は
五
徳
由
で
あ
る
。
鍋
ヅ
ル
由
は
五
徳
由
の
三
角
の
二
番
目
の
由
を
由
ら
ず
に
滑
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。『
魚
山
精
義
』

に
　

唄
の
大
由
は
散
華
と
同
じ
く
ご
と
く
由
な
れ
ど
も
唄
は
老
僧
の
役
な
る
故
に
由
も
三
ッ
拍
子
を
ゆ
っ
た
り
と
引
く
な
り
。
自
然
、
中

の
一
拍
子
は
た
だ
長
く
引
く
ば
か
り
な
り
。
あ
る
喩
い
に
い
わ
く
。
鍋
の
ツ
ル
両
耳
に
渡
す
が
如
く
云
う
と
云

（々
（7
（

。

と
あ
り
こ
の
二
つ
の
本
質
は
同
体
で
あ
る
。
鍋
ヅ
ル
由
に
呂
律
一
位
の
高
下
が
な
い
の
は
「
唄
」
が
低
い
旋
律
だ
か
ら
律
は
無
用
で
あ
る
と

の
事
だ
ろ
う
。

　

マ
ワ
ス
の
様
に
大
き
く
回
す
節
も
唯
呂
旋
の
特
徴
で
あ
る
。
折
捨
に
つ
い
て
小
島
先
生
は
折
っ
て
捨
て
る
と
仰
っ
て
い
た
。
ひ
ば
り
反
し

に
つ
い
て
元
講
伝
所
阿
闍
梨
の
倉
松
隆
観
先
生
は
ヒ
バ
リ
が
巣
に
帰
る
時
は
外
敵
を
欺
く
た
め
一
旦
急
上
昇
し
て
か
ら
急
下
降
し
て
降
り
て

か
ら
二
、
三
歩
ト
コ
ト
コ
歩
い
て
巣
に
帰
る
様
と
仰
っ
て
い
た
。
最
後
に
ト
コ
ト
コ
歩
く
様
が
重
要
と
の
事
で
あ
っ
た
。
反
し
に
つ
い
て
唯

呂
旋
は
強
弱
の
旋
律
だ
か
ら
引
き
返
し
に
高
低
は
な
く
強
弱
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
律
は
高
低
の
旋
律
だ
か
ら
律
の
引
き
返
し
に
は
強
弱
は

な
く
高
低
が
あ
る
。
呂
に
も
ユ
リ
反
し
が
あ
る
が
こ
れ
は
唯
呂
旋
で
は
な
く
反
音
旋
の
呂
（
呂
か
三
重
呂
）
で
あ
る
。
引
き
返
し
は
唯
呂
旋

の
特
徴
で
「
散
華
」
の
ユ
リ
ソ
リ
や
藤
由
の
後
に
付
く
力
の
上
主
音
の
働
き
で
強
弱
強
の
旋
律
で
あ
る
。
反
し
は
或
る
方
向
に
向
か
う
時
に

引
き
返
し
て
反
対
側
に
も
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
働
き
で
あ
り
本
博
士
で
博
士
が
連
続
し
て
い
な
い
箇
所
に
見
ら
れ
る
。

　

一
方
、
反
音
旋
の
節
回
し
の
特
徴
に
つ
い
て
は
呂
（
宮
調
、
商
の
テ
ト
ラ
コ
ル
ド
）
で
は
回
し
て
初
重
羽
に
下
行
す
る
、
或
い
は
ユ
ル
い

で
初
重
羽
に
下
行
す
る
旋
律
が
特
徴
で
そ
れ
ら
は
浅
自
下
の
旋
律
構
造
で
あ
る
。
律
（
徴
調
、
徴
の
テ
ト
ラ
コ
ル
ド
）
で
は
徴
の
諸
由
、
角

の
色
、
五
ッ
色
な
ど
が
あ
る
。
色
に
つ
い
て
『
魚
山
精
義
』
の
「
三
礼
如
来
唄
」
の
記
述
で
「
呂
曲
の
故
に
色
な
し（

（7
（

」
と
あ
る
。
色
は
原
則

的
に
呂
に
は
な
く
律
に
付
く
。
呂
の
宮
に
も
色
が
付
く
が
何
れ
も
反
音
旋
で
あ
る
。
こ
れ
は
後
述
す
る
が
反
音
旋
は
律
で
あ
る
。
律
に
ユ
リ

ソ
リ
や
藤
由
は
付
か
な
い
。
そ
れ
に
代
わ
る
の
が
諸
由
で
あ
る
。
三
重
呂
（
商
調
、
三
重
宮
の
テ
ト
ラ
コ
ル
ド
）
に
は
主
に
揚
羽
を
導
音
と

す
る
上
行
の
ユ
リ
ソ
リ
が
あ
る
。

　

由
合
に
つ
い
て
。
由
合
は
一
文
字
に
対
し
て
二
音
節
の
場
合
に
付
く
。
一
文
字
が
一
音
節
の
時
に
は
片
由
か
諸
由
が
付
く
。
漢
字
一
字
に
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対
し
て
仮
名
が
二
つ
は
由
合
で
仮
名
が
一
つ
は
片
由
か
諸
由
で
あ
る
。
例
え
ば
『
大
典
』「
云
何
唄
」
の
「
何
」
は
一
音
節
な
の
で
片
由
で
「
出

家
唄
」
の
「
形
」
は
二
音
節
な
の
で
片
由
合
が
付
く
。「
云
何
唄
」
の
「
大
」
は
二
音
節
な
の
で
片
由
合
が
付
き
「
出
家
唄
」
の
「
度
」
は

一
音
節
な
の
で
片
由
が
付
く
。
だ
か
ら
「
仏
名
」
な
ど
一
例
だ
け
を
示
す
博
士
や
何
か
を
真
似
て
博
士
を
付
け
る
際
に
範
例
と
す
る
曲
が
由

合
に
な
っ
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
一
音
節
な
ら
何
も
無
理
矢
理
真
似
る
必
要
は
な
い
。

九
、
唯
呂
旋
か
ら
見
る
智
山
声
明
の
旋
律
の
成
立
過
程

　
「
三
礼
如
来
唄
」
の
博
士
の
形
態
と
「
長
曲
如
来
唄
」、「
唄
」、「
散
華
」、「
四
智
」、「
大
日
」、「
不
動
」
の
唯
呂
旋
の
博
士
の
形
態
は
少

し
違
う
。「
長
曲
如
来
唄
」、「
唄
」、「
散
華
」
の
博
士
は
同
系
統
で
あ
る
。「
四
智
」、「
大
日
」、「
不
動
」
の
唯
呂
旋
の
博
士
は
「
唄
」、「
散

華
」
の
博
士
を
進
化
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
系
統
の
成
立
過
程
は
最
も
原
始
的
な
「
長
曲
如
来
唄
」
が
最
初
だ
ろ
う
。
次
に
「
長
曲
如

来
唄
」
の
博
士
に
二
重
の
博
士
を
増
や
し
た
「
云
何
唄
」
が
成
立
し
て
更
に
「
云
何
唄
」
の
二
重
を
複
雑
に
し
た
「
散
華
」
が
成
立
し
最
後

に
「
散
華
」
の
唯
呂
旋
の
博
士
を
左
直
角
に
回
転
し
た
「
四
智
」、「
大
日
」、「
不
動
」
が
成
立
し
た
と
考
え
る
。
智
山
声
明
の
典
型
的
で
純

粋
な
唯
呂
旋
は「
長
曲
如
来
唄
」と
一
越
反
音
曲
の
唯
呂
旋
で
あ
る
。
唯
呂
旋
に
も
い
く
つ
か
あ
る
が
唯
呂
旋
の
根
本
旋
律
は
双
調
曲
の「
長

曲
如
来
唄
」
の
全
部
と
「
唄
」、「
散
華
」、「
四
智
」、「
大
日
」、「
不
動
」
の
一
越
反
音
曲
の
唯
呂
旋
で
あ
る
。

　

ユ
リ
ソ
リ
は
「
長
曲
如
来
唄
」
と
一
越
反
音
曲
の
唯
呂
旋
の
み
に
見
ら
れ
る
唯
呂
旋
の
最
も
大
き
な
独
特
の
特
徴
で
あ
る
。
ユ
リ
ソ
リ
、

或
い
は
藤
由
が
あ
れ
ば
そ
れ
は
無
条
件
で
即
座
に
唯
呂
旋
と
判
断
し
て
良
い
。「
長
曲
如
来
唄
」
の
ユ
リ
ソ
リ
、
大
由
、
小
由
、
マ
ワ
ス
、

折
り
捨
て
、
荒
由
、
自
下
な
ど
の
節
回
し
は
多
く
の
唯
呂
旋
に
も
見
え
る
唯
呂
旋
の
特
徴
で
あ
る
。「
長
曲
如
来
唄
」
は
旋
法
が
最
も
単
調

で
メ
リ
ス
マ
的
で
あ
る
事
か
ら
お
そ
ら
く
智
山
声
明
に
現
在
に
伝
わ
る
唯
呂
旋
で
は
最
古
の
も
の
と
考
え
る
。「
長
曲
如
来
唄
」
に
は
ユ
リ

ソ
リ
は
勿
論
、
マ
ワ
ス
、
折
捨
、
大
由
、
小
由
、
ひ
ば
り
反
し
、
本
自
下
な
ど
唯
呂
旋
の
節
回
し
が
ほ
と
ん
ど
現
れ
る
唯
呂
旋
の
節
回
し
の

手
本
で
あ
る
が
ま
だ
強
弱
の
博
士
は
現
れ
な
い
。
次
に
「
云
何
唄
」
が
出
現
し
て
強
弱
の
博
士
が
加
わ
る
。「
長
曲
如
来
唄
」
と
「
云
何
唄
」

の
ユ
リ
ソ
リ
が
付
く
箇
所
は
と
て
も
良
く
似
て
い
る
。「
云
何
唄
」
は
「
長
曲
如
来
唄
」
を
モ
デ
ル
と
し
て
力
の
博
士
や
三
行
目
の
反
音
旋
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な
ど
を
加
え
て
進
化
さ
せ
た
も
の
と
考
え
る
。
ま
た
、
こ
の
頃
か
ら
反
音
旋
も
加
わ
る
か
ら
律
旋
が
あ
っ
た
事
が
分
か
る
。
更
に
進
化
し
た

の
が
「
散
華
」
で
曲
に
音
程
差
が
生
ま
れ
る
。「
散
華
」
の
引
き
返
し
の
付
く
羽
は
「
唄
」
に
は
見
ら
れ
な
い
か
ら
「
散
華
」
は
「
唄
」
を

進
化
さ
せ
た
旋
律
と
考
え
ら
れ
る
。「
四
智
」、「
大
日
」、「
不
動
」
の
角
の
引
き
返
し
は
「
散
華
」
の
羽
の
引
き
返
し
を
左
直
角
に
回
転
さ

せ
た
も
の
だ
か
ら
「
四
智
」、「
大
日
」、「
不
動
」
の
唯
呂
旋
は
「
散
華
」
か
ら
派
生
し
た
と
考
え
る
。「
散
華
」
の
次
に
出
現
し
た
の
が
「
四

智
梵
語
」
で
「
散
華
」
の
唯
呂
旋
と
反
音
旋
を
組
み
合
わ
せ
た
旋
律
と
な
る
。
こ
の
反
音
旋
は
平
調
反
音
曲
が
確
立
し
た
頃
の
も
の
だ
ろ
う
。

こ
の
辺
り
が
反
音
旋
や
中
曲
が
確
立
し
た
頃
と
考
え
る
。
反
音
旋
と
の
組
み
合
わ
せ
で
唯
呂
旋
の
博
士
は
四
度
下
げ
た
も
の
で
あ
る
。
更
に

「
大
日
」、「
不
動
」
の
唯
呂
旋
は
「
四
智
」
に
比
べ
て
音
程
差
が
あ
る
か
ら
「
四
智
」
よ
り
も
少
し
後
の
成
立
と
考
え
る
。

　

岩
原
師
の
分
類（

（7
（

で
は
「
長
曲
如
来
唄
」、「
四
智
」、「
大
日
」、「
不
動
」
は
呂
双
調
、「
唄
」、「
散
華
」
は
呂
反
一
越
調
と
し
て
い
る
。
当

時
は
「
四
智
」、「
大
日
」、「
不
動
」
は
双
調
呂
で
現
在
の
一
越
反
音
曲
に
な
っ
た
の
は
も
っ
と
後
で
あ
る
。「
云
何
唄
」
は
「
長
曲
如
来
唄
」

か
ら
派
生
し
「
散
華
」
は
「
云
何
唄
」
か
ら
派
生
し
「
四
智
」、「
大
日
」、「
不
動
」
の
一
越
反
音
曲
は
「
散
華
」
か
ら
派
生
し
た
と
考
え
れ

ば
成
立
過
程
の
順
序
か
ら
「
長
曲
如
来
唄
」
は
初
期
の
唯
呂
旋
、「
唄
」、「
散
華
」
の
唯
呂
旋
は
中
期
の
唯
呂
旋
、「
四
智
」、「
大
日
」、「
不

動
」
の
唯
呂
旋
は
後
期
の
唯
呂
旋
と
い
え
る
。
ま
た
、
双
調
呂
の
「
長
曲
如
来
唄
」
か
ら
一
越
反
音
曲
が
派
生
し
た
の
で
あ
れ
ば
一
越
反
音

曲
は
双
調
呂
曲
か
ら
派
生
し
た
事
に
な
る
。

　
「
長
曲
如
来
唄
」
と
「
三
礼
如
来
唄
」
の
ど
ち
ら
が
古
い
の
か
は
分
か
ら
な
い
が
お
そ
ら
く
旋
律
が
単
純
な
「
三
礼
如
来
唄
」
の
方
が
先

だ
と
考
え
る
。『
略
頌
文
』
に
「
三
礼
如
来
唄
」
は
明
記
さ
れ
る
が
「
長
曲
如
来
唄
」
の
記
述
は
な
い
事
か
ら
「
長
曲
如
来
唄
」
は
ど
ち
ら

か
と
い
う
と
傍
系
で
「
云
何
唄
」
以
降
か
ら
そ
の
節
と
博
士
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
と
考
え
る
。
唯
呂
旋
は
双
調
曲
か
ら
始
ま
り
一
越
反
音
曲

に
進
化
し
た
事
に
な
る
が
「
四
方
讃
」
の
み
が
例
外
で
双
調
曲
か
ら
「
吉
慶
讃
」
と
同
曲
の
平
調
反
音
曲
に
変
化
し
た（

（7
（

。

　

岩
原
師
分
類（

（8
（

の
初
期
声
明
の
双
調
呂
は
唯
呂
旋
の
特
徴
の
強
い
旋
律
に
進
化
し
、
平
調
律
は
反
音
旋
に
進
化
し
た
。
例
外
は
「
四
方
讃
」

で
『
大
典
』
に

　

師
云
。
四
方
の
讃
は
隆
然
頌
中
に
双
調
唯
呂
曲
と
あ
れ
ど
も
根
嶺
所
傳
に
は
こ
れ
を
用
い
ず
。
吉
慶
と
同
曲
の
故
と（

（8
（

。
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吉
慶
は
「
頌
に
云
。
吉
慶
漢
語
平
調
反
と
文
え
り（

（8
（

」「
頌
曰
。
乃
至
梵
語
平
唯
律
と
文
え
り（

（8
（

」
と
あ
る
か
ら
「
四
方
讃
」
は
平
調
曲
で
あ
る
。

　

五
調
子
で
は
一
越
と
双
調
は
呂
に
分
類
さ
れ
る
。
つ
ま
り
一
越
反
音
曲
は
呂
が
基
本
で
あ
る
。
双
調
は
唯
呂
で
あ
る
。
現
在
の
智
山
声
明

の
唯
呂
旋
の
特
徴
の
典
型
は
唯
呂
曲
よ
り
も
む
し
ろ
一
越
反
音
曲
に
あ
る
。
平
調
は
律
に
分
類
さ
れ
る
か
ら
反
音
曲
で
は
一
越
反
音
曲
は
唯

呂
が
主
体
で
平
調
反
音
曲
は
律
が
主
体
で
あ
る
。
岩
原
師
は
「
四
智
梵
語
」
に
つ
い
て

　

私
の
み
る
と
こ
ろ
で
は
「
羯
磨
迦
」
等
の
墨
譜
は
そ
の
形
態
か
ら
み
た
と
き
、
ど
う
も
律
の
如
く
感
ぜ
ら
れ
る（

（8
（

。

と
述
べ
て
い
る
が
こ
れ
は
筆
者
の
い
う
反
音
旋
は
律
と
い
っ
て
い
る
に
等
し
い
。
智
山
声
明
の
反
音
曲
に
は
一
越
反
音
曲
と
平
調
反
音
曲
の

二
つ
が
あ
る
が
そ
の
内
、
唯
呂
旋
と
反
音
旋
を
持
つ
の
が
一
越
反
音
曲
で
反
音
旋
の
み
で
構
成
さ
れ
る
の
が
平
調
反
音
曲
で
あ
る
。
反
音
旋

は
呂
と
律
と
三
重
呂
で
構
成
さ
れ
る
。
旋
律
的
な
初
重
、
二
重
、
三
重
で
は
初
重
が
呂
、
二
重
が
律
、
三
重
も
呂
（
三
重
呂
）
で
あ
る
。
勿

論
、
呂
（
呂
と
三
重
呂
）
と
律
を
持
つ
旋
律
で
あ
る
。
し
か
し
更
に
こ
の
呂
と
律
と
三
重
呂
を
束
ね
て
反
音
旋
そ
の
も
の
を
唯
呂
旋
に
対
し

て
の
律
と
呼
ぶ
事
が
で
き
る
と
考
え
る
。
岩
原
師
の
述
べ
る
事
は
そ
う
い
う
事
だ
と
考
え
る
。
即
ち
『
大
典
』「
四
智
梵
語（

（8
（

」
で
は
呂
と
指

示
す
る
「
嚩
曰
囉
羯
磨
」
の
「
羯
」
の
初
重
羽
音
を
含
む
商
の
テ
ト
ラ
コ
ル
ド
で
あ
る
呂
を
律
と
い
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
即
ち
「
麼
誐
夜
」

以
下
終
わ
り
ま
で
を
す
べ
て
律
と
し
終
止
音
の
み
呂
律
に
迷
う
と
す
る
説
を
選
択
し
て
い
る
様
で
あ
る
。
そ
れ
な
ら
ば
冒
頭
、
律
旋
の
み
の

唯
律
曲
は
な
い
と
述
べ
た
が
反
音
旋
の
み
の
旋
法
曲
が
唯
律
曲
と
な
る
。
つ
ま
り
平
調
反
音
曲
、
平
調
唯
律
曲
、
盤
涉
唯
律
曲
が
そ
れ
に
あ

た
る
。
即
ち
平
調
反
音
曲
、
平
調
唯
律
曲
、
盤
涉
唯
律
曲
は
反
音
曲
で
あ
り
唯
律
曲
で
あ
る
と
い
え
る
。

　
『
大
典
』
に

　

眞
雅
僧
正
は
大
師
の
御
舎
弟
な
り
。
常
に
仁
明
帝
の
御
前
に
侍
り
て
三
十
七
尊
の
梵
號
を
誦
す
る
に
音
響
清
朗
に
し
て
珠
を
貫
く
が

如
し（

（8
（

。

と
あ
る
。
音
響
清
朗
に
し
て
珠
を
貫
く
と
は
き
っ
ぱ
り
朗
々
と
三
十
七
尊
の
梵
號
を
ゆ
っ
た
り
と
し
た
単
純
な
旋
律
で
繰
り
返
し
唱
え
る
事

だ
と
考
え
る
。
繰
り
返
す
と
は
数
珠
の
様
に
も
似
て
い
る
。
声
明
は
博
士
も
曖
昧
で
強
弱
の
単
純
な
旋
律
の
唯
呂
旋
か
ら
次
第
に
博
士
が
正

確
で
音
高
の
複
雑
な
旋
律
の
反
音
旋
が
加
わ
っ
て
い
っ
た
と
考
え
る
。
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十
、
呉
音
漢
音
と
連
声
連
濁
に
つ
い
て

　
「
三
礼
如
来
唄
」、「
長
曲
如
来
唄
」、「
云
何
唄
」、「
散
華
」
は
何
れ
も
呉
音
で
あ
る
。
呉
音
の
声
明
は
国
産
の
声
明
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

こ
の
辺
り
が
国
産
の
初
期
声
明
だ
と
考
え
る
。
そ
れ
で
は
漢
音
の
声
明
は
も
っ
と
古
い
の
か
と
い
え
ば
基
本
的
に
漢
音
の
経
や
讃
は
文
章
自

体
は
呉
音
の
声
明
よ
り
も
古
い
と
考
え
る
が
旋
律
は
後
か
ら
書
き
換
え
ら
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

　
「
三
礼
如
来
唄
」
の
「
恭
」「
ク
」
の
ピ
ン
イ
ン
は
ｇ
ｏ
ｎ
ｇ
だ
か
ら
「
敬
」「
キ
ョ
ウ
」
が
ｎ
ｇ
に
連
濁
し
て
「
恭
敬
」「
ク
ギ
ョ
ウ
」
に

な
る
。
前
述
し
た
「
云
何
唄
」
の
「
長
壽
」
の
「
壽
」
も
「
長
」
の
ｎ
ｇ
に
連
濁
し
て
い
る
。「
功
徳
」、「
衆
生
」
な
ど
も
同
様
で
あ
り
こ

れ
ら
は
竪
丸
二
つ
「
○
○
」
で
注
意
さ
れ
る
。「
ン
」
の
次
の
音
は
大
概
連
濁
し
「
ン
」
の
次
に
ハ
行
が
く
る
と
半
濁
音
化
し
て
パ
ピ
プ
ペ
ポ

に
な
る
。
し
か
し
現
在
の
日
本
語
で
は
ｎ
と
ｍ
は
「
ン
」
と
発
音
さ
れ
る
が
ｎ
ｇ
は
「
ン
」
と
は
発
音
さ
れ
な
い
の
で
不
自
然
な
濁
音
は
先

ず
は
ｎ
ｇ
を
疑
っ
て
み
る
。
黄
鐘
は
普
通
「
オ
ウ
シ
キ
」
と
読
む
が
あ
る
時
の
御
指
南
で
布
施
猊
下
が
「
オ
ウ
ジ
キ
」
と
読
ま
れ
た
。
早
速

辞
書
を
引
く
と
や
は
り
「
黄
」
に
は
ｎ
ｇ
が
あ
る
。「
云
何
唄
」
の
「
因
縁
」、「
散
華
」
の
「
願
以
」
な
ど
「
ン
」
の
次
が
ナ
行
に
な
る
時

も
あ
る
。「
云
何
唄
」
の
「
復
以
」
の
「
復
」
に
も
「
ブ
」
の
発
音
は
な
く
前
の
字
の
「
身
」
の
「
ン
」
に
連
濁
し
て
い
る
。「
堅
固
」
の
「
固
」

に
も
「
ゴ
」
の
発
音
は
な
く
前
の
字
の
「
堅
」
の
「
ン
」
に
連
濁
し
て
い
る
。「
散
華
」
の
「
演
説
」
の
「
説
」、「
甚
深
」
の
「
深
」
な
ど

も
同
様
で
あ
る
。
ま
た
、「
徳
普
」
の
「
ド
ッ
プ
」
は
「
徳
」
の
入
声
の
「
ク
」
が
消
失
し
て
促
音
化
し
て
続
く
「
普
」
の
ハ
行
の
「
フ
」

が
入
声
に
連
濁
し
て
半
濁
音
化
す
る
。
連
声
連
濁
に
つ
い
て
は
橋
本
進
吉
氏
の
『
国
語
音
韻
の
研
究（

（8
（

』
に
詳
細
に
説
か
れ
て
い
る
。「
及
」

は
辞
書
で
は
「
キ
ュ
ウ
」
或
い
は
「
キ
フ
」
と
読
み
普
通
「
ギ
フ
」
と
は
読
ま
な
い
。「
及
」
も
前
音
の
「
普
」
が
フ
入
声
だ
か
ら
何
ら
か

の
連
声
連
濁
を
疑
っ
た
が
「
及
」
に
は
元
々
「
ギ
フ
」
の
読
み
が
あ
る
様
で
あ
る（

（8
（

。
そ
れ
は
さ
て
置
き
『
大
典
』
に

　
「
及
」、「
於
」、「
共
」
の
漢
音
に
付
い
て
快
説
云
わ
く
。
こ
の
三
字
の
み
漢
音
を
用
い
る
事
、
古
説
な
る
べ
し
。
既
に
根
嶺
の
古
本

お
よ
そ
二
百
六
十
年
前
の
数
本
を
見
る
に
（
安
永
年
間
）
み
な
「
於
」
字
に
「
ヨ
」
の
仮
名
を
附
せ
り
と
云

（々
（8
（

。

と
あ
る
。
伝
で
あ
る
か
ら
こ
れ
以
上
の
詮
索
は
無
用
で
あ
る
。



− 102 −

智山学報第七十輯
　
「
ン
」
の
次
の
連
声
連
濁
は
「
ン
」
と
一
度
閉
じ
た
喉
を
ま
た
完
全
に
開
く
の
が
お
っ
く
う
な
の
か
口
の
身
体
能
力
が
未
熟
で
で
き
な
か
っ

た
の
か
と
い
っ
た
理
由
だ
と
考
え
る
。
連
声
連
濁
に
は
前
の
音
の
口
の
開
き
の
ま
ま
次
の
音
を
発
音
す
る
か
唇
や
舌
先
だ
け
を
変
え
て
次
の

音
に
続
け
る
習
性
が
あ
る
。
方
言
な
ど
に
も
そ
う
い
っ
た
理
由
が
多
少
は
あ
る
と
考
え
る
。

ま　

と　

め

　

以
上
の
考
察
の
結
果
、
唯
呂
旋
に
は
強
弱
を
示
す
博
士
が
多
く
こ
の
強
弱
が
唯
呂
旋
独
特
の
旋
律
を
表
現
し
て
い
る
と
考
え
る
。
唯
呂
旋

で
は
多
く
の
場
合
、
羽
は
強
い
徴
で
あ
り
力
の
上
主
音
、
角
は
弱
い
徴
で
あ
り
力
の
導
音
を
示
し
て
い
る
。
羽
は
力
を
込
め
る
、
角
は
弱
く

入
っ
て
次
第
に
強
く
と
い
っ
た
指
示
で
あ
る
。
唯
呂
旋
は
徴
が
主
役
の
旋
律
で
あ
る
。
と
い
う
か
「
散
華
」
の
三
重
を
除
け
ば
唯
呂
旋
と
は

徴
の
た
め
に
あ
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
反
音
旋
で
も
徴
は
律
の
主
役
だ
が
反
音
旋
で
は
呂
の
商
や
三
重
呂
の
三
重
宮
と
主
音
が
分

散
さ
れ
る
。
前
稿
ま
で
は
唯
呂
旋
の
博
士
が
強
弱
を
示
す
事
に
気
付
か
な
か
っ
た
か
ら
単
調
で
メ
リ
ス
マ
的
と
し
か
表
現
で
き
な
か
っ
た
が

唯
呂
旋
と
は
徴
を
強
弱
で
表
現
す
る
旋
律
で
あ
る
。
た
だ
し
強
弱
の
旋
律
と
い
っ
て
も
実
唱
に
於
い
て
は
あ
ま
り
こ
と
ご
と
し
く
唱
え
分
け

る
訳
で
は
な
く
気
持
ち
意
識
す
る
程
度
で
あ
る
。
律
旋
に
も
多
少
の
強
弱
は
あ
り
片
由
、
諸
由
、
勢
な
ど
に
は
若
干
の
強
弱
が
あ
る
様
だ
が

唯
呂
旋
ほ
ど
で
は
な
い
。
智
山
声
明
の
博
士
は
陰
旋
律
系
と
ア
ク
セ
ン
ト
系
を
除
け
ば
概
ね
音
高
を
示
す
博
士
か
強
弱
を
示
す
博
士
か
感
情

表
記
を
示
す
博
士
か
の
何
れ
か
に
該
当
す
る
。
感
情
表
記
の
博
士
と
は
例
え
ば
ユ
リ
ソ
リ
、
本
自
下
、
マ
ワ
ス
、
大
由
（
荒
由
、
五
徳
由
、

鍋
ヅ
ル
由
）、
小
由
、
折
捨
、
ひ
ば
り
反
し
な
ど
傾
き
だ
け
で
は
表
記
し
き
れ
な
い
博
士
や
上
が
る
、
下
が
る
、
ユ
ル
グ
、
回
す
と
い
っ
た

様
な
感
情
を
表
す
博
士
で
あ
る
。
比
較
的
当
位
で
あ
る
律
旋
に
も
感
情
表
記
は
あ
り
、
例
え
ば
商
音
を
角
で
表
記
す
る
五
ッ
色
は
色
よ
り
一

段
低
い
色
と
の
一
種
の
感
情
表
記
だ
と
考
え
る
。
更
に
新
井
師
の
説
の
通
り
羽
反
音
で
呂
は
一
位
高
く
律
の
博
士
に
書
き
換
え
ら
れ
て
い
る

事
を
承
知
す
れ
ば
ほ
と
ん
ど
の
博
士
に
は
そ
れ
ぞ
れ
に
意
味
や
指
示
が
あ
り
説
明
が
付
く
。
羽
も
角
も
徴
と
同
音
だ
か
ら
徴
な
ど
と
安
易
に

書
き
換
え
る
べ
き
で
は
な
い
。
智
山
声
明
の
博
士
は
当
位
だ
け
が
す
べ
て
で
は
な
い
か
ら
当
位
で
は
な
い
か
ら
と
い
っ
て
博
士
を
書
き
換
え

る
必
要
は
ま
っ
た
く
な
い
。
む
し
ろ
そ
れ
は
弊
害
で
博
士
の
働
き
や
意
味
を
失
っ
て
し
ま
う
。
ど
こ
か
の
時
代
で
博
士
と
違
う
か
ら
実
唱
音
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を
変
え
る
か
と
か
実
唱
音
と
違
う
か
ら
博
士
を
変
え
る
か
と
か
、
そ
う
い
う
事
を
し
な
か
っ
た
か
ら
博
士
の
要
求
通
り
智
山
の
伝
承
が
正
し

く
行
わ
れ
て
き
た
と
考
え
る
。
声
明
の
博
士
に
於
い
て
は
音
高
だ
け
で
は
な
く
力
を
込
め
る
事
を
上
が
る
、
力
を
抜
く
事
を
下
が
る
と
表
現

す
る
事
が
あ
る
様
で
あ
る
。
こ
れ
は
強
さ
を
上
げ
る
、
強
さ
を
下
げ
る
と
い
う
事
で
音
高
の
事
で
は
な
く
強
弱
の
指
示
で
あ
る
。
強
弱
は
感

情
表
現
に
表
れ
る
。
ピ
ア
ノ
で
も
た
だ
音
譜
を
な
ぞ
る
の
で
は
な
く
感
情
を
込
め
る
の
と
同
じ
で
あ
る
。
五
線
譜
で
は
音
譜
は
必
ず
音
高
を

示
し
強
弱
は
フ
ォ
ル
テ
シ
モ
、
ピ
ア
ニ
シ
モ
と
か
ク
レ
ッ
シ
ェ
ン
ド
、
デ
ク
レ
シ
ェ
ン
ド
な
ど
の
補
助
記
号
で
表
記
す
る
が
声
明
で
は
強
弱

も
博
士
の
高
低
で
表
記
す
る
。
更
に
加
え
て
補
助
記
号
も
あ
り
「
ソ
ル
」
と
か
「
ハ
ル
」
な
ど
は
力
を
込
め
る
指
示
で
「
折
ル
」
と
か
「
ユ

ル
メ
ル
」
な
ど
は
力
を
抜
く
指
示
で
あ
る
。
強
弱
の
結
果
が
音
高
に
影
響
す
る
事
も
あ
り
力
を
込
め
た
か
ら
音
高
が
上
が
る
、
力
を
緩
め
た

か
ら
音
高
が
下
が
る
と
い
う
事
も
あ
る
様
で
あ
る
。
智
山
声
明
の
博
士
は
音
高
の
指
示
な
の
か
強
弱
の
指
示
な
の
か
感
情
表
記
な
の
か
を
見

極
め
る
必
要
が
あ
り
解
読
す
る
の
が
難
し
い
が
我
々
は
無
意
識
に
そ
れ
を
判
別
し
て
そ
の
指
示
通
り
に
実
唱
し
て
い
る
。
音
譜
は
必
ず
音
高

を
示
す
と
い
う
概
念
は
五
線
譜
を
知
っ
て
か
ら
の
事
で
そ
れ
以
前
に
は
音
譜
が
音
高
だ
け
を
示
す
と
い
う
発
想
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
る
。

邦
楽
の
音
譜
は
旋
律
全
体
を
表
す
も
の
と
考
え
る
。
博
士
は
音
高
だ
け
に
限
ら
ず
音
の
す
べ
て
を
表
記
す
る
も
の
で
音
高
や
強
弱
や
感
情
表

記
も
含
め
て
旋
律
の
す
べ
て
の
表
記
を
試
み
て
い
る
。
音
高
を
線
で
表
記
す
る
博
士
は
点
で
表
記
す
る
五
線
譜
に
比
し
て
一
旦
出
し
た
音
が

し
ば
ら
く
継
続
す
る
様
な
旋
律
に
は
向
い
て
い
る
が
小
刻
み
な
変
化
が
連
続
す
る
様
な
旋
律
の
表
記
に
は
向
い
て
い
な
い
。
自
ず
と
連
続
的

変
化
の
箇
所
は
感
情
表
記
と
な
る
。
五
線
譜
が
読
め
れ
ば
そ
の
曲
を
知
ら
な
く
て
も
音
を
再
生
す
る
事
が
で
き
る
。
し
か
し
博
士
は
音
高
が

す
べ
て
で
は
な
い
か
ら
曲
を
知
ら
ず
に
博
士
だ
け
で
音
を
再
生
す
る
事
は
で
き
な
い
。
必
ず
面
授
が
必
要
と
な
り
元
々
声
明
で
は
博
士
よ
り

も
面
授
の
方
が
重
要
で
あ
る
。
本
来
、
博
士
に
は
そ
の
意
味
す
る
所
の
指
示
が
含
ま
れ
て
い
る
の
だ
が
通
常
我
々
は
そ
う
い
っ
た
事
は
意
識

し
な
い
で
唱
え
て
い
る
。
ま
る
で
師
匠
の
音
を
思
い
出
す
備
忘
の
図
形
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
実
唱
音
は
正
確
に
伝
承
さ
れ
て
き
た
。
或
る
箇

所
の
羽
は
当
位
で
或
る
箇
所
の
羽
は
徴
音
で
は
本
考
察
で
述
べ
た
規
則
性
は
見
い
出
せ
な
い
。
確
か
に
五
線
譜
は
音
高
と
音
の
長
さ
や
リ
ズ

ム
を
表
記
す
る
に
は
高
度
な
記
譜
法
で
あ
る
。
し
か
し
邦
楽
で
は
師
匠
の
音
の
方
が
大
切
で
あ
り
指
南
と
稽
古
の
耳
の
音
楽
だ
か
ら
そ
れ
程

厳
密
な
音
譜
は
必
要
な
か
っ
た
と
考
え
る
。
師
匠
の
音
を
真
似
る
様
な
表
記
の
方
が
合
っ
て
い
る
。
逆
に
我
々
は
博
士
は
読
め
て
も
五
線
譜
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は
読
め
な
い
。
要
は
そ
の
図
形
を
見
て
正
確
な
音
程
と
表
現
が
再
現
で
き
れ
ば
良
い
。
青
島
広
志
氏
は
次
の
様
に
述
べ
て
い
る
。

　

兼
常
氏
の
結
論
自
体
は
当
然
の
も
の
で
日
本
の
唄
は
日
本
語
の
一
種
で
日
本
語
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
拡
大
し
た
も
の
だ
と
い
う
も
の
で

す
。
だ
と
し
た
ら
日
本
語
の
流
れ
る
よ
う
な
美
し
い
ア
ク
セ
ン
ト
を
た
っ
た
五
本
の
線
と
そ
の
間
に
書
こ
う
と
す
る
の
が
ま
っ
た
く
無

駄
な
こ
と
は
当
た
り
前
の
こ
と
で
す
。
そ
れ
で
も
五
線
譜
に
書
こ
う
と
す
る
人
に
は
五
線
譜
は
そ
も
そ
も
記
憶
力
の
悪
い
坊
さ
ん
た
ち

が
発
明
し
た
変
な
記
号
だ
と
い
っ
て
も
い
い
で
し
ょ
う（

（9
（

。

こ
の
場
合
の
坊
さ
ん
は
五
線
譜
を
発
明
し
た
の
だ
か
ら
我
々
の
事
で
は
な
く
教
会
音
楽
の
修
道
士
の
事
を
指
す
。
辛
辣
だ
が
同
感
で
あ
る
。

「
表
白
」、「
祭
文
」な
ど
も
古
代
の
日
本
語
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
曲
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
由
里
な
ど
も
五
線
譜
で
表
記
す
る
の
は
困
難
だ
ろ
う
。

勿
論
、
博
士
も
十
二
律
に
対
応
さ
せ
て
い
る
以
上
、
絶
対
音
高
を
示
す
の
が
本
質
だ
ろ
う
。
し
か
し
音
譜
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
国
や
文
化
の
音

楽
の
個
性
と
特
徴
が
あ
る
。
す
べ
て
に
五
線
譜
の
発
想
を
持
ち
込
む
訳
に
は
い
か
な
い
。
智
山
声
明
を
表
現
す
る
に
は
智
山
声
明
の
博
士
が

最
も
適
し
て
い
る
と
考
え
る
。

　

最
後
に
本
考
察
と
こ
れ
ま
で
の
稿
を
合
わ
せ
た
結
論
を
述
べ
る
。
智
山
声
明
に
於
い
て
ア
ク
セ
ン
ト
系
と
陰
旋
律
系
を
除
い
た
基
本
旋
律

に
は
呂
律
が
あ
る
。
広
い
意
味
で
は
呂
と
は
唯
呂
旋
を
指
し
律
と
は
反
音
旋
を
指
す
。
細
か
く
分
け
れ
ば
呂
に
は
唯
呂
旋
と
反
音
旋
の
呂
と

反
音
旋
の
三
重
呂
が
あ
る
が
反
音
旋
の
呂
と
反
音
旋
の
三
重
呂
は
呂
旋
で
は
あ
る
が
反
音
旋
に
所
属
す
る
べ
き
で
あ
る
。
律
に
は
反
音
旋
の

律
と
反
音
旋
が
あ
る
。
律
と
い
っ
た
場
合
に
は
反
音
旋
の
律
か
反
音
旋
そ
の
も
の
を
指
す
。
反
音
旋
と
は
音
の
高
低
の
旋
律
で
あ
り
唯
呂
旋

と
は
音
の
強
弱
の
旋
律
で
あ
る
。
智
山
声
明
の
す
べ
て
の
基
本
旋
律
は
そ
の
ど
ち
ら
か
に
該
当
し
て
い
る
。
智
山
声
明
の
旋
律
構
造
の
根
本

が
強
弱
の
唯
呂
旋
と
音
程
の
反
音
旋
で
構
成
さ
れ
て
い
る
事
は
冒
頭
に
引
用
し
た
『
大
典
』
に
記
す
「
四
智
反
音
と
は
四
智
の
中
に
前
二
智

は
唯
呂
に
し
て
第
三
第
四
に
は
律
を
交
ゆ
故
に
音
を
か
え
る
と
云
う
意
に
て
反
音
と
い
う
」
と
い
う
文
に
集
約
さ
れ
る
。「
四
智
梵
語
」
は

智
山
声
明
で
は
最
も
基
本
と
さ
れ
る
曲
で
あ
る
が
前
半
は
強
弱
の
唯
呂
旋
で
構
成
さ
れ
後
半
は
音
程
の
反
音
旋
で
構
成
さ
れ
る
。
唯
呂
旋
は

呂
と
さ
れ
る
双
調
曲
と
一
越
曲
に
見
ら
れ
反
音
旋
は
律
と
さ
れ
る
平
調
曲
と
盤
涉
曲
に
見
ら
れ
る
。
た
だ
し
一
越
反
音
曲
に
は
反
音
旋
も
あ

る
。
中
曲
は
反
音
曲
の
性
質
を
持
つ
曲
と
ア
ク
セ
ン
ト
系
の
曲
で
あ
る
。
ア
ク
セ
ン
ト
系
の
中
曲
を
除
け
ば
「
勧
請
」
や
「
仏
名
」
な
ど
の
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中
曲
諸
曲
の
旋
法
は
反
音
旋
だ
か
ら
律
で
も
良
い
。
こ
れ
ま
で
の
稿
で
は
唯
呂
旋
と
反
音
旋
の
律
は
共
に
二
重
徴
を
主
音
と
す
る
徴
調
だ
か

ら
同
様
に
扱
っ
て
き
た
が
音
階
は
同
じ
で
も
強
弱
の
唯
呂
旋
と
音
程
の
反
音
旋
の
律
は
主
旨
が
ま
っ
た
く
違
う
別
の
旋
律
と
し
て
扱
う
べ
き

で
あ
る
。
唯
呂
旋
の
三
重
と
反
音
旋
の
三
重
呂
も
同
じ
三
重
宮
を
主
音
と
す
る
商
調
だ
が
別
の
も
の
で
あ
る
。
音
階
だ
け
を
見
れ
ば
徴
調
と

商
調
を
持
つ
唯
呂
旋
も
呂
音
階
商
旋
法
に
含
ま
れ
る
が
反
音
旋
の
主
旨
と
は
違
う
。
双
調
、
一
越
は
呂
と
さ
れ
る
が
こ
れ
は
Ｇ
と
か
Ｄ
と
い

う
よ
り
も
強
弱
の
唯
呂
旋
に
分
類
さ
れ
、
同
様
に
平
調
、
盤
涉
は
律
と
さ
れ
る
が
こ
れ
も
Ｅ
と
か
Ｂ
と
い
う
よ
り
も
音
程
の
反
音
旋
に
分
類

さ
れ
て
い
る
。
智
山
声
明
で
は
五
調
子
は
絶
対
音
高
で
は
な
く
旋
法
の
区
別
に
使
わ
れ
て
い
る
。

　

智
山
声
明
の
旋
律
の
規
則
性
を
観
察
す
る
と
以
上
の
様
な
事
が
い
え
る
が
声
明
論
は
文
献
的
に
証
明
す
る
か
物
理
的
に
証
明
す
る
か
の
二

通
り
だ
と
考
え
る
。
そ
の
二
つ
を
合
わ
せ
て
考
察
す
る
が
文
献
的
記
述
が
乏
し
い
場
面
で
は
音
の
規
則
性
と
働
き
を
観
察
し
物
理
的
に
証
明

す
る
し
か
な
い
と
考
え
る
。

　

尚
、
こ
れ
ま
で
数
度
に
わ
た
り
智
山
声
明
の
旋
律
の
基
本
構
造
に
つ
い
て
発
表
し
て
き
た
が
未
熟
で
各
稿
に
は
不
正
確
な
箇
所
や
異
同
も

多
く
紙
面
を
借
り
て
お
詫
び
し
た
い
。
説
に
矛
盾
が
あ
れ
ば
後
の
発
表
の
方
が
よ
り
正
確
で
あ
る
と
お
考
え
頂
き
た
い
。

註（
１
）「
智
山
声
明
に
於
け
る
呂
律
の
旋
律
構
造
に
つ
い
て
」　

拙
稿
『
智
山
学
報
第
六
十
七
輯
』

（
２
）『
智
山
声
明
大
典
』　

八
頁

（
３
）「
智
山
声
明
の
「
理
趣
経
」
と
「
五
悔
」
か
ら
見
る
中
曲
旋
法
に
つ
い
て
」　

拙
稿
『
智
山
学
報
第
六
十
九
輯
』

（
４
）「
真
言
声
明
に
お
け
る
反
音
曲
の
記
譜
法
に
つ
い
て
―
四
智
梵
語
を
中
心
に
―
」
新
井
弘
順
著

『
東
洋
音
楽
研
究
』　

第
四
八
号　

六
一
頁

（
５
）『
日
本
和
声
の
基
礎
』　

九
頁

（
６
）「
智
山
声
明
に
於
け
る
呂
律
の
旋
律
構
造
に
つ
い
て
」　

拙
稿
『
智
山
学
報
第
六
十
七
輯
』

（
７
）『
智
山
法
要
次
第
』　

三
〇
頁
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（
８
）『
智
山
声
明
大
典
』　

一
頁

（
９
）『
智
山
声
明
大
典
』　

二
頁

（
10
）『
智
山
声
明
大
典
』　

二
頁

（
11
）「
智
山
声
明
の
「
理
趣
経
」
と
「
五
悔
」
か
ら
見
る
中
曲
旋
法
に
つ
い
て
」　

拙
稿
『
智
山
学
報
第
六
十
九
輯
』

（
12
）『
智
山
法
要
次
第
』　

三
一
頁

（
13
）『
智
山
声
明
大
典
』　

二
頁

（
14
）『
智
山
声
明
大
典
』　

三
頁

（
15
）『
智
山
法
要
次
第
』　

七
頁
、
八
頁

（
16
）『
旺
文
社
漢
和
辞
典
』　

二
〇
〇
頁

（
17
）『
旺
文
社
漢
和
辞
典
』　

三
六
三
頁

（
18
）『
智
山
声
明
大
典
』　

付
録
三
三
頁

（
19
）『
旺
文
社
漢
和
辞
典
』　

三
〇
八
頁

（
20
）『
旺
文
社
漢
和
辞
典
』　

一
〇
九
二
頁

（
21
）「
智
山
声
明
に
於
け
る
呂
律
の
旋
律
構
造
に
つ
い
て
」　

拙
稿
『
智
山
学
報
第
六
十
七
輯
』

（
22
）『
智
山
法
要
次
第
』　

三
四
頁

（
23
）『
智
山
声
明
大
典
』　

五
八
頁

（
24
）『
智
山
法
要
次
第
』　

一
〇
頁
、
一
一
頁

（
25
）「
智
山
声
明
の
「
理
趣
経
」
と
「
五
悔
」
か
ら
見
る
中
曲
旋
法
に
つ
い
て
」　

拙
稿
『
智
山
学
報
第
六
十
九
輯
』

（
26
）『
智
山
声
明
大
典
』　

六
三
頁

（
27
）「
智
山
声
明
に
於
け
る
呂
律
の
旋
律
構
造
に
つ
い
て
」　

拙
稿
『
智
山
学
報
第
六
十
七
輯
』　

一
六
二
頁

（
28
）『
智
山
法
要
次
第
』　

一
〇
二
頁

（
29
）『
智
山
法
要
次
第
』　

九
九
頁
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（
30
）「
智
山
声
明
の
「
理
趣
経
」
と
「
五
悔
」
か
ら
見
る
中
曲
旋
法
に
つ
い
て
」　

拙
稿
『
智
山
学
報
第
六
十
九
輯
』

（
31
）『
智
山
法
要
次
第
』　

一
二
頁
、
一
三
頁
、
一
四
頁

（
32
）「
真
言
声
明
に
お
け
る
自
下
に
つ
い
て
」　

蒲
生
郷
昭
著
『
日
本
音
楽
と
そ
の
周
辺
』　

一
三
四
頁

（
33
）「
真
言
声
明
に
お
け
る
自
下
に
つ
い
て
」　

蒲
生
郷
昭
著
『
日
本
音
楽
と
そ
の
周
辺
』　

一
三
三
頁

（
34
）『
魚
山
精
義
』　

上
村
教
仁
著　

十
六
丁

（
35
）『
智
山
法
要
次
第
』　

一
四
頁
、
一
五
頁

（
36
）『
日
本
語
音
韻
音
調
史
の
研
究
』　

金
田
一
春
彦
著　

三
三
頁

（
37
）『
智
山
声
明
大
典
』　

六
九
頁

（
38
）「
智
山
声
明
の
「
理
趣
経
」
と
「
五
悔
」
か
ら
見
る
中
曲
旋
法
に
つ
い
て
」　

拙
稿
『
智
山
学
報
第
六
十
九
輯
』

（
39
）『
智
山
法
要
次
第
』　

一
五
頁

（
40
）『
智
山
法
要
次
第
』　

二
頁

（
41
）『
魚
山
精
義
』『
瑜
伽
教
如
著
作
集
』
第
一
巻　

六
三
頁

（
42
）『
魚
山
精
義
』『
瑜
伽
教
如
著
作
集
』
第
一
巻　

二
六
頁

（
43
）『
智
山
声
明
大
典
』　

四
頁

（
44
）『
智
山
声
明
大
典
』　

五
頁

（
45
）『
智
山
法
要
次
第
』　

二
頁

（
46
）『
智
山
法
要
次
第
』　

一
二
頁

（
47
）『
魚
山
私
鈔
』『
正
徳
版
』
上　

五
七
丁

（
48
）『
音
楽
の
骸
骨
の
は
な
し
』　

柴
田
南
雄
著　

八
頁

（
49
）『
智
山
声
明
大
典
』　

一
頁

（
50
）『
智
山
声
明
大
典
』　

五
五
頁

（
51
）『
魚
山
私
鈔
』『
正
徳
版
』
上　

四
丁
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（
52
）『
智
山
声
明
大
典
』　

五
六
頁

（
53
）『
魚
山
私
鈔
』『
正
徳
版
』
上　

七
丁

（
54
）『
智
山
声
明
大
典
』　

五
六
頁
、
五
七
頁
、
五
八
頁

（
55
）『
智
山
声
明
大
典
』　

五
七
頁

（
56
）「
智
山
声
明
の
「
理
趣
経
」
と
「
五
悔
」
か
ら
見
る
中
曲
旋
法
に
つ
い
て
」　

拙
稿
『
智
山
学
報
第
六
十
九
輯
』

（
57
）『
智
山
法
要
次
第
』　

一
四
二
頁

（
58
）『
智
山
法
要
次
第
』　

一
一
一
頁

（
59
）『
智
山
法
要
次
第
』　

一
一
一
頁

（
60
）『
智
山
法
要
次
第
』　

一
一
一
頁

（
61
）『
智
山
法
要
次
第
』　

一
一
一
頁

（
62
）『
智
山
法
要
次
第
』　

三
二
頁
、
三
三
頁

（
63
）『
魚
山
精
義
』『
瑜
伽
教
如
著
作
集
』
第
一
巻　

二
五
頁

（
64
）『
智
山
法
要
次
第
』　

一
四
三
頁

（
65
）『
智
山
法
要
次
第
』　

一
四
八
頁

（
66
）『
智
山
法
要
次
第
』　

一
〇
六
頁

（
67
）「
真
言
声
明
の
音
構
造
」　

沢
田
篤
子
著
『
日
本
の
音
階
』　

三
七
二
頁

（
68
）『
智
山
声
明
大
典
』　

付
録
三
三
頁

（
69
）「
真
言
声
明
に
お
け
る
自
下
に
つ
い
て
」　

蒲
生
郷
昭
著
『
日
本
音
楽
と
そ
の
周
辺
』　

一
二
三
頁

（
70
）『
声
明
の
研
究
』　

岩
原
諦
信
著　

二
七
四
頁

（
71
）『
智
山
声
明
大
典
』　

付
録
三
二
頁

（
72
）『
智
山
声
明
大
典
』　

一
五
九
頁

（
73
）『
智
山
声
明
大
典
』　

一
〇
六
頁
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（
74
）「
智
山
声
明
に
於
け
る
呂
律
の
旋
律
構
造
に
つ
い
て
」　

拙
稿
『
智
山
学
報
第
六
十
七
輯
』　

一
六
〇
頁

（
75
）『
智
山
声
明
大
典
』　

付
録
三
二
頁

（
76
）『
魚
山
精
義
』　

上
村
教
仁
著　

十
六
丁

（
77
）『
魚
山
精
義
』『
瑜
伽
教
如
著
作
集
』
第
一
巻　

二
二
頁

（
78
）『
声
明
の
研
究
』　

岩
原
諦
信
著　

九
頁

（
79
）『
智
山
声
明
大
典
』　

四
一
頁

（
80
）『
声
明
の
研
究
』　

岩
原
諦
信
著　

九
頁

（
81
）『
智
山
声
明
大
典
』　

四
一
頁

（
82
）『
智
山
声
明
大
典
』　

二
一
頁

（
83
）『
智
山
声
明
大
典
』　

二
九
頁

（
84
）『
声
明
の
研
究
』　

岩
原
諦
信
著　

三
〇
八
頁

（
85
）『
智
山
声
明
大
典
』　

六
頁

（
86
）『
智
山
声
明
大
典
』　

付
録
二
頁

（
87
）『
国
語
音
韻
の
研
究
』　

橋
本
進
吉
著

（
88
）「
日
本
漢
字
音
に
於
け
る
唇
内
入
声
字
の
促
音
化
と
フ
入
声
」　

沼
本
克
明
著
『
国
語
学
九
九
』　

一
七
頁

（
89
）『
智
山
声
明
大
典
』　

七
〇
頁

（
90
）『
ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
音
楽
を
も
っ
と
楽
し
む
や
さ
し
く
わ
か
る
楽
典
』　

青
島
広
志
著　

三
五
頁

参
考
文
献

『
昭
和
改
訂
版
智
山
声
明
大
典
』　

大
本
山
川
崎
大
師
平
間
寺

『
智
山
学
報
第
六
十
九
輯
』　

智
山
勧
学
会

『
東
洋
音
楽
研
究
』　

第
四
十
八
号　

一
九
八
三
年
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『
智
山
学
報
第
六
十
七
輯
』　

智
山
勧
学
会

『
智
山
法
要
次
第
』　

総
本
山
智
積
院

『
昭
和
改
訂
版
智
山
声
明
大
典
』　

大
本
山
川
崎
大
師
平
間
寺

『
旺
文
社
漢
和
辞
典
』　

旺
文
社

『
日
本
音
楽
と
そ
の
周
辺
』　

音
楽
之
友
社

『
魚
山
精
義
』　

西
蔵
院

『
日
本
語
音
韻
音
調
史
の
研
究
』　

金
田
一
春
彦
著　

吉
川
弘
文
館

『
魚
山
私
鈔
』「
正
徳
版
」

『
音
楽
の
骸
骨
の
は
な
し
』　

柴
田
南
雄
著　

音
楽
之
友
社

『
瑜
伽
教
如
著
作
集
』
第
一
巻　

瑜
伽
教
如
著
作
刊
行
会　

う
し
お
書
店　

『
増
補
校
訂　

声
明
の
研
究
』　

岩
原
諦
信
著　

東
方
出
版

『
日
本
の
音
階
』　

東
洋
音
楽
学
会
編　

音
楽
之
友
社

『
国
語
音
韻
の
研
究
』　

橋
本
進
吉
著　

岩
波
書
店

『
国
語
学
』　

第
九
九
集　

一
九
七
四
―

一
二
―

三
〇

『
ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
音
楽
を
も
っ
と
楽
し
む
や
さ
し
く
わ
か
る
楽
典
』　

日
本
実
業
出
版
社

キ
ー
ワ
ー
ド
：
唯
呂
旋
、
反
音
旋
、
双
調
唯
呂
、
一
越
反
音


